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序

この報告書は、佐賀県教育委員会が日本道路公団の委託を受けて、

昭和51年度から実施した九州横断自動車道建設に伴なう埋蔵文化財

発掘調査の記録の一部であります。

今回の報告は、昭和54年度から昭和58年度までに発掘調査を実施

した、多久市所在の山の上古墳群・中村谷遺跡・出口A遺跡・西出

口遺跡・原田遺跡・今出川A遺跡・今出川B遺跡・大工田古墳群・

十井手遺跡・撰分遺跡のものです。本遺跡は、旧石器時代・縄文時

代・弥生時代・古墳時代および中・近世にわたる学術上極めて貴重

な価値を有するものであります。

発掘調査の記録としては、満足のゆくものではないかもしれませ

んが、本報告書を通して埋蔵文化財に対してなお一層のご理解をい

ただくとともに、今後の学術研究に少しでも寄与できることを願う

ものであります。

なお、発刊にあたり、調査にご協力をいただきました地元の方々

を始め、関係各位に対して心から感謝申し上げます。

昭和62年 3月

佐賀県教育委員会

教 育 長 志 岐 常 文



例言・凡例

例 一一一一口

1.本書は九州横断自動車道建設に伴う事前調査として昭和55年度から昭和58年度にかけて発

掘調査した多久市所在の山の上古墳群・中村谷遺跡・出口A遺跡・西出口遺跡・鴻ノ巣遺跡・

原田遺跡・今出川A遺跡・今出川B遺跡・大工田古墳群・十井手遺跡・撰分遺跡の調査報告

書である。

2.発掘調査は、日本道路公団の委託事業として佐賀県教育委員会が実施した。

3.発掘調査にあたっては、多久市・多久市教育委員会、および地元の方々の御協力を得た。

4.本書の執筆は西村隆司が担当した。

5.遺構の実測は調査員並びに調査補助員と多久発掘事務所の花田悦子・西村明美他が行い、

遺物の実測は土器を島孝子・藤原倫子・平川朋子・馬場美奈子・山口成子・鹿子知美・神田

浩子・末吉由紀子・野口百合子・久米寿美子・松永節子・吉田雅子が行い、石器を久米・加

藤洋子・坪上章子・山田百合子・山口邦子が行い、鉄器を藤原・吉田・末吉・岩井祥子が行

い、玉類を吉田が行った。

製図は花田・帆土美智子・西村が行った。

拓本は末吉・帆士・西村による。

復元作業は谷崎美代子・江藤敦子・広瀬伸子ほかが行った。

遺構写真撮影は各調査員が、遺物写真撮影は原口定が行い、写真の現像・焼付は古賀栄子

が行った。

6.本書の作成・編集は西村隆司が行った。

凡 例

1.遺構については各遺構ごとに一連番号を付し、その前に SB:建物・住居跡、 ST:聾棺

墓、 SK:土墳・貯蔵穴、 SR:祭最E遺構、 P:穴、 SE:井戸跡、 SD:溝、 ST:古墳、

SP:土墳墓・木棺墓、 SX:土器溜・その他の遺構の分類記号を標記する。

2.遺構の寸法数字はm単位、遺物の寸法数字はcm単位を原則とした。

3.遺物番号は各遺跡ごとに一連番号を付した。

4. 実測図基準は国土座標による。
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I 調査の概要

1 .調査に至る経過

九州横断自動車道の建設計画に伴う遺跡の分布調査は昭和44年6月を始めに、昭和45年度・

昭和48年度と数回にわたり実施し、昭和51年度、道路幅の決定によって鳥栖~佐賀間27.2kmを

踏査、 97ヵ所、約563.300nfの遺跡を確認した。昭和52年度は佐賀~武雄問26.9kmを踏査、 98ヵ

所、約537.000niの遺跡を確認した。このうち多久市内の工事区聞に分布する遺跡は32ヵ所、約

133.170ばにおよんだ。

多久市内の工事区聞は11.3kmと県内最長の距離で、インターチェンジやニヵ所のパーキング

エリヤが建設されるため、工事期間の長期化と供用時期の問題から大和町以西で最初に工事が

着工されることになり、文化財の調査も昭和54年度に開始した。昭和54年11月、南多久町大字

下多久字三本松の三本松遺跡、多久町字西田、字松瀬の松瀬遺跡、南多久町大字長尾字米満の

米満遺跡(現在の長尾開拓遺跡)に掘削機を投入し、遺構検出のため確認調査を実施した。

昭和55年度は 4月からインターチェンジ付近の北多久町大字多久原字大工田の今出川A遺跡、

6月に字千里地の両ノ原遺跡、南多久町大字下多久字十井手の十井手遺跡、 8月に東多久町大

字別府字池ノ平の池ノ平遺跡、字池ノ平、字大平、字堤口の山の上古墳群の調査を実施、今出

川A遺跡では縄文時代の包含層と古墳時代住居跡3棟を検出した。十井手遺跡では旧石器時代

のナイフ形石器、三稜尖頭器、尖頭器や縄文時代中期の土器片、石鎖、石斧などが出土した。

池ノ平遺跡では縄文時代晩期の土器片や石器類、弥生時代の聾形土器片などを検出したが遺構

は存在しなかった。山の上古墳群では 7基の古墳が調査の対象となり、須恵器・土師器が多量

に出土した。

昭和56年度は 4月から多久町字向鶴の向鶴遺跡の確認調査、山の上古墳群の遺構実測、 5月

に東多久町大字別府字石亀谷の石亀谷遺跡、字射場谷の射場谷遺跡、北多久町大字多久原字大

工田の今出川B遺跡、字建長寺の建長寺遺跡、 6月には字大工田の大工田古墳群、 8月から多

久町字山王の山王遺跡、 1月に北多久町大字多久原字原田の原田遺跡、多久町字湯町の撰分遺

跡、東多久町大字別府字出口の出口B遺跡、字通原の宝蔵寺B遺跡、 2月に字茂手の仁位所遺

跡と調査を続けた。石亀谷遺跡と射場谷遺跡では縄文時代の石鍍や剥片が出土したが遺構は存

在しなかった。今出川B遺跡では縄文時代の土器片のほか奈良時代~平安時代の須恵器や土師

器が遺構から出土、ふいごの羽口や円筒形土器は特質される。大工田古墳群では 3基の古墳を

調査、市内初の片袖式の横穴式石室を検出、鉄器、装身具、須恵器、土師器などの副葬品が出

土した。山王遺跡は旧石器時代のナイフ形石器、台形様石器、尖頭器などが出土、茶園原遺跡

で特徴的に出土する圭頭形尖頭器も多く含まれ、黒耀石製石器と多久型の尖頭器の層位的な関
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Tab. 1 九州横断自動車道関係文化財調査一覧表

調査年度 遺 跡 名 調 査 期 間 調査面積(ぱ)

三 本松 遺跡 昭和54年11月 26 日 ~12月 4 日 3，000 

54 松 瀬 遺 跡 昭和54年12月 5 日 ~55年 1 月 19 日 21，900 

米 満 遺 跡 昭和55年 1 月 21 日 ~3 月 31 日 2，100 

今出川 A 遺跡 昭和55年 4 月 2 日 ~6 月 15 日 5，000 

両 ノ 原遺跡 昭和55年 6月16日 1，000 

55 十 井手 遺跡 昭和55年 6 月 17日 ~8 月 22 日 10，500 

池 ノ平 遺跡 昭和55年 8 月 23日 ~9 月 8 日 1，640 

山の上古墳群 昭和55年 9 月 9 日 ~56年 3 月 31 日 4，000 

向 鶴 遺 跡 昭和56年 4 月 1 日~4 月 11 日 4，200 

山の上遺跡 昭和56年 4 月 12 日 ~4 月 30 日 910 

石 亀谷 遺跡 昭和56年 5 月 1 日 ~5 月 16日 2，540 

射場谷遺跡 昭和56年 5 月 18日 ~5 月 21 日 3，730 

今出川 B 遺跡 昭和56年 5 月 6 日 ~8 月 7 日 2，200 

建長寺遺跡 昭和56年 5 月 23日 ~5 月 29日 1，600 

56 大工田古墳群 昭和56年 6 月 10日 ~9 月 22 日 600 

山 王 遺 跡 昭和56年 8 月 17 日 ~57年 3 月 31 日 1，400 

原 田 遺 跡 昭和57年 1 月 6 日 ~1 月 29日 3，000 

撰分 A 遺跡 昭和57年 1 月 11日 ~3 月 31 日 6，300 

出口 B 遺跡 昭和57年 1 月 11 日 ~1 月 25日 5，930 

宝蔵寺 B 遺跡 昭和57年 1 月 26 日 ~2 月 10日 7，460 

仁位所遺跡 昭和57年 2 月 12 日 ~2 月 27日 3，230 

島 田 遺 跡 昭和57年 4 月 1 日 ~4 月 15 日 2，900 

山 王 遺 跡 昭和57年 4 月 22 日 ~58年 3 月 31 日 3，000 

撰分 A 遺跡 昭和57年 4 月 1 日 ~58年 3 月 31 日 3，000 

57 山 崎 遺 跡 昭和57年12月 13日 ~58年 1 月 20 日 15，000 

仁位所遺跡 昭和58年 1 月 17日~1 月 29 日 6，800 

出口 A 遺跡 昭和58年 1 月 31 日 ~2 月 24 日 5，000 

西出口遺跡 昭和58年 2 月 25日 ~3 月 26 日 800 

撰分 B 遺跡 昭和58年 4 月 2 日 ~6 月 28 日 13，300 

中村谷遺跡 昭和58年 6 月 8 日 ~7 月 10 日 8，200 

鴻ノ巣遺跡 昭和58年 6 丹 29 日 ~11月 21 日 7，600 

58 
野 入 遺 跡 昭和58年 7 月 10 日 ~7 月 25日

( 7，600) 

3，000 

倉 富 遺 跡、 昭和58年 9 月 5 日 ~9 月 10日 11，000 

長尾開拓遺跡 昭和58年10月 24 日 ~11月 21 日
(13，000) 

6，500 

野 入 遺 跡 昭和59年 7 月 1 日 ~7 月 3 日
( 7，600) 

4，600 
59 

(13，000) 
長尾開拓遺跡 昭和59年 4 月 16日 ~60年 3 月 30 日

6，500 

3 
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係が注目された。原田遺跡では縄文時代の土壌と弥生時代後期の聾棺墓が出土、聾棺の下に礁

を敷く埋葬法が注目された。撰分遺跡は調査区全体に遺構が広がり、旧石器時代から江戸時代

までの各時期の遺構が復合し、遺物の種類、量とも豊富であった。西側の台地付近には旧石器

時代の石器や縄文時代の石鍍が散布し、調査区の東側に弥生時代~古墳時代の住居跡や漕状遺

構があり、中央部には歴史時代の遺構が集中した。江戸時代の遺構は西側の台地下の微高地上

に立地し、多量の陶磁器が出土した。

昭和57年度は 4月から多久町字島田の島田遺跡で掘削機による確認調査を実施すると共に、

前年度に引き続き撰分遺跡、山王遺跡の調査を続けた。 12月に多久町字外鶴、字井手山の山崎

遺跡の確認調査、 1月に東多久町字茂手の仁位所遺跡、字出口の出口A遺跡、 2月には字西出

口、字岡本、字七ッ枝の西出口遺跡の調査を実施した。撰分遺跡、山王遺跡以外では出口A遺

跡で弥生時代の遺物が出土しただけであった。

昭和58年度は 4月から多久町字環町の撰分B遺跡、 6月に東多久町大字別府字弥平ヶ谷の中

村谷遺跡、字野入と北多久町大字多久原字鴻ノ巣の両町に跨がる鴻ノ巣遺跡、 7月に字野入の

野入遺跡、 9月に南多久町大字長尾字松ノ内、字倉富の倉富遺跡の確認調査を実施、 10月には

字米満の長尾開拓遺跡の調査を始めた。撰分B遺跡では旧石器時代~縄文時代の石器が散布し、

縄文時代の網目文様の土器底部が出土した。中村谷遺跡は 1基の古墳だけで遺物も少量であっ

た。鴻ノ巣遺跡では 3基の古墳と弥生時代の土壌を検出した。長尾開拓遺跡では調査区全域に

サヌカイトの剥片や石核、石器が堆積、石器製作の工房跡という状態であった。

昭和59年度は 4月から長尾開拓遺跡の調査を続行し、 7月に野入遺跡の残り部分の確認調査

を終了。 3月末日、長尾開拓遺跡を最後に 6年間の長期におよぶ多久市内での全遺跡の調査が

完了した。

昭和60年、 61年度は遺物整理、図面整理、遺物実測など報告書作成のため室内の作業となっ

た。

2.調査組織

多久市内の九州横断自動車道における発掘調査の関係者は下記のとおりである。

総括佐賀県教育委員ム
教 育 長古藤浩(日昭百和5刊

教育次長小西Ef(伺H昭百和54年度) 大坪実 (B昭召和54年度)

川副道夫(昭和54年度) 野村綱明(昭和55年度)

宇田川勝之(昭和55"'57年度)村岡昭(昭和56年度)

大塚正道(昭和57・58年度) 高橋一之(昭和57"'60年度)

釈憲正(昭和59年度) 堤清行(昭和60年度)
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I 調査の概要

古賀信夫(昭和60・61年度) 野角計宏(昭和61年度)

文化課課長田中寿義雄(昭和54・55年度)藤山厳(昭和56・57年度)

中島信行(昭和58年度) 北村一義(昭和59""61年度)

文化課参事古賀礼三(昭和54年度) 藤山厳(昭和55年度)

高島忠平(昭和60年度)

文化課課長補佐川久保松広(昭和54""56年度)高島忠平(昭和56""59年度)

山田陸三(昭和57""59年度) 尾形善郎(昭和60・61年度)

宮原義幸(昭和60・61年度)

庶 務 文 化 課専門員広川昇(昭和55年度)

文化課庶務係長片測正美(昭和54年度) 広川昇(昭和55年度)

中野安正(昭和56""58年度) 菊池文夫(昭和59""61年度)

文化課主査北島和男(昭和55年度) 山下行夫(昭和59""61年度)

文化課庶務森由紀子(昭和54""56年度) 野口茂美(昭和54""56年度)

伊崎憲二(昭和54年度) 山口勝(昭和田""58年度)

山下行夫(昭和57・58年度) 東英明(昭和57""60年度)

井原裕子(昭和57""59年度) 鶴田明美(昭和60年度)

西岡真一(昭和61年度)

調査 文 化 課参事高島忠平(昭和60年度)
担当

調査第 I係長樋渡敏暗(昭和56・57年度) 中牟田賢治(昭和58""61年度)

文化財主査田平徳栄(昭和59年度) 天本洋一(昭和60・61年度)

嘱 託後中筋正徳(昭和55年度)

堤安信(昭和56・57年度) (現千代田町教育委員会)

南島敏浩(昭和59年度)

多久市教育委員会 西村隆司(昭和54""61年度)

調査補助員 山口弘、釘本堅太、松尾直子、朝原良寛、熊手達夫、藤木弁昇

整理文化財保護主事東中川忠美、松尾吉高、高瀬哲郎

担当 指導主事多々良友博(現佐賀県立佐賀北高等学校)

嘱 託堤圭子、原葉子

多久市教育委員会 西村隆司
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〔参考文献〕
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II 多久市の地理的・歴史的環境

1 .地理的環境

多久市は佐賀県のほぽ中央に位置し、四方を山に固まれた盆地で、東は小城町、富士町、北

は厳木町、相知町、西は伊万里市、武雄市、南は北方町、大町町、江北町、牛津町と接し、盆

地を形成する山々の尾根が境界となっている。

多久盆地は北面に天山(標高1046m)、西に船山(標高685m)、八幡岳(標高763m)、南に徳

連岳(標高444m)、鬼の鼻山(標高476m)、両子山(標高361m)、東に鏡山(標高140m)、峰

山(標高161m)が連なり、両子山と鏡山の聞の東南部が僅かに開け、佐賀平野の北西端へ広がっ

ている。

八幡岳、徳連岳を源流とする牛津川は盆地を西から東に横断し、天山を源流とする今出川な

どの支流を合わせ、東南の平坦部から牛津町に抜け、杵島郡の六角川と合流し、有明海に流下

する。

盆地中央部には山崎山(標高212m)、陣ノ辻山(標高193m)、すぐ東に坊山(標高102m)が

A
V
 

。 lOOkm 

Fig. 1 多久市の位置
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H 多久市の地理的・歴史的環境

位置し、平坦部は山崎山の北部と西部から牛津川流域に開け、東部の沖積平野に広がるだけで、

標高50m以下の平坦地および低丘陵地は市内の総面積の四分のーにすぎず、100m以上の丘陵地

や山地の割合が大半を占める。

多久市の地質は花闘岩からなる脊振・天山地区と第三紀層からなる松浦丘陵地区の接点にあ

たり、北部は花闘岩、中部は第三紀層、南部は安山岩、北西、南西部は玄武岩によって形成さ

れている。昭和30年代後半まで多久市の基幹産業であった石炭層は第三紀層の厳木層・芳谷層

に含まれ、植物や魚貝類の化石は佐里・行合野砂岩層で多く発見されている。南部の安山岩地

帯では良質のサヌカイト原石が転石の状態で深さ 1mの!曹をなし、旧石器時代~縄文・弥生時

Fig. 2 多久市の地形図および調査遺跡位置図

1.山の上古墳群

2.中村谷遺跡

3.出口A遺跡

4.西出口遺跡

5.鴻ノ巣遺跡

6.原因遺跡

7.今出川A遺跡

8.今出川B遺跡、

9.大工田古墳群

10.十井手遺跡

11.長尾開拓遺跡

12.撰分遺跡

13.山王遺跡

o 2km 
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E 多久市の地理的・歴史的環境

代の石器素材の供給地となっていた。

火山灰の堆積は中央部~南部の低丘陵地で乳白色・灰白色の軽石を含む粘土層が 1--....3mの

層をなしている。この粘土層は鳥栖ローム層、八女粘土層と称せられるものと同一で阿蘇外輪

山を形成した噴火で噴出した阿蘇4火砕流堆積物 (Aso-4)と呼ばれている。また近年、姶良

Tn火山灰層 (AT) と呼ばれる姶良カルデラから噴出した広域火山灰特有の火山ガラスも検出

されている。

気候は盆地特有の内陸的で、夏は熱く、冬は寒い。年間平均の気温は15.5度、最低気温氷点

下の冬型気象が年平均51日と冬日が多い。降雨量は夏に多く、冬は極端に少ない。その他の気

象では台風銀座九州、|と呼ばれる例にもれず大きな被害を受けてきた。霜は11月初旬--....3月中旬

までと長い。降雪は12月中旬--....3月上旬だが積雪の回数は年に 2--....5日と僅かである。

2.歴史的環境

九州は中国大陸や朝鮮半島に近い地の利から大陸文化流入の窓口として、遺跡分布の密度は

高く、佐賀県は全国でも有数の遺跡の宝庫である。多久市も県内では遺跡数の多い地区で、遺

跡の立地も自然的環境に大きな影響を受けている。旧石器時代~江戸時代まで、その歴史は途

絶えることなく続き、丘陵地や河川流域に多くの遺跡が集中している。ここで歴史的環境につ

いて時代別に整理をしてみたい。

旧石器時代

県内の旧石器時代の遺跡は県北西部の東松浦半島を中心に唐津・伊万里地方に集中する黒耀

石を素材とした石器群と中央部の多久・小城地区で集中的に出土するサヌカイト製の石器群に

大別できる。両地区とも石器の素材となる原石の産地に接する地質的特徴をもっ。

多久盆地の南壁にあたる鬼の鼻山や中央に位置する山崎山一帯は安山岩地帯で、良質のサヌ

カイト原産地として知られている。この地域ではサヌカイトの持つ金属音からかな石と呼ばれ

金石原の地名も残っている。

昭和35年に日本考古学協会の西北九州総合調査

特別委員会によって調査された三年山遺跡・茶園

原遺跡は鬼の鼻山の北麓にあり、両遺跡とも旧石

器時代の遺跡として九州、|で最初に学術調査が実施

された学史的な遺跡として著名である。鬼の鼻山

北麓一帯にはサヌカイト製の大形尖頭器が出土す

る遺跡は40ヵ所を越す。鬼の鼻山遺跡・柳谷遺跡・

下鶴遺跡なども多量の尖頭器が出土、これらの遺

跡を総称して多久石器遺跡群と呼び、これまでの Fig.3茶園原東ノ原遺跡のサヌカイト原石露頭
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調査や表面採集による尖頭器の数は10万点以上に

なっている。山崎山周辺にも大形の尖頭器が出土

する長尾開拓遺跡、長尾松隈遺跡、陣ノ辻遺跡な

どの大規模な遺跡が立地する。

これまで多久で出土するサヌカイト製の石器は

尖頭器に限られ、他の遺物との共伴関係も認めら

れず、多久盆地から持ち出されていないことなど

から編年上の位置づけもできなかった。ところが、

最近の調査や開発によって尖頭器に先行する遺物

E 多久市の地理的・歴史的環境

が出土しはじめた。三年山遺跡と茶園原遺跡の中 Fig. 4 茶園原西畑遺跡石器出土状態

聞に位置する東ノ原1630番地遺跡で尖頭器を含む文化層の下部に無遺物層をはさんで縦長剥片

を主体とする文化層を確認した。遺物はおびただしい縦長剥片と半円錘形石核で製品は含まれ

ていない。これらの遺物は小城郡三日月町岡本遺跡出土の縦長剥片や石核と酷似し、岡本遺跡

では縦長剥片を素材としたナイフ形石器、剥片尖頭器などが出土している。昭和58'""'-'59年に調

査を実施した長尾開拓遺跡でも多量の縦長剥片や石核が出土、尖頭器文化に先行する石器群の

存在が明らかになった。

尖頭器が出土する遺跡のなかに、

黒耀石製のナイフ形石器や台形様石

器、細石核、細石刃が共伴する遺跡

も序々に数を増し、綿打遺跡、経ノ

峰遺跡、八天山遺跡などが明らかと

なった。昭和56'""'-'58年に調査した山

王遺跡は、その代表的な遺跡である

が、層位的な関係を解決する結果を

得ることはできなかった。今後、同

種の遺跡や資料が追加されることに

よって、日本最大の規模を持つ多久

石器遺跡群の編年上の位置づけも明

らかとなろう。

縄文時代

Fig. 5 長尾開拓遺跡出土縦長石核・剥片

県内での縄文時代の遺跡は唐津海底遺跡や戦場ヶ谷遺跡、千束遺跡など学界で早くから知ら

れているものの、遺構の存在は明らかではなかった。しかし、近年の大規模な調査によって遺

跡の数も増加し、遺構の実態も明らかにされつつある。市内でも押型文が出土した綿打遺跡以
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外、文献で報告、発表された遺跡はない。最近の調査でも断片的に遺物は出土するが遺構は検

出されていない。そんな中で、地元の熱心な研究者による遺跡の分布調査や表面採集などの活

動で良好な遺跡が次々と発見されている。時代順に紹介すると、中期の阿高式土器が出土した

西ノ原遺跡、十井手遺跡、南福寺式土器や後期の磨消縄文が出土する大工田遺跡、晩期の黒川

式土器が採集された赤子谷遺跡、山の寺式土器や多量の磨製石斧、扇平打製石斧が出土し、縄

文農耕とのかかわりが注目される天山遺跡など有望な遺跡が多く、今後の調査が期待される。

12 

o 2 km 

Fig. 6 多久市の主要遺跡分布図

1.赤子谷遺跡

2.天山遺跡

3.鴻ノ巣遺跡

4.大工回古墳群

5.大工田遺跡

6.上田町遺跡

7.中小路増富遺跡

8.牟田辺遺跡

9.十井手遺跡

10.八天山遺跡

11.長尾松限遺跡、

12.長尾開拓遺跡

13.陣ノ辻遺跡

14.山崎古墳群

15.長尾玉ヶ沸l遺跡

16.下鶴遺跡

17.茶園原遺跡

18.柳谷遺跡

19.鬼の鼻山遺跡

20.東ノ原1630番地遺跡

21.三年山遺跡

22.撰分遺跡

23.西ノ原遺跡

24.山王遺跡

25.経ノ峰遺跡

26.綿打遺跡
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弥生時代

県内では弥生時代の大規模な遺跡が次々と調査され、今や聾棺墓の出土数は弥生銀座と呼ば

れる福岡県を上回ったといわれている。県東部の弥生文化は佐賀平野に広がり、唐津を中心と

する松浦地方の文化は松浦川流域に広がる。この二つの文化から多久は最も距離的に遠く、盆

地、狭い平地面積という悪条件が重なり、大規模な集落の形成はなされなかった。このような

条件の中で牟田辺遺跡は住居跡的棟、聾棺墓230基、墓域と住居域を区切る V字状の大溝などが

出土。弥生時代中期の一つの遺跡での住居や墓地など集落の単位を示す標準的な遺跡として知

られている。最近の調査で住居跡と聾棺墓が出土した撰分遺跡、増富遺跡、茶園原遺跡、住居

跡が出土した鴻ノ巣遺跡、後期の聾棺墓が出土した原田遺跡などがあり、遺構は不明であるが、

約20年前に開発によって多量の聾棺墓が出土した長尾玉ヶ測遺跡や上田町遺跡がある。これら

の遺跡での遺物は土器類と石器類がほどんどで、牟田辺遺跡の230基の聾棺墓のうち副葬品を持っ

た聾棺墓は 1基だけであり、その内容も勾玉 1、管玉76だけで、青銅器の副葬品はなく、この

ことが多久の弥生文化を物語っている。

古墳時代

弥生時代同様に県東部地区から佐賀平野にかけて古墳時代前期の集落が形成され、巨大古墳

が出現し、時を同じく唐津地方においても古墳文化への移行がスムーズになされたようである

が、多久でも近年、布留式土器を伴う住居跡が相次いで出土した。撰分遺跡、増富遺跡、大工

田遺跡、今出川A遺跡の発掘は、それまで空白であった古墳時代前期を一気に埋める資料を提

供し、さらに遺跡の範囲は広がりそうである。

古墳の分布は東部から南部に聞けた平野部の先端に突き出た丘陵部に集中する。築造された

古墳の総数は500基とも 1000基ともいわれ、 1847年(弘化四年)に書かれた丹郎巴誌の中にも古

墳の記載が見られる。しかし、東部丘陵地への炭坑住宅の建設、果樹園の開墾、採石、土取り

を原因とする開発によって破壊され、現存する古墳は100基にも満たず、その大部分は破壊古墳

である。現存する古墳の中で最も規模が大きいものは前方後円墳といわれている富岡古墳で墳

丘の主軸は20m、最大幅 8m、墳丘高 5mを測る双円型である。中小路古墳や古賀山 1号古墳

は直径20m前後の墳丘を持つ円墳であるが、大畑古墳群、平林古墳群、松瀬古墳群、皆木古墳

群、渋木古墳群、山の上古墳群、向野古墳群、大工田古墳群、牟田辺古墳群、山崎古墳群など

古墳時代後期~終末期に築造された 5~20基の小円墳群が多く、そのほとんどが横穴式石室を

有するものである。穴大師古墳、古賀山 1号古墳、山の上14号古墳は線刻の平行線文、格子文

などが刻まれ、隣接する杵島郡や小城郡の線刻文様を持つ古墳との比較は興味深い。

歴史時代

山の上古墳群出土の須恵器の中に 7 世紀末~8 世紀初頭のものがあり、歴史時代にも古墳の

築造が地域によって見られるようだが、多久に関する記録は r~巴前風土記」によれば、小城郡

13 



H 多久市の地理的・歴史的環境

は7郷20里とされている。郷名は不明であるが「和名抄」に 4郷が記され、その中の高来郷が

あり、現在の多久に比定されていることから、肥前風土記の 7郷の一つで、当時は小城郡に属

していたとの説が有力である。同書の中に「駅壱所」と記されたのは「延喜式」兵部省に記さ

れている高来駅と解釈され、条理地割が分布する東多久町別府付近との説と古墳群や経筒が出

土した多久町山崎付近との説があるが、その比定はむづかしい。

条里制の地割は多久市税務課保管

の字国によれば、別府地区にーの坪、

二ノ坪、ハタチ、三十六などの字名

が残り、別府地区に方六町の大区画

が6区画存在していたようである。

昭和61年度の圃場整備事業によって

消滅した羽佐間四反田地区は条里制

の区割がほぽ完全な形で残っていた

唯一の地区である。

奈良時代から平安時代にかけての

遺跡や遺物は近年の調査でその実態 Fig. 7 東多久町別府の条里制地割

が明らかになりつつある。今出川B遺跡では須恵器・土師器のほかに製塩土器といわれる円筒

形土器・ふいごの羽口などが出土し注目され、撰分遺跡・中小路増富遺跡では平安時代の土師

器類が出土している。県重要文化財の山崎山出土の銅製経筒には天治元年 (1124)の銘があり、

天山遺跡出土の陶製経筒や多数の須恵質蔵骨器とともにこの時代を代表する遺物である。

文献から見ると「太宰府政所牒写」の康和3年 (1101)の項に高来別府が宇佐八幡宮領であ

り、翌康和4年、大江匡房が寄進した高来別府は回数130町と記載されている。「河上宮造営用

途支配惣回数注文」によれば、正応5年(1292)、公団分として高来東郷254町、高来西郷83町

の東西 2つに区分されていたことが伺える。高来東郷は別府を中心とした現在の東多久町、高

来西郷は現在の多久町と推定されている。

鎌倉時代になると源頼朝の御家人、多久太郎宗直が建久 4年 (1193)摂津から下向し、南多

久町下多久に居館(陣内城)を構え、武士による支配が始まったと伝えられている。陣内城跡

といわれる延寿寺では道路工事中に青磁碗が二個出土、出土状態から土壌墓のようである。延

寿寺の東北約200mの増富遺跡では平安時代末から鎌倉時代初期にかけての遺構群を調査、白磁

や青磁のほかに多量の土師器小皿やふいごの羽口などが出土し、注目されている。その後、多

久氏は本拠地を多久町梶峰城に移し、政治の舞台は明治時代になるまで多久町を中心に進めら

れていくが、多久氏の本拠地の移転とつじつまが合うかのように茶園原遺跡や撰分遺跡で青磁

碗を副葬品とする土墳墓が出土している。
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111 山の上古墳群

遺跡名 :山の上古墳群(略号YMU)

遺跡所在地:多久市東多久町大字別府字池ノ平、字大平、字堤口
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Fig. 8 山の上古墳群周辺遺跡分布図(1/50，000)
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E 山の上古墳群

皿 山の上古墳群

1 .遺跡の概要

山の上古墳群は多久盆地の東北の壁になる天山山系の笠頭山(標高337m)の南に張り出す通

称「上り山」の南麓に位置し、正確には多久市東多久町大字別府字池ノ平、字大平、字堤口に

所在する。遺跡周辺には縄文時代から古墳時代までの遺跡が分布し、これまで数次におよぶ発

掘調査が実施されている。渋木 I号古墳(昭和33年)、古墳山 1号古墳、赤子谷古墳(昭和40年)、

向野古墳群(昭和42年)、山の上古墳群(昭和田年)、小城炭坑跡古墳(昭和56年)、中村谷遺跡

(昭和58年)などがその主なもので、隣接する小城町の米ノ隈古墳、一本松古墳群、寄居遺跡、

寺浦 1号古墳なども近年発掘調査が実施された。これらの古墳は山の上古墳群と同系の笠頭山

山麓に所在する。池ノ平遺跡、別府開拓遺跡、石亀谷遺跡、宝蔵寺遺跡など縄文時代晩期の遺

物が散布する遺跡が標高50m前後の台地上に連なる。南部の狭い平野部と牛津川を挟んで対峠

する両子山山麓には縄文時代晩期の農耕論の火種となった天山遺跡、手担土製品が出土した天

山祭杷遺跡、線刻装飾が施された穴大師古墳、松瀬古墳群などがあり、山裾には柳瀬古墳群、

皆木古墳群、北ノ森古墳、平林古墳、大畑古墳群が立地し、市内でもっとも古墳の分布密度が

高い地域である。

山の上古墳群が立地す石丘陵の南側一帯は小城炭坑の社宅や貯炭場、工場建物などの宅地と

して利用され、北側の山手は笠頭山まで一部を残し、大部分は橘相園に開墾されている。住宅

地に利用された山の上区、池ノ平区では宅地造成のため、相当数の古墳が破壊されたといわれ

ている。またボタ山になる以前に約10基の古墳があり、現在ボタ山の下になっているとのこと

で、炭坑操業前は大規模な古墳群だったようだ。

山の上古墳群は笠頭山から南に派生する通称「上り山」の南に面する標高60~100mの急傾斜

面に部分的に形成された緩斜面の狭い台地上に築造された16基から成る古墳群で、これまで地元

の一部の人が数基の古墳について知る程度で、市および県教育委員会も古墳の存在を知らず、

遺跡台帳や遺跡分布地図には未登録であった。古墳群周辺は明治時代中頃まで採石場になって

いたため、古墳の石室や天井石などの石材も採石の対象となったようで、原形をとどめる古墳

は皆無であった。付近一帯には石室の石材として使用可能な巨石が集められ、何カ所もの石塚

が築かれ、古墳と間違うものもあり、 16基以外に相当数の古墳が存在していたと予想される。

16基の古墳のうち14基が九州横断自動車道および東多久バイパス建設用地内にあり、調査の対

象となったが、残る 2基は東多久バイパス南側の雑木林の中にあり、今回の開発からは免れた。

古墳の名称は東側に築造された古墳から順に西側へ、九州横断自動車道建設用地内の古墳を
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優先させ ST001古墳"-'S T007古墳とし、東多久バイパス建設用地内の 7基を ST008古墳"-'S

T014古墳とした。雑木林内に残る 2基にも東から ST015古墳、 ST016古墳の名を用いた。

山の上古墳群の性質を知るために16基の古墳群のうち、未調査の 2基を除いた九州横断自動

車道関係の 7基については本書で報告するが、既に報告書を刊行した東多久バイパス関係の 7

基の古墳について簡単にその概要を紹介する。

S T008古墳は東多久バイパスに係る古墳の中で、もっとも東に位置し、 ST001古墳の南西

に約80m、標高73mの僅かな緩斜面に築造された破壊古墳で、盛土の大部分は失われ、石室の

腰石、天井石も一部取り除かれていたが、東西に残存する墳丘から直径4.6mの円墳であったよ

うだ。内部主体は南に開口する横穴式石室を有し、石室の法量は長さ 105m、幅106m、羨道部

の長さ101m、幅0.9mを測る。地山整形はほとんど行われておらず、自然地形を利用している

ため、敷石は羨道部にやや勾配を持つ。遺物は出土しなかった。

S T009古墳は ST008古墳の西13mにあり、同じ条件の地形上に築造された破壊古墳である。

残存する墳丘は直径4.8mを測る円墳で、内部主体は南に開口する横穴式石室を有し、石室の法

量は長さ106m、幅105m、羨道部は長さ106m、幅0.7mを測る。地山整形も奥壁腰石部と袖石

部分以外は行われておらず、敷石は羨道部に勾配を持つ。遺物は土師器杯・須恵器杯・杯蓋・

盤が出土している。

S T010古墳は ST009古墳の西方55m、標高83mの傾斜面に築造された小古墳で、残存する

墳丘から直径4.2mの円墳である。内部主体はほぼ南に開口する横穴式石室を有し、石室の法量

は長さ 1.2m、幅1.2"-'1. 5m、羨道部は長さ0.8m、幅0.7mと推定される。地山整形はほとんど

行われていない。石室前面で須恵器杯が出土した。

S TOll古墳は STOlO古墳の西13m、標高82mの傾斜面に築造された小古墳で、残存する墳

丘の直径は5.1mを測る円墳である。内部主体は南に開口する横穴式石室を有し、石室の法量は

長さ 104m、幅1.0m、羨道部の長さ101m、幅0.5mを測る。腰石は幅O.4"-'1oOm、高さ0.4"-'0.7

mと小さい。地山整形もほとんど行われていない。石室前面で須恵器杯蓋が出土した。

S T012古墳は STOll古墳の西10m、標高82mの傾斜面に築造された小円墳で、残存する墳

丘は3.5mと小さい。内部主体は南に開口する横穴式石室を有し、石室の法量は小規模で、長さ、

幅とも 100m、羨道部は造られていない。袖石間の幅はO.4mと狭く、石室の高さも最高0.7"-'0.8

mと低く、腰石は0.5m内外の高さで、横穴式石室の持つ本来の用途は失われている。遺物は須

恵器杯・杯蓋の破片が石室前面で出土している。

S T013古墳は ST010古墳の南に20m、標高78mの緩傾斜面に位置する円墳で、残存する墳

丘の直径は8.1mを測る。 ST013古墳を除く 15基の古墳はほぼ南に閉口しているが、この ST

013古墳は西に開口している。石室の石材も他の15基は遺跡ー帝で産出する玄武岩を用いている

が、奥壁左腰石と右側壁奥の腰石には花闘岩を用いている。遺跡周辺には花闘岩は産出しない。
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Fig. 9 山の上古墳群地形図及び遺構配置図
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石室の法量は長さ2.2m、幅は袖石の内側で109m、奥壁部で2.2mと奥が広い。羨道部は長さ0.9

m、幅0.8mを測る。地山整形は石室主軸部で102mの深さの平坦部を造っている。石室の左奥

壁付近でガラス製小玉が約350個出土している。

ST014古墳は山の上古墳群の最西端、 ST012古墳から西130mの距離にあり、上り山の南西に

延びた緩傾斜面に張り出す標高79mの小台地に立地する。残存する墳丘は直径8.0mを残す円墳

で、内部主体は南に開口する横穴式石室を有し、石室は長さ、幅とも2.3mの正方形で、羨道部

は長さ105m、幅0.7---0.8mを測る。石室奥壁腰石 3個のうち、中央と左側の石の全面に格子文

が刻まれ、袖石など 4カ所にも斜平行線文、縦平行線文などの線刻文様が施されている。遺物

は鉄鉱や弓付属金具、万子などの鉄器類とガラス製小玉、中玉、水晶製切子玉、そろばん玉、

碧玉製管玉、ヒスイ製の勾玉などの玉類が400個以上も出土している。奥壁に人骨 1体分が残っ

ていたが骨の組織は失われていた。石室の羨道部に近い敷石に赤色の顔料が残り、玉類の出土

状態などからみて 3---4体の埋葬または追葬が行われたようだ。

以上、東多久バイパスに係る 7基の古墳の概要を紹介したが、年代を決定する土器類の出土

が少なく、 7基の築造順を決めることは容易ではないが、 ST014古墳は古賀山 1号古墳と同類

の線刻の文様構成を持ち、古賀山 1号古墳出土の須恵器高杯・平瓶は 6世紀末---7世紀初頭に

編年されることから、同時期の築造であろう。 ST013古墳は ST014古墳と同規模の石室を有

し、山の上古墳群の中で類似する STOOl古墳出土の須恵器から ST0l4古墳に次ぐ 7世紀初頭

の築造と考えられる。 ST008古墳、 ST009古墳は同一規模の古墳で、同一地形に立地し、 S

T009古墳の須恵器から 2基とも 7世紀末に編年される。 7世紀末---8世紀初頭の須恵器杯蓋が

出土した ST011古墳・ ST012古墳は ST010古墳とともに小石室を有する終末期の古墳であろ

つ。

2.遺構

S TOOl古墳 (Fig.10・11，PL. 2-1・2，3-1・2)

S T001古墳は上り山の南東傾斜面から緩やかに延びた標高71---73mの台地上に築造され、古

墳群の中ではもっとも東に位置する。古墳の規模は残存する墳丘の直径15mを測り 16基中、最

大である。墳丘は削平され、橘柑園に開墾されていた。石室の一部は露出し、周辺の畑地から

集められた小石や廃材の捨て場となっていた。羨道の両側の葺石がほぼ垂直な石垣状に積まれ、

玄室右側の側壁が約 1mほど陥没していた。遺物は墓道、閉塞部、羨道、玄室から須恵器や土

師器、鉄鉱が出土した。出土遺物から 7世紀初頭の築造と思われる。

墳丘墳丘は平坦に削平され、正確な法量は確認できないが、残存する墳丘の直径は15.0m

を測る円墳である。墳丘の最大高は2.35mあり、部分的に版築による盛土が認められた。葺石
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は墳丘全体に施され、羨道部両側の葺石は石垣状に垂直に積まれていた。墳丘の裾部は削平に

よって段がつき周溝の有無は不明である。玄室右側の側壁の陥没については、常識的ではない

が、傾斜面での古墳築造という立地から、傾斜面の高い部分を平坦に削平し、その残土を低い

部分に埋めて平坦な面を造り出す地山整形で、その上部に古墳を築造したため、長期間のうち

に右側の埋立て部分上部の側壁が陥没したのであろうか。

24 
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E 山の上古墳群

L =74050m 

Figo 11 山の上古墳群STOOl古墳墳丘土層図

内部主体単室両袖型の横穴式石室で、主軸方向をN210 Eにとり、ほぽ南に開口する。石室

は右側壁が陥没しているため左側壁や天井石を陥没方向に引き込んだ状態で傾き原形をとどめ

ていない。玄室の平面形は左側壁の腰石の一部が陥没移動し存在せず、奥壁の腰石もずれてい

るため正確な計測はできないが、中央長300m、幅203mの長方形である。羨道は長さ200m、幅

は袖石部で1.4m、閉塞部で200mと外に向かつて広がり、前室の退化とも思われる。閉塞部に

はOo2"-'Oo4m前後の磯と小礁が混入し閉塞石に用いられていた。敷石は玄室奥では失われてい

たが、玄室中央部から羨道部にかけてOo1"-'Oo3mのやや扇平な離を敷き詰めていたので、石室

全面に敷石が施されていたと思われる。石材のほとんどが遺跡周辺に産出する玄武岩を用いて

いる。

S T002古墳 (Figo12， PL. 4 -1) 

S T002古墳は ST001古墳の西方約40m、標高76m前後の狭い緩傾斜面に位置する。 ST003"-' 

S T006古墳とは 5"-'15mの距離にあり 5基が集中する。果樹園開墾後の石捨場となった石塚の

下に腰石だけを残す破壊古墳である。玄室から須恵器の高台付杯、杯蓋、土師器の杯、杯蓋が

出土。遺物から 7世紀中噴の築造と思われる。

墳丘墳丘は削平され、盛土が全く残っておらず、周溝も検出できなかったため、墳形、規

模とも不明である。

内部主体両袖型の横穴式石室であるが、袖石から外側の石室が前室か羨道なのかは判断で

きなかった。主軸方向をN22
0

Eにとり、ほぽ南に開口する。玄室の平面形は中央長1.5m、幅

1.9mの横長の長方形である。前室または羨道の残存する長さは300m、幅は袖石部で1.4m、石

室入口部で200mと外に広がりを持つ。奥壁は 2石の腰石が残り、左側の腰石の幅1.4m、高さ

Oo85mを除いて、用いられた石材は全て小さい。敷石はOo2"-'Oo4mの角離を石室全面に敷き詰

めている。石材のほとんどが玄武岩を用いている。
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Fig. 12 山の上古墳群ST002古墳石室実演l図

S T003古墳 (Fig.13， PL. 4-2) 

S T003古墳は ST002古墳の北西12m、標高78m前後の狭い緩傾斜面に立地する。天井石は

玄室内に落ち込み、羨道部から袖石までは閉塞石で閉鎖されていたが、石室前面は切り取られ

段がついていた。玄室から須恵器杯、杯童、土師器皿が出土した。遺物から 7世紀前半の築造

と思われる。

墳丘墳丘は石室前面が切り取られているため正確ではないが、残存する墳丘の直径は5.0m

を測る円墳である。墳丘の前半分にO.2.......0.6mの葺石が施されていた。周溝はなかった。
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内部主体単室両袖型の横穴式石室を有し、主軸方向をN23
0

Eにとり、ほぽ南に開口する。

石室堀り方は中央長で3.0m、幅3.0mの隅丸方形に掘られ、奥壁側で深さ1.3mあり、羨道部の

旧地形地山の傾斜面と同ーの高さになる。玄室の平面形は中央長1.7m、幅1.6mと正方形に近

い。羨道部は右側が袖石と直線に並ぶが左側は失われている。羨道の前面は削平され、残存

長1.3m、幅100mを測る。玄室と羨道部を区切る相石は長さO.7m、幅O..6m、厚さO.4mあり、

古墳の規模の割に大きい。閉塞部は羨道から袖石までO.2""'O.4mの擦を積み込み閉鎖していた。

敷石は石室全面にO.1""'O.3mの角礁を敷き詰めていたようである。古墳の石材はほとんどが玄

武岩である。
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Fig. 13 山の上古墳群ST003古墳石室実測図

S T004古墳 (Fig.14， PL. 5-1) 

S T004古墳は ST003古墳の北方約12m、標高80mの傾斜面に位置し、 ST005古墳とは西に

27 



岡 山の上古墳群

4mの距離にある。墳丘や天井石などの上部構造は削平され失われているが、石室の平面形状

は古墳群の中では良好である。遺物は出土しなかったがST003古墳と同時期であろう。

墳丘墳丘は削平され、残存する墳丘の直径は5.1mを測る円墳である。葺石は羨道部の左側

の墳丘の一部にO.2""0.4mの離で施されている。周溝は存在しない。

内部主体単室両袖型の横穴式石室を有し、主軸方向をN27
0

Wにとり、ほぽ南に開口する。

石室堀り方は中央長で2.5m、幅3.0mの隅丸方形で、奥壁側の深さは0.4""O.5mあり、袖石付

近で旧地形の地山の傾斜面と同ーの高さになる。玄室の平面形は中央長で1.9m、幅1.4mの長

方形である。羨道部はO.3m角の離で積まれ、長さl.Om、幅O.6mと狭い。閉塞部はO.2""O.5m

の礁で閉鎖されていた。敷石はO.1""O.4mの厚みのある角礁で敷かれていた。石室の石材は玄

武岩を用いている。

L =80.00m 

。 2m 

Fig. 14 山の上古墳群ST004古墳石室実測図
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S T005古墳 (Fig.15， PL. 5-2) 

S T005古墳は ST004古墳の東 4m、標高80mの傾斜面に並び、石室は凹地にあり、石室の

大部分は破壊され、奥壁と側壁の腰石と左側の袖石と羨道部の一部を残すだけであった。玄室

の敷石上から須恵器杯蓋が出土し、遺物から 7世紀中頃の築造と思われる。

墳丘傾斜面の凹地の中に腰石だけを残す古墳であるため墳形や墳丘の規模は不明である。

葺石・周溝とも不明である。
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Fig. 15 山の上古墳群ST005古墳石室実測図
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内部主体残存する石の配置から単室両袖型の横穴式石室と思われる。主軸方向をN31
0

Eに

とり、ほぽ南に閉口する。石室堀り方は中央長で約1.0m、幅2.4mあり、奥壁腰石部の深さは

O.6mあり、袖石の玄室側で旧地形の傾斜面と同ーの高さになる。玄室の主軸長は約1.0m、幅

1.lmと小規模である。奥壁の腰石の 2石は床面からO.65mとO.6m、右側壁はO.55m、左側壁

はO.3mと低く、東多久バイパス調査区の ST012古墳と同じく横穴式石室の持つ本来の用途は

失われている。相石は 2石が用いられている。羨道は左側だけに残り1.0mを測る。敷石は玄室

内に一部残っていることから全面に敷かれていたようである。閉塞部は不明である。石室の石

材は玄武岩が用いられている。

S T006古墳 (Fig.16， PL. 6-1) 

ST006古墳は ST005古墳の北方 5m、標高83m前後の急傾斜面に築造された玄室の奥壁と

左側壁の腰石を残すだけの破壊古墳 ー L =82.80m 

である。

墳丘石室の一部を残すだけに破
E 

壊されているため墳形、墳丘の規模 g

は全く不明で、葺石、周溝も不明で T
は

ある。

内部主体残存する石の配置から

単室両袖型の横穴式石室であろう。

主軸方向はN22
0

Eにとり、ほぽ南に

開口する。石室堀り方は急傾斜面と

いう立地であるため奥壁部は幅1.6m、

深さO.7mを掘っているが中央長は破

壊が著しく不明である。玄室の床面

口 Q 。 1m 
E 

Fig. 16 山の上古墳群ST006古墳石室実測図

は奥壁腰石から傾斜を持つ。玄室の中央長、幅とも正確でないが、1.3mと1.0mの縦長の長方

形であろう。 ST005古墳と同じく横穴式石室の用途を失っている。玄室内には敷石と思われる

離が数個残っていることから敷石は全面に敷かれていたようである。石室の石材に玄武岩を用

いている。

S T007古墳 (Fig.17， PL. 6-2) 

S T007古墳は ST002古墳など 5基の古墳群から西に約160m、ST001古墳からは西に200m

の距離にあり、上り山南西急傾斜面から延び、た標高102m前後の緩やかな勾配を持つ小台地の突

端に立地する。山の上古墳群の最西端で、標高ももっとも高く、他の古墳との立地は全く異な

30 



皿 山の上古墳群

る。石室前面で須恵器杯・杯蓋が出土。須恵器は県内でも古式に属し、 5世紀後半から 6世紀

初頭の築造と思われる。

墳丘墳丘および石室の上部構造は削平され、残存する墳丘の直径8.2mの円墳である。葺石、

周溝は存在しなかった。

内部主体単室両袖型の横穴式石室を有し、主軸方向をN38
0

Eにとり、やや南に開口する。

石室堀り方は中央長4.2m、幅は玄室部で3.3m、羨道部で2.5mあり、腰石に沿って平行に掘っ

ている。奥壁部での深さは約100mを残している。玄室は中央長2.2m、幅は2.0~2.2m を測り、

ほぽ正方形である。玄室の側壁、奥壁の腰石や袖石は古墳群中、最大の石材を用いている。羨

道部は袖石と直線的に並び、長さ 105m、幅O.9mの長方形で、玄室の幅の割に狭い。閉塞部は

O.3~0 .4mの円礁を多く用いて閉鎖していた。敷石はO.1~O.4mの角離を平坦に敷き詰めてい

た。石室の石材は玄武岩を用いていた。
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Fig. 17 山の上古墳群ST007古墳石室実測図
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3.遺物

山の上古墳群の14基の古墳から出土した遺物は大きく三つに分類できる。須恵器・土師器な

どの土器類、鉄鉱・万子などの鉄器類、勾玉・ガラス玉などの装身具類の三種類で、土器はS

T004古墳、 ST006古墳、 ST014古墳を除く 11基で出土している。鉄器は ST001古墳、 ST

002古墳、 ST007古墳、 ST014古墳の 4基で出土。装身具は ST013古墳、 ST014古墳の 2基

で出土している。東多久ノてイパスに係る 7基の古墳の遺物については、既に報告書を刊行し報

告しているので省略するが、九州横断自動車道関係の 7基について出土状態などの概略は次の

とおりである。

遺物が全く出土しなかった古墳は ST004古墳と ST006古墳の 2基である。 ST001古墳、 S

T002古墳、 ST007古墳の玄室内で出土した鉄器は鉄鉱の破片で、 2'"'-'3点の小破片であるた

め図化を控えた。土器がもっとも多く出土した古墳はSTOOl古墳で、玄室、羨道の床面上と閉

塞部の石の聞から100個体分以上の須恵器が出土、閉塞部付近の石の聞からの出土量が多い。器

種も多い。 ST002古墳では玄室の中央部~奥壁付近と右側壁中央部の敷石上で須恵器と土師器

が出土。 ST003古墳では玄室の右袖石付近~右側壁付近の敷石上で須恵器、土師器が出土。 S

T005古墳では玄室内敷石上で須恵器杯蓋 1点が出土した。 ST007古墳では右石室前面の埋土

中から須恵器が出土した。出土遺物については古墳別に図版を組んだ。

S T001古墳

須恵器 (Fig.18'"'-'21， PL. 7 ~ 11， 12 -68~71) 

杯董杯蓋は約50個体分あり、復元できたのは35個体である。大部分は天井部に擬宝珠状・

乳頭状つまみを持ち、口縁部内側に短かいかえりを持つ。 1'"'-'3・9・28は天井部に擬宝珠状

のつまみを持ち、平坦な天井部から体部が内湾気味に聞き、口縁部内側にわずかなかえりを持

つ。 4'"'-'8・10は天井部に乳頭状つまみを有し、体部は丸味を持ち、口縁部はやや外反し、口

縁部内側に短かいかえりがある。 11は天井部に乳頭状つまみを有し、体部はやや丸味を持ち、

内湾気味に聞き、口縁部内側にかえりを持つ。 12・13・19・25は天井部に擬宝珠状つまみを有

し、天井部から体部は緩やかな丸味を持ち、口縁部はやや聞き、内側に短かいかえりを持つ。

14.20・21は天井部に擬宝珠状のつまみを有し、体部は丸味を持ち、内湾気味に聞き、口縁部

内側にわずかなかえりを持つ。 15'"'-'18・22は擬宝珠状つまみを有し、体部は丸味を持ち、口縁

部は直線的に聞き、内側に短かいかえりを持つ。 23・30は天井部が欠けつまみの有無は不明で、

体部は丸味を持ち、内湾気味に聞き、口縁部内側に短かいかえりを持つ。 24は中央が窪んだボ

タン状つまみを有し、天井部から体部にかけて平坦で、体部から内湾気味に聞き、内側にかえ

りを持つ。 27は天井部に擬宝珠状つまみを有し、天井部から体部にかけて平坦だが、体部から

直線的に聞き、口縁部内側に短いかりを持つ。器高が高い。 26・29は天井部は平坦で、つまみ
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を持たない。体部からやや外反気味に聞き、短いかえりを持つ。 31'"'-'33・35は天井部がやや丸

味を持ち、体部は外反する。 34・36・37は天井部が平坦で、体部との境は屈曲が強く、口縁部

は直線的に聞く。 38・39は天井部がやや丸味を持ち、体部は内湾気味に開く。

杯杯は約50個体分出土したが復元できたのは30個体分である。口縁部に受部を有するもの
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2 3 
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4 5 6 

ど杢さふ 三全ミ 戸 f三F三ぬ
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10 11 12 
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16 17 18 
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25 26 27 
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28 29 0 30 20cm 

Fig. 18 山の上古墳群STOOl古墳出土須恵器実測図
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Fig. 19 山の上古墳群STOOl古墳出土須恵器実測図
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E 山の上古墳群

は 3 個だけである。 40~42は受部を有し、わずかに丸味を帯びた底部から体部が内湾しながら

聞き、内傾するたちあがりを持つ。 43 ・ 44 ・ 46~48 ・ 51は底部がやや丸味を持ち、体部は内湾

し、やや聞きながらたちあがる。口径は約 9CIso 45・49は底部が丸味を持ち、体部は内湾し、

やや聞きながらたちあがる。口径はllcm前後。 54~56は底部がやや平坦で、体部は内湾し、や

や聞きながらたちあがる。口径約 9cmo 50・52~ 53は底部が平坦で、体部は内湾し、やや聞き

ながらたちあがる。口径は約10CIso 57・59・60は底部がやや丸味を持ち、体部は内湾し、口縁

部はやや外反し、聞きながらたちあがる。器高に対し口径が広い。 58 ・ 61~65は底部が平坦で

体部は直線的に聞きながらたちあがる。器高に対し口径が広い。 66は底部が平坦で、体部は内

湾気味に聞きながらたちあがる。 67は底部と体部の境が屈曲し、体部は直線的に聞きたちあが

る。底部に高台を有する。

高杯 68は杯部に対し脚部は小さく、低い。杯部は直線的に聞きながらたちあがる。

壷董 69は70の短頚査の蓋。天井部はやや丸味を帯び、内湾気味にやや開く。

短頚壷 口縁部が短かく内傾。 69の葦をかぶせて焼成した形が残る。肩部に自然軸がかかっ

ている。

L斗J CLノ

¥:.17 ¥¥LJ 

¥iliイ 三まイ

Fig.20 山の上古墳群STOOl古墳出土須恵器実測図
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皿 山の上古墳群

平瓶 71は底部がほぽ平坦で、体部は肩が張り、

上面はやや丸味を持つ。口頭部は直線的に外に聞

く。口頭部に 1条の回線を巡らす。

聾 72は口頚部が短かく外反し、肩部はやや張

り、胸部の上部で大きく膨らむ。底部は平底とな

り中央部が窪む。肩部から底部まで平行文のタタ

キ調整を施し、その上からハケ目調整を施してい

る。内面肩部から底部まで同心円文タタキ調整を

施している。

土師器 (Fig.22， PL. 12 -79) 

杯 73は底部が平坦で、体部はやや内湾気味に
。 20cm 

聞きながらたちあがる。 Fig.21 山の上古墳群STOOl古墳出土須恵器実測図

盤 盤は約10個体分出土しているが復元できたものは 5個だけである。 74・76は底部がやや

丸味を持ち、口縁部はやや外反する。外面に赤色顔料が施されている。 75は底部がやや丸味を

持ち、体部は内湾しながら開く。 77は底部がやや平坦で、緩やかに内湾しながら開 く。 内外面

に赤色顔料が施されている。 78は底部がやや平坦で、体部は内湾気味に聞きたちあがる。

高杯 79は杯部が丸味を持ち、体部は内湾する。脚部は短く、脚裾部は緩く屈曲する。

瓦器 80の椀は高台が低く、全体的に丸味を持ち、体部から内湾気味に広がる。
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Fig. 22 山の上古墳群STOOl古墳出土土師器実測図
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田 山の上古墳群

S T002古墳

須恵器 (Fig.23-81~86， PL. 13-81・82・84・85)

杯董 81は天井部に乳頭状つまみを持ち、平坦な天井部から体部はやや外反する。口縁部内

側にかえりを持つ。天井部から体部にかけてカキ目がみられる。 82は天井部に乳頭状つまみを

持ち、平坦な天井部から体部は内湾気味に開く。口縁部内側にかえりを持つ。天井部から体部

にかけてカキ目がみられる。全体的に肥厚である。

杯 83~86は底部が丸味を帯び、体部は内湾気味に聞き、口縁部へたちあがる。底部に裾広

がりの高台を持つ。 4点とも高台内側で接地する。

土師器 (Fig.23-87~89， PL. 13-87~89) 

杯蓋 87・88は天井部に擬宝珠状のつまみを持ち、天井部から体部までは平坦で、体部から

口縁部へ外反し、口縁端部は外傾する。赤色顔料が施されていた。

盤 89は底部が平坦で、体部から内湾し、口縁部にたちあがる。

f普ミ:I

\~ィ
AZき午、q

87 

ぷ当主込、
88 

0 2Ocm  亡
Fig.23 山の上古墳群ST002古墳出土須恵器・土師器実測図

S T003古墳

須恵器 (Fig.24'---90~96， PL. 14-90 ・ 92~96)

」二~

杯董 90・91は天井部に擬宝珠状つまみを有し、天井部、体部とも丸味を持つ。口縁部内側

にわずかなかえりを持つ。 92は天井部に平坦な擬宝珠状つまみを有し、天井部は平坦で、体部

は内湾気味に聞く。口縁部内側に短いかえりを持つ。

杯 93は底部が丸味を持ち。体部は屈曲し、直線的に聞きながらたちあがる。 94・95は底部

が平坦で、体部は屈曲し、直線的にたちあがる。 96は底部が丸く、体部は内湾気味に開く。

土師器 (Fig.24-97・98，PL. 14-97・98)

盤 97は底部がやや平坦で、体部は屈曲し、直線的に聞きたちあがる。 98は底部が丸味を帯

び、体部は内湾気味に開く。外面に赤色顔料が施されている。

37 



E 山の上古墳群
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Fig.24 山の上古墳群ST003古墳出土須恵器・土師器実測図

S T005古墳

須恵器 (Fig.25， PL. 15 -99) 

杯董 99は天井部に擬宝珠状つまみを有し、天井部、体

部とも丸味を持ち、内湾気味に聞き、口縁部内側にわずか

なかえりを持つ。

S T007古墳

須恵器 (Fig.26， PL. 15-100'102) 

杯蓋 100・101は天井部と体部の境に明瞭な段がつき、口縁端部内面にも段がつく。口縁部

はほぼ垂直である。

三金三、 99

01Ocm  

Fig.25 山の上古墳群ST005古墳

出土須恵器実測図

杯 102~ 1O4はたちあがりは長く内傾し、受部は水平になる。底部は丸味を持ち、内湾しな

がら聞き、受部端にいたる。
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Fi~. 26 山の上古墳群ST007古墳出土須恵器実測図
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E 山の上古墳群

2 

19 21 

24 

Fig.27 山の上古墳群古墳出土須恵器へラ記号拓影(1/1)
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Fig.28 山の上古墳群古墳!出土須恵器へラ記号拓影(1/1)
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皿 山の上古墳群

64 
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Fig.29 山の上古墳群古墳出土須恵器へラ記号拓影(1/1)
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E 山の上古墳群

94 

90 93 

97 

Fig. 30 山の上古墳群古墳出土須恵器・土師器へラ記号拓影(1/1)

42 



E 山の上古墳群

Tab.2 山の上古墳群古墳一覧表

遺構番号
墳丘 葺 開口 内部主体法量 出土遺物

形状径 (m) 周溝
内部主体

石室前面石室内
備 考

石 方向 長 (m) 幅 (m)

横穴式 土師器高杯 須恵、器杯 東側壁
S T 001 円 15.0 無 有 南 3.0 2.3 須恵器褒・杯

石室(単) 横瓶 鉄 鍍 陥 没

無
横穴式 須恵器杯

S T 002 無 南 1.5 1.9 須恵、器杯
石室(単) 鉄鉱

無 有
横穴式 土師器杯

S T 003 円 5.0 南 1.8 1.7 
石室(単) 須恵器杯

S T 004 円 5.1 無 有
横穴式

南 1.9 1.4 
石室(単)

ST 005 無 無
横穴式

石室(単)
南 1.2 1.1 須恵器蓋

無 無
横穴式

ST 006 
石室(単)

南 1.3 1.0 

S T 007 円 8.2 無 無
横穴式

石室(単)
南 2.2 2.0 

須恵器
鉄

護・杯
鉱

S T 008 円 4.6 無 無
横穴式

南 1.7 1.6 
石室(単)

横穴式 須恵器蓋・杯
S T 009 円 4.8 無 無 南 2.1 1.5 須恵器盤

石室(単) 土師器杯

横穴式
S T 010 円 4.2 無 無

石室(単)
南 1.2 1.5 

S T 011 円 5.1 無 無
横穴式

石室(単)
南 1.4 1.1 須恵、器蓋

S T 012 円 3.5 無 無
横穴式

石室(単)
南 1.1 1.0 須恵器蓋

S T 013 円 8.1 無 無
横穴式

西 2.0 1.8 
石室(単)

横穴式 勾玉・菅玉・ 人骨

S T 014 円 8.0 無 無¥ 南 2.3 2.3 丸五・ソロパン玉・ 敷石に河原石使用

石室(単)
小玉・万子・ 線刻文様
鉄鎌・弓付属金具

S T 015 円 8.4 
横穴式

石室(単)
南

横穴式
S T 016 円 10.0 

石室(単)
南 1.7 1.4 
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E 山の上古墳群

4.小結

山の上古墳群は多久市内最大規模の古墳群であった。東多久バイパス関係の 7基を含め16基

のうち14基を発掘調査した。古墳はすべて横穴式石室を有する古墳時代後期に築造されたもの

であった。築造時期について、編年がほぽ確立されている須恵器や、石室の内部構造、古墳の

立地などから考察を加えることができた。このことは山の上古墳群の14基のみならず、これま

で発掘調査された周辺の古墳や、開口した石室を持つ古墳の尺度にもなりうるものである。山

の上古墳群の14基の古墳について、簡単にまとめてみることにする。山の上古墳群のうちもっ

とも築造時期が早い古墳は ST007古墳である。石室前面で出土した須恵器杯・杯蓋は佐賀県下

でも古いグループに属し、 5 世紀末~6 世紀初頭に位置づけられている。市内では鴻ノ巣遺跡

S T001古墳で出土し、多久市内の古墳の起源を約 1世紀もさかのぼらせる結果となった。 ST

014古墳は石室の腰石などに線刻の装飾が施されていた。同種の古墳は古賀山 1号古墳や穴大師

古墳に見られ、古賀山 1号古墳の文様構成と共通することから古賀山 1号古墳出土の須恵器を

もとに ST014古墳の築造時期を 6世紀後半の時期とした。 ST013古墳も同一規模の石室を有

することから ST014古墳と同時期であろう。 ST001古墳出土の須恵器は 7世紀前半~中頃に

編年され、 ST005古墳、 ST006古墳がこれに続く。 ST002古墳の須恵器杯・杯蓋は 7世紀中

頃、 ST003古墳は 7世紀後半の須恵器が出土した。 ST004古墳も同時期の築造と思われる。

S T008古墳、 ST009古墳は同時期の古墳と思われ、 ST009古墳出土の須恵器から7世紀末の

築造である。 7 世紀末~8 世紀初頭の須恵器蓋が出土した S TOll古墳、 ST012古墳は ST010 

古墳とともに小石室化する終末期の古墳である。

山の上古墳群の調査によ って、多久市における古墳時代後期、特に多久に船ける古墳築造の

時期が5世紀末に始まり、 8世紀初頭に姿を消すことが明らかになった。

〔参考文献〕

「東多久バイパス関係埋蔵文化財調査報告書」 佐賀県教育委員会 1984 

「牟田辺遺跡」 多久市教育委員会 1975 

「金立開拓遺跡J 佐賀県教育委員会 1984 

「九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報第4集」 佐賀県教育委員会 1981 
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W 中村谷遺跡、

遺跡名:中村谷遺跡(略号NKD)

遺跡所在地:多久市東多久町大字別府字弥平ヶ谷
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N 中村谷遺跡

W 中村谷遺跡

1 .遺跡の概要

中村谷遺跡は天山山系から南に延びた荒平山(標高298m)から派生する舌状台地の中ほどに

ある古墳群で、正確には多久市東多久町大字別府字弥平ヶ谷に位置する。周辺には縄文時代や

古墳時代の遺跡が数多く立地する。山の上古墳群は三つの谷を挟んで東に700mに位置する。縄

文時代の遺物が散布する石亀谷遺跡は東に400mの2番目の台地にあり、射場谷古墳群は東隣の

台地、約150mに位置する。縄文時代の石鍍や黒耀石剥片が散布する別府開拓遺跡は北東約500

mの距離にある。昭和42年に発掘調査され消滅した向野古墳群の 7基の古墳は同じ舌状台地上

にあり、北100mに位置した。遺跡の西には九州横断自動車道に係る発掘調査を実施した遺跡が

東から出口A遺跡、・出口 B遺跡・西出口遺跡・鴻ノ巣遺跡が700~1000mの距離内にある。遺跡

が立地する台地上には、果樹園造成や宅地の造成によって破壊されたと思われる古墳の石材が

散在し、中村谷遺跡は10基前後の古墳群であったと考えられる。

今回調査を実施したのは果樹園の中にある ST001古墳 l基だけで、大きな樹木が墳丘に植わっ
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2.遺構

S T001古墳 (Fig.32"""34， PL. 16-1・2) 

墳丘は伐採後の樹木の根に覆われ、石室の一部は露出し、墳丘も変形していた。天井石は既

に取り除かれ、石室内は土砂と離で埋ま っていた。玄室内から平瓶が出土し、周溝、および閉

塞部、石室前面で須恵器杯、杯蓋などが出土した。遺物から7世紀中頃の築造と思われる。

墳丘墳丘の上部は破壊されていた。墳丘

は直径約9.0mを測る円墳である。墳丘の左後

方を除いて0.1.....，0.7mの離を用いて葺石が施

されていた。周溝は幅103"""10 8m、深さ0.2.....，

0.3mあり、玄室後方から左回りに石室前面左側

まで掘られ、石室前面付近で地山と同じ高さに

なり消滅する。墳丘の右側は傾斜面で、地山

が周溝より低い。盛土は暗褐色土と赤褐色土、

褐色土を交互に積み重ねた版築法を用いてい

る。

内部主体単室両袖型の横穴式石室を有し、

主軸方向をN90 Eにとり、南に開口する。奥

壁腰石を据えるだけの掘り方と玄室の床面を

W 中村谷遺跡
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周溝
1.褐色 土層炭化物(1-3園長)をわずかに含むポソポソした均ーの土質

2.暗 褐色 土層 lと3の聞の漸移層。l層と3周が削-5叩のプロック状に混じりあっている

3.黒 褐 色土層 ポソポソした均一の土質。砂様等が全く含まない

4.暗 赤褐色土層 3と5の聞の漸移層

5 赤 褐色 土膚。地山に似てら唱が地山より明るく、粘性に欠ける。礁を若干含む

盛土(版簸)
.晴褐 色 土 層 : 1 

|いずれも色調の相違だけで、ほぽ勾 の土質(プロ γク・炭化物等を含まない)
.赤褐 色 土膚 } 

lよ〈たたきしめらtt.てし必る a 

3.褐色 土層 j 凸

※数字は版築のプロ yクを積んだ推定順序 L 
妓 C 褐色よりやや明る<'.

Fig.33 中村谷遺跡STOOl古墳周溝・墳丘土層図

平坦にする削平だけの地山整形が行われている。玄室の主軸長は106m、幅104mの長方形であ

2m 

る。右側の袖石は右側壁に寄っている。羨道は長さ107m、幅o.8"""0. 9mを測る。玄室内には0.1.....，
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Fig. 34 中村谷遺跡STOOl古墳石室実測図

O.2mの角離を敷き詰め平坦な床面を造っている。梱石は袖石より 1石分だけ羨道側に寄ってい

る。閉塞部はO.2"'O.4mの離を積みあげ閉鎖している。石室の規模に対し、用いられた石は小

さい。石室に用いられた石材は付近一帯に産出する玄武岩がほとんどである。

3 .遺物 (Fig.35， PL. 17) 

遺物は玄室内で須恵器の平瓶が 1点と、周溝、閉塞部、石室前面で須恵器杯、杯蓋、高杯と土

師器皿が出土している。土師器皿は糸切り離しのあとが残り後世に混入したものである。
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N 中村谷遺跡

須恵器

杯董杯蓋は 4点出土している。 1は天井部に擬宝珠状つまみを有し、天井部から体部まても

はやや平坦であるが、体部から内湾気味に聞き、口縁端部は丸味を持ち、口縁部内面に鈍いカ通

えりを有する。 2・4は天井部に擬宝珠状つまみを有し、全体的に丸味を持つ。口縁部内面に.

わずかなかえりを有する。 3は天井部を欠くが擬宝珠状つまみのあとが残る。天井部はやや平 E

坦で、体部から口縁端部にかけてやや外反する。口縁部内面にかえりを有する。

杯杯は 4点出土し、 3点は高台付である。 5は底部が平坦で、体部は屈曲し、直線的にた:

ちがある。 6は底部が平坦で、体部は内湾気味に開く。底部に高台を持ち、高台内側で接地すー

る。 7は底部が平坦で、体部はやや屈曲し、直線的にたちあがる。口縁端部は鋭り。口縁部列、

面に直にたつ。底部に高台を有す。 8は小形の杯で底部は平坦で、体部は直角に屈曲し、口縞 t

部はやや外反する。底部に高い高台を持つ。

高杯 9・10とも杯部に対し脚部が低い。杯部の底部は平坦で、体部は屈曲し、やや外反し ，

ながら開く。裾部は平坦で、円盤状になり裾部内面全体で接地する。

平瓶 11は底部が平坦で、体部は内湾し上部で内側に直線的に屈曲し、肩部は平坦となる。

口頚部は外反しながら開く。口縁部はひずみ、左右対称ではない。底部全体に削痕であろうか、、

平行線状の沈線が残る。

土師器

杯小形の杯で器形に対し器高が高い。底部は平坦で、直線的に外に関心底部外面に糸玩!

/一手ミ、 /よ千¥ /~ーヨ三さb
2 3 

どヨ三三込 ¥ミよJ LLJ6 4 

¥ち三もイ 冶ぜ9 H:」イ。
国 8 品1

てlJ12
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Fig. 35 中村谷遺跡STOOl古墳出土須恵器・土師器実測図
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N 中村谷遺跡

り離しのあとが残る。

2 

9 

Fig. 36 中村谷遺跡ST001古墳出土須恵器へラ記号拓影(111)

4.小結

中村谷遺跡は昭和42年に調査された向野古墳群に含まれる古墳である。 STOOl古墳の調査で

中村谷遺跡が立地する舌状台地の古墳はすべて消滅したことになる。向野古墳群の報告書が刊

行されていない現在、古墳群に関する記録は残っていない。今回の調査で古墳群の性格の一端

を知ることができた。 STOOl古墳出土の須恵器の杯・杯蓋は 7世紀後半に編年され、向野古墳

群が同時期に築造されたことを物語るものであろう。今後の遺物の整理によって向野古墳群お

よび中村谷遺跡STOOl古墳の性格は明らかになるものと思われる。

〔参考文献〕

「金立開拓遺跡」 佐賀県教育委員会 1984 
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V 出口 A遺跡、

遺跡名:出口A遺跡(略号DGA)

遺跡所在地:多久市東多久町大字別府字出口
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V 出口A遺跡

V 出口 A遺跡、

1 .遺跡の概要

出口A遺跡は天山山系の南に延びた高取山(標高186m)南の山裾に広がる舌状台地端部、標

高25m前後の水田に位置する。遺跡周辺の丘陵地には旧石器時代~古墳時代の遺跡が分布する。

西方200mの宝蔵寺溜池遺跡ではナイフ形石器や細石核、弥生土器、 須恵器、土師器が採集さ

れている。北150mの宝蔵寺遺跡は縄文時代晩期の網痕文土器や石器が出土。九州横断自動車道

関係の調査を実施した西出口遺跡は西に200m、鴻ノ巣遺跡は西に400mの距離にあり、弥生時

代後期の住居跡 7棟と溝状遺構、土壌、小穴群、古墳 3基を検出した。

出口A遺跡は東多久ノてイパスの調査区と隣接し、同時に調査を実施したが、遺構のほとんどは

東多久バイパス用地内に集中した。その概要は次の通りである。遺構の分布範囲は狭く、不規

則なものが多い。特に注目される遺構はなかったが、 調査区南隅で弥生時代の聾棺墓 1基と、

北側で須恵器や土師器が出土する土壌があり、中央部に'性格不明の土壌や小穴群が集中し、弥

生時代~平安時代の遺物が断片的に出土する程度であった。

、"〆!!. '~.'. \'.'.. "I 

Fig. 37 出口A遺跡周辺地形図
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出口A遺跡遺溝配置図Fig. 38 

構

S X005土壌 (Fig.39， PL. 18-2) 

2.遺

調査区最北側にある長軸2.65m、短

軸1.15'"'-'1. 18m、深さO.35mの不定形

土壌である。弥生時代の聾の破片が数

個体分出土。同時代の土器溜である。

物3.遺

L=27.50m 弥生時代 (Fig.40， PL. 19-1'"'-'3) 

うち要形土器は 4個体分あり、聾

1個だけは口縁部と底部が同一個体で

あったが、残り 3点は底部だけである。

1は口縁部の一部と底部から体部の下

部が残っていた。口縁部は逆L字形で

m
 

唱
E

ム・4
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L=  
出口A遺跡SX005土壌実測図Fig.39 

外端がやや下がる。口縁部下に断面三

角形突帯 2条を持つ。いちじく形であ



V 出口A遺跡

るが上部が内傾する。底部はやや上げ底気味である。外面に赤色顔料が施されている。口縁部

と突帯の聞に暗文がある。 2は底部外端が直角にたち、上げ底気味であるが、外端から段を有

する。体部下位から膨らむ。外面はハケ目調整である。 3・4も底部外端が直角にたつが、平

底である。 3の体部はやや膨らみ気味であるが、 4の体部はやや直線的に開く。外面はハケ目

調整、内面はナデ調整である。
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Fig.40 出口A遺跡出土弥生土器実測図
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V 出口A遺跡

4.小結

出口A遺跡周辺には旧石器時代~歴史時代の遺跡が立地し、東多久バイパス関係の調査では

奈良~平安時代の遺構も検出されていたので、その広がりを期待していた。出口A遺跡の遺構

のあり方は規模の小さな遺構が断片的に存在するものであった。このような遺構の存在は、低

地の水田部における遺構の一例となるものであり、東多久バイパス関係の調査と合わせ、弥生

時代の遺構が集落とは別に小単位で存在することを提供した。

〔参考文献〕

「東多久バイパス関係埋蔵文化財調査報告書」 佐賀県教育委員会 1984 
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V 出口A遺跡
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VI 西出口遺跡、

遺跡名:西出口遺跡(略号NDT)

遺跡所在地:多久市東多久町大字別府字岡本、字七ッ枝
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VI 西出口遺跡

VI 西出口遺跡、

1 .遺跡の概要

西出口遺跡は出口A遺跡の西に約230m、天山山系の高取山(標高186m)から派生する舌状

台地と飯盛山(標高184m)から延びた丘陵地に挟まれた標高26m前後の低地、多久市東多久町

大字別府字岡本、字七ッ枝に所在する。周辺には旧石器時代~歴史時代の遺跡が数多く立地し、

その主なものには北に60mの宝蔵寺溜池遺跡、西に180mの鴻ノ巣遺跡、東に240mの宝蔵寺遺

跡などがある。

西出口遺跡は九州横断自動車道と東多久バイパスが並行するため、遺跡の調査も同時に実施

したが、東多久バイパス用地は南側の低地にあり 。遺構面は削平されたのであろう、遺構の検

出はできなかった。九州横断自動車道用地内での遺構検出作業中、耕作土と遺構面の聞の堆積

土層からは石鍍や弥生式土器、須恵器、土師器、白磁、青磁などの破片が多量に出土し、長期

間にわたる生活の場であったことが伺えた。遺構は溝や不定形土壌、掘立柱建物跡、不定形住

居跡、小穴群などを検出したが、ほどんどの遺構が削平されていた。

制 b 斗レ〆
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VI 西出口遺跡

2.遺構

西出口遺跡で検出した遺構は調査区の中央部から南西の低地に集中し、北西部は削平され、

遺構は消滅したと思われる。

S 0001溝

S DOOl溝は幅O.5m、長さ22.5m、深さO.4mの細長い溝である。土師器の査や瓦質土器の小

破片やサヌカイト、黒耀石の剥片など僅かな遺物が出土しているが、時期を決めることはでき

なかった。

。

Fig.42 西出口遺跡遺溝配置図
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VI 西出口遺跡

S K002土壌 (Fig.43， PL. 20-2) 

S K002土壌は長軸3.2m、短軸1.6m、深さO.25mの不定形土壌である。遺構の西半分は削平

されている。土師器の高杯3個体分、須恵器杯、杯蓋、饗などの破片が出土している。土師器

高杯破片に赤色顔料が施されている。遺物が混入しているので正確な時期は不明であるが古墳

時代後期であろう。

L =26.50m 

m
 

唱
EE
‘
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Fig.43 西出口遺跡SK002土墳実演l図

S D003溝

S D003溝は幅O.4~O .9m、 長さ 19 .5m、深さ O .3~O.5mの溝で南側は削平され消滅している。

埋土から、弥生時代の聾形土器底部の小破片、土師器の牛角把手2点、査、須恵器杯、杯蓋の

破片、サヌカイト、黒耀石の剥片が出土。遺物が混入しているため時期は不明である。

S 8004掘立柱建物跡 (Fig.44， PL. 21 -1) 

調査区最南西端に位置する 2間x1間の小規模の掘立柱建物跡である。棟方向をN47
0

Wにと

り、桁行3.0m、梁行1.8mを測る。柱穴はO.35"'O.6m、深さO.35"'O.40mを測る。総面積5.4rrr

である。柱穴から土師器の査、聾の一部の小破片とサヌカイト剥片が出土している。古墳時代

前期の時期と思われる。

S 8005住居跡 (Fig.45)

S B005住居跡は長軸3.6m、短軸3.0mの不定形の土壌である。北東の壁ぎわに焼土穴があり、

炉跡とみて住居跡とした。残存する床面までの深さは約O.2m。遺物は床面付近で土師器査の破

60 



羽西出口遺跡

、

L =26.00m 

Fig.44 西出口遺跡SB004掘立柱建物跡実測図

片が出土している。遺物から古墳時代

前期の住居跡と思われる。

S X006土壌

S X006土壌は調査区の西端にあり、

長軸lO.5m、短軸2.2"'-'3.8mの不定形

の土壌である。遺構全体が黒色土に覆

われていたが、削平を受けたのであろ

う、 O.lmの深さを残すだけであった。

黒色土内から土師器査、高台付杯、須

恵器聾などの小破片が出土した。遺物

に若干時期の差があるが、古墳時代後

期と思われる。

。。
勺
b

屯

品。

L =27 .OOm 

O 
Fig.45 西出口遺跡SB005住居跡実測図 i 

2m 
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VI 西出口遺跡

3.遺物 (Fig.46， PL. 21 -2) 

土師器西出口遺跡では古墳時代後期の土師器壷や高

杯、平安時代~鎌倉時代にかけての土師器杯・白磁椀・

青磁椀の破片が出土したが、小破片であるため、復元や

図示することも困難であった。高杯を 1点だけ図示する

ことにとどめた。

高杯 1はSK002土墳から出土した高杯である。

杯部の体部から上を欠くが、杯部内底はやや丸味を

持つ。脚部は大きく外反しながら裾部に広がる。磨

耗が著しく調整は不明である。

4.小結

、、

o 5cm 

Fig.46 西出口遺跡SK002土墳
出土土師器実測図

西出口遺跡の北側にある宝蔵寺溜池遺跡では旧石器時代の石器や古墳時代の土器が多量に出

土し、周辺にも縄文~歴史時代の遺跡が立地し、西出口遺跡でもそれらの遺跡と関連する遺構

の検出に期待した。結果的には遺構は断片的に検出できただけであった。遺構が削平されてい

たのも原因の一つであろうが、遺跡の規模、個々の遺構の関連'性がなかったことに原因すると

考えられる。掘立柱建物跡や不定形住居跡の存在はこれまで予想されていなかったもので、今

後、この地区での調査によって遺跡の範囲は広がるものと思われる。

〔参考文献〕

「東多久バイパス関係埋蔵文化財調査報告書」佐賀県教育委員会 1984 
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VII 鴻ノ巣遺跡

遺跡名:鴻の巣遺跡(略号、 KUS) 

遺跡所在地:多久市東多久町大字別府宇野入

多久市北多久町大字多久原字鴻ノ巣
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vn 鴻ノ巣遺跡

vn 鴻ノ巣遺跡、

l 遺跡の概要

鴻ノ遺跡は天山山系の南、仏坊山(標高435m)から南に派生する飯盛山(標高184m)の最
〈ま や ま

南端に帯状に延びた標高41mの小高い丘陵、通称「隈山」の鞍部に位置し、正確には多久市東

多久町大字別府字野入と北多久町大字多久原字鴻ノ巣に所在する。 この地点で九州横断自動車

道と東多久バイパスが交差する。丘陵の西350mは多久インターが建設されている。遺跡周辺に

は九州横断自動車道に係る発掘調査を実施した遺跡が数多く立地する。西300mには弥生時代後

期の聾棺墓が出土した原田遺跡、約430mに今出川B遺跡、約500mに古墳時代住居跡を発掘し

た今出川A遺跡、約600mに3基の古墳を調査した大工田古墳群がある。遺跡の南西350mには

縄文時代中期~後期の土器片が出土する大工田遺跡や上田町遺跡が立地する。北400mには相の

浦古墳が所在する。東側180mに出口A遺跡、宝蔵寺溜池遺跡があり、約400mに出口A遺跡、

宝蔵寺遺跡などが立地する。

鴻ノ巣遺跡は東多久バイパスと交差するため、遺跡の調査も同時に実施し、東多久バイパス
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vn 鴻ノ巣遺跡
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vn 鴻ノ巣遺跡

用地で弥生時代後期の住居跡 7棟と貯蔵穴などを検出した。九州|横断自動車道建設用地では 3

基の古墳を検出した。

2.遺構

S TOOl古墳 (Fig.49， PL. 22-2) 

S TOOl古墳は台地の東傾斜面の頂上部、標高38.5mに築造された古墳であるが、墳丘と見て

いた盛土には大きな石材は存在しなかった。古墳の石材は全部取り除かれ、古墳と判明したの

は、僅かに残っていた敷石と石室の腰石を据えるための掘り方、墳丘西側に残った周溝からの

遺物などによるものである。周溝から須恵器杯、杯蓋、壷が出土、敷石の聞から勾玉、管玉、

切子玉、丸玉が出土した。須恵器は県内でも古式のもので、 5世紀末の築造と考えられる。
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W 鴻ノ巣遺跡

墳丘墳丘はほとんど削平されているので墳形や規模は不明であるが、西側に残る周溝は延長

すると直径約 8mの孤を描くので円墳であろう。周溝の幅はO.5~O.9m、深さ O.1~O.15m を残

す。

内部主体 すべての石材が取り除かれていたが、腰石、袖石下部の掘り方から、単室両袖型の

横穴式石室で、主軸方向を S35
0

Wにとり、玄室の主軸長1.8m、幅1.5mの長方形であったよう

だ。羨道部の有無は不明である。玄室内床面は平坦に整形され、敷石も全面に敷かれていたよ

うである。

S T002古墳 (Fig. 日~52， PL. 23-1・2，24-1)

S T002古墳は STOOl古墳の西にあり、台地の鞍部中央部、標高40mに築造されている。墳

丘の中央部に石室の一部の石材が露出していたが、外見上は保存が良好な古墳と思われた。玄

室の入口付近の敷石上で管玉、丸玉、小玉、などの装身具が出土、西側の周溝で須恵器聾の破

片が出土したが量が少なく復元できなかった。築造時期を決定づける遺物は出土していないが、

S TOOl古墳との切り合いから ST001古墳築造後の 6世紀前半と思われる。

墳丘 台地頂上部~東側の傾斜面に築造されている直径9.0mの円墳で、台地頂上部にあたる

墳丘西側で高さ1.0m、東側傾斜面の墳丘東側で1.5mの高さを測る。葺石は墳丘東側に一部施

されていた。周溝は石室の前面から右回りに約 3分の 2、玄室の右後方まで施され、周溝の直

径は13.0m を測る。周溝の幅は石室前面で1.6m、北側で1.2~1. 8m、石室後方で1.0~2.1m、末

端の玄室右後方でO.5m を測る。 O.1~O.3mの深さを残している。
L =40.50m 

A.黒褐色土膚
弥生土器片を多量に含む

B.黒褐色土層
弥生土器片を少量に吉む

C 黒褐色土層ー
弥生土器片を少量に含む

2 m D 黒褐色土層ー
弥生土器片を含まない

Fig. 50 鴻ノ巣遺跡ST002古墳墳丘土層図

内部主体玄室の天井部は破壊されていたが石室の残存は良好であった。単室両袖型の横穴式

石室を有し、主軸方向を S60
0

Wにとり、南西に開口している。玄室の主軸長は2.4m、幅は1. 45~

1.5mの長方形である。石材に相の浦石と呼ばれている長方形の角離を用いているので、玄室の

側壁や奥壁は腰石から天井部まで垂直に立つ。左側壁上部の天井部は持ち送りにの状態をとど

める。羨道は長さ1.1m、幅O.7~O.95m と外にやや開く。閉塞部は主にO.5~O.8mの長方形の

角礁を用いて完全に閉鎖していた。敷石にはO.1~O.3mの扇平な角離を敷き詰めている。
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Fig.51 鴻ノ巣遺跡ST002古墳石室実測図

。

68 

L=40.00m 

さ
.
0
0

ヨ

2m 



E
O
-
-
o
-
T
U
H
J
 

vn 鴻ノ巣遺跡

F
H
8
.
8
5
 

。
Fig.52 鴻ノ巣遺跡ST002古墳羨道部実測図

2m 

S T003古墳 (Fig.53， PL. 24 -2) 

S T003古墳は ST002古墳の北西5.5m、台地中央部の平坦地、標高39mに立地する。周辺の

畑地が開墾された時の石捨場にされ、集石遺構を思わせる状態であった。石室内から勾玉、管

玉、小玉などの装身具が出土した。築造の時期を決める遺物は出土していないが、 ST002古墳

出土のガラス製小玉と同じ赤褐色の管玉状の小玉が出土、 6世紀前半の築造であろう。

墳丘古墳の上部構造は既に破嬢され、墳形や墳丘の規模は全く不明であるが、石室の規模

から見て、大きな墳丘は持っていなかったようである。周溝は検出できなかった。

内部主体石室は0.3""0.5mの離を用いて、細長い石室を作っている。石室の主軸長1.6m、

幅0.6""0.7mを測り、主軸方向は S62
0

Wにとっている。石室内の石組は北東側に腰石らしい 2

石が据えられているのに対し、南西側は、 0.2m前後の石が積まれ、腰石の状態とは明らかに異

なり、閉塞施設と見るべきであろう。このような石室の構造から南西に開口する竪穴系横口式

石室であろう。側壁、奥壁とも0.5m前後の醸を腰石上部に 1""2段に組み、上段の石が外側に

聞き気味に乗っている。石室内部は0.15m角のやや厚味を持つ離を敷き詰め敷石を施し、その

下に0.1""0.15mの扇平な礁で敷石を施し、上部の敷石は追葬によるものと考えられる。両腰石

の下部~石室部までの1.2m幅を0.15m掘り込んでいる。
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Fig. 53 鴻ノ巣遺跡ST003古墳石室実測図
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3.遺物

鴻ノ巣遺跡の古墳から出土した遺物はST001古墳周溝からの須恵器と 3基の古墳からそれぞ

れ玉類が出土している。

S TOOl古墳 (Fig.54・55，PL. 25・26-1) 

須恵 器 杯 査 5個、杯4個、壷 1個が西側周溝より出土した。

杯蓋 1・3・5・7は天井部と体部の境に明瞭な段がつく。口縁部はほぼ垂直で、、口縁端

部内面にも段を持つ。天井部がやや平坦なものと丸味をもつものがある。 9は天井部が平坦で、

体部は外反しながら聞く。口縁端部内面に段を持つ。体部に 2条の沈線を持つ。

杯 2・4・6・8は杯蓋 1・3・5・7とセットになるもので底部は丸味を持ち、内湾し

ながら聞き、受部は水平となる。たちあがりは長く、内傾している。

壷 10は口縁部がほぼ垂直にたち、胴部最大径がやや上位にある。胴部下位にタタキ調整が

残る。底部は欠損しているが、尖り気味の丸味を持つようである。

三~l
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。
Fig. 54 鴻ノ巣遺跡STOOl古墳出土須恵器実測図

玉類玉類は 5個が敷石の聞から出 @ 
土している。 待¥ 向 f示¥ Q (i寸

kご./ '¥ H よ5¥¥ 也芸品 !日|

勾玉 1は扇平で、石質は軟かい石 t ) H )J) } ¥¥-)) 川

材を用い、装身具としての実用性に

欠ける。 2は最大長2.4cm、最大幅

1.45cm、最大厚1.2cmで丸味を持つ。

~ 11 @ 
Fig. 55 鴻ノ巣遺跡STOOl古墳出土玉類実測図
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片面から穿孔している。乳白色に薄い緑色が混る。ヒスイ系の石であろう。硬質である。

管玉 3は長さ2.3cm、幅0.91cm。片面から穿孔している。碧玉製である。

切子玉 4は水晶製で最大長1.4cm、最大幅1.3cm、片面より穿孔している。磨耗が激しい。

小玉 5はガラス製、色は淡青である。

S T002古墳 (Fig.56， PL. 26-2) 

玉類玉類は管玉 1個とガラス製丸玉 9個、小玉約150個が出土し、小玉のうち約20個分は割

れ、実測できたのは136個である。
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管玉 最大長1.9cm、最大幅0.65cm、古墳出土の管玉としては細身である。片面から穿孔して

いる。 碧玉製。

丸玉 17~25は最大長0.58~0 . 4cm、径0.92~0.7cm、紺、青系の色である。ガラス製。

小玉 26~ 16 1はガラス製の小玉である。色は青緑色56個、紺色38個、赤褐色18個、黄緑色10

個、水色 6個、黄色 4個、青紫 4個となる。紺色の玉は丸味を持ち、やや大きいものがある。

赤褐色のものは径が小さく管玉状である。

S T003古墳 (Fig.57， PL. 26-3) 

玉類 玉類は勾玉 1個、管玉 7個、小玉57個が石室内で出土した。

勾玉 162は水晶製である。最大長は2.25cm、最大幅1.3cm、最大厚0.8cmを測る。穿孔は片面

からである。

管玉 163~169の 7 個が出土している。 163~166 ・ 168 ・ 169は碧玉製で、最大長2 . 38~ 1.85cm、

最大幅O.78~0 . 65cmを測る。片面から穿孔している。 167は最大長2.15cm、最大幅0.85cm、孔径

0.4cmを測り、両面から穿孔している。ヒスイ製であるが磨耗が激しい。

小玉 175~178 ・ 200 ・ 201 ・ 217の 7 個は赤褐色で細く、管玉状である。 170~172は群青色 ・

紺色でやや大きく、丸味を持つ。 色別には淡緑色15個、群青色11個、深緑色 8個、赤褐色 7個、

黄色 4個、青緑色 ・水色 3個、黄緑色 ・紺色 2個、薄緑色 ・青緑色 1個となる。緑色系は小粒

のものが多い。
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Fig. 57 鴻ノ巣遺跡ST003古墳出土玉類実測図
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Tab.3 鴻ノ巣遺跡ST002古墳出土玉類計測表

NO 種類 材質 高さ 径 孔径 色 備考 NO  種類 材質 高き 径 孔径 色 備考

1管玉 聖書 玉 l伺 0.65 0.15-0.30 晴緑 61 小玉 ガラス 0.30 0.35 。ω 黄緑

2 小玉 ガラス 0.51 0.92 0.20-0.28 群育 62 小玉 ガラス 0.22 0.35 0.10 黄緑

3 小玉 ガラス 0.40 0.80 0.30 群青 63 小玉 ガラス 0.30 0.38-0.40 0.10-0.12 黄緑

4 小玉 ガラス 0.42 0.70 0.15 群育 64 小玉 ガラス 0.25 0.40 0.1l 黄緑

5 小玉 ガラス 0.45 0.75 0.20 群青 65 小玉 ガラス 0.28 0.40-0.41 0.13 黄緑

6 小玉 ガラス 0.50 0.70 0.18 群青 66 小玉 ガラス 0.26 0.35-0.40 0.10 黄緑

7 小玉 ガラス 0.50 0.70 0.18 群青 67 小玉 ガラス 0.30 0.40 0.10-0.12 水

8 小玉 ガラス 0.50 0.60-0.75 0.18-0.20 明るい紺 68 小玉 ガラス 0.28 0.38 0.10 水

9 小玉 ガラス 0.50 0.75-0.80 0.20 紺 69 小玉 ガラス 0.28 0.40-0.43 0.15 ，水

10 小玉 ガラス 0.58 0.78 0.28-0.30 紺 70 小玉 ガラス 0.20 0.35-0.40 0.10-0.12 水

11 小玉 ガラス 0.30 0.50-0.58 0.13-0.15 紺 71 小玉 ガラス 0.18 0.38-0.45 0.15 水

12 小玉 ガラス 0.40 0.45 0.15 紺 72 小玉 ガラス 0.31 0.38-0.42 0.15 水

13 小玉 ガラス 0.31 0.25 0.10 赤褐 73 小玉 ガラス 0.25 0.37-0.40 0.08-0.10 膏緑

14 小玉 ガラス 0.30 0.30 0.15 赤褐 74 小玉 ガラス 0.27 0.42 0.11 膏緑

15 小玉 ガラス 0.30 0.30 0.12 赤褐 75 小玉 ガラス 0.25 0.31-0.35 0.10 育緑

16 小玉 ガラス 0.30 0.30 0.10-0.13 赤褐 76 小玉 ガラス 0.20 0.35 0.10-0.12 膏緑

17 小玉 ガラス 0.30 0.30 0.10 赤褐 77 小玉 ガラス 0.30 0.41-0.43 0.10 膏緑

18 小玉 ガラス 0.18 0.31 0.10-0.15 赤禍 78 小玉 ガラス 0.30 0.48-0.50 0.20 膏緑

19 小玉 ガラス 0.20 0.40 0.15-0.20 赤禍 79 小玉 ガラス 0.28 0.40-0.47 0.12 育縁

20 小玉 ガラス 0.18 0.35 0.18 赤褐 80 小玉 ガラス 0.31 0.37-0.41 0.12 青緑

21 小玉 ガラス 0.20 0.31 0.10-0.12 赤褐 81 小玉 ガラス 0.22 0.41-0.46 0.16 膏緑

22 小玉 ガラス 0.20 0.35 0.10-0.12 赤褐 82 小玉 ガラス 0.30 0.40-0.45 0.13 膏緑

23 小玉 ガラス 0.20 0.35 0.13 赤褐 83 小玉 ガラス 0.22 0.42-0.45 0.15 宵緑

24 小玉 ガラス 0.22 0.35 0.15 赤褐 84 小玉 ガラス 0.25 0.40 0.10 育緑

25 小玉 ガラス 0.20 0.30 0.15 赤褐 85 小玉 ガラス 0.25 0.40-0.42 0.12 育緑

26 小玉 ガラス 0.20 0.31 0.10 赤褐 86 小玉 ガラス 0.17 0.35-0.37 0.13 膏緑

27 小玉 ガラス 0.20 0.30 0.10 赤褐 87 小玉 ガラス 0.25 0.38-0.45 0.12 背緑

28 小玉 ガラス 0.20 0.31 0.10-0.15 赤褐 88 小玉 ガラス 0.22 0.40 0.18 育緑

29 小玉 ガラス 0.20 0.32 0.15 赤褐 89 小玉 ガラス 0.20 0.35 0.10 膏緑

30 小玉 ガラス 0.18 。ω 0.10 赤褐 90 小玉 ガラス 0.20 。お-0.40 0.10 膏緑

31 小玉 ガラス 0.30 0.41-0.45 0.10-0.12 赤褐 91 小玉 ガラス 0.20 0.40-0.41 0.15 膏緑

32 小玉 ガラス 0.30 0.40-0.42 0.15 赤褐 92 小玉 ガラス 0.19 0.35-0.40 0.15 育緑

33 小玉 ガラス 0.30 0.38-0.45 0.12 赤褐 93 小玉 ガラス 0.20 0.35 0.10 膏緑

M 小玉 ガラス 0.30 0.41 0.11 赤褐 94 小玉 ガラス 0.23 0.3岳-0.40 0.10 育緑

35 小玉 ガラス 0.30 0.40 0.12-0.18 赤褐 95 小玉 ガラス 0.20 0.40 0.10 育緑

36 小玉 ガラス 0.20 0.45 0.18 赤褐 96 小玉 ガラス 0.20 0.38-0.40 0.12 膏緑

37 小玉 ガラス 0.30 0.38 0.16 赤褐 97 小玉 ガラス 0.21 0.40 0.10 膏緑

38 小玉 ガラス 0.25 0.42 0.13 赤褐 98 小玉 ガラス 0.30 0.40-0.42 0.15 育緑

39 小玉 ガラス 0.28 O.お-0.38 0.11 赤褐 99 小玉 ガラス 0.20 0.40 0.15 育緑

40 小玉 ガラス 0.25 0.38 0.12 赤褐 100 小玉 ガラス 0.21 0.40-0.43 0.15 膏緑

41 小玉 ガラス 0.25 0.31-0.35 0.12 赤褐 101 小玉 ガラス 0.18 0.35 0.12 膏緑

42 小玉 ガラス 0.22 0.32-0お 0.10 赤褐 102 小玉 ガラス 0.25 0.35-0.38 0.10 青緑

43 小玉 ガラス 0.25 0.30 0.10 赤褐 103 小玉 ガラス 0.25 0.40-0.42 0.11 膏緑

44 小玉 ガラス 0.18 0.31 0.10 赤褐 104 小玉 ガラス 0.20 0.35 0.10 青緑

45 小玉 ガラス 0.20 0.32 0.10 赤褐 105 小玉 ガラス 0.23 0.40 0.10 育緑

46 小玉 ガラス 0.20 0.25 0.10-0.12 赤褐 106 小玉 ガラス 0.29 0.40 0.10 育緑

47 小玉 ガラス 0.12 0.30 0.10 赤褐 107 小玉 ガラス 0.30 0.40-0.45 0.12 育緑

48 小玉 ガラス 0.18 0.32 0.10 赤褐 108 小玉 ガラス 0.22 0.40 0.12 青緑

49 小玉 ガラス 0.20 0.40 0.10-0.15 青紫 109 小玉 ガラス 0.28 0.38-0.40 0.11 膏緑

50 小玉 ガラス 0.21 0.35 0.12 青紫 110 小玉 ガラス 0.31 0.35 0.10 青緑

51 小玉 ガラス 0.20 0.32 0.10 青紫 111 小玉 ガラス 0.27 0.35 0.10 青緑

52 小玉 ガラス 0.21 0.35 0.11 青紫 112 小玉 ガラス 0.30 0.35 0.10 青緑

53 小玉 ガラス 0.37 0.42 0.11 黄 113 小玉 ガラス 0.33 0.35 0.15 膏緑

54 小玉 ガラス 0.25 0.40 0.15 黄 114 小玉 ガラス 0.21 0.42-0.45 0.12 青緑

55 小玉 ガラス 0.25 0.40 0.12 貧 115 小玉 ガラス 0.22 0.42 0.12 育緑

56 小玉 ガラス 0.25 0.35-0.40 0.10 黄 116 小玉 ガラス 0.25 0.35-0.38 0.12 育緑

57 小玉 ガラス 0.45 0.48 0.15 黄緑 117 小玉 ガラス 0.20 0.35-0.37 0.10 膏緑

開小玉 ガラス 0.28 0.45-0.48 0.10 黄緑 118 小玉 ガラス 0.30 0.35-0.40 0.10 育緑

59 小玉 ガラス 0.41 0.41-0.45 0.10 黄緑 119 小玉 ガラス 0.20 0.32-0.35 0.10 膏緑

60 小玉 ガラス 0.35 0.45-0.49 0.12 黄緑 120 小玉 ガラス 0.20 0.31 0.12 育緑
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NO 種類 材質 高さ 径 孔径 色 備考 NO 種類 材質 高さ 径 孔径 色 備考

121 小玉 ガラス 0.26 0.30 0.10 育緑 134 小玉 ガラス 0.19 0.30 0.10 青紫

122 小玉 ガラス 。お 0.41-0.52 0.12-0.18 育緑 135 小玉 ガラス 0.20 0.30 0.10 紺

123 小玉 ガラス 0.31 0.55 0.15 育緑 136 小玉 ガラス 0.28 0.35 0.10 紺

124 小玉 ガラス 0.30 0.35-0.42 0.11 育緑 137 小玉 ガラス 0.23 0.32 0.12 紺

125 小玉 ガラス 0.28 0.41-0.47 0.15 青緑 138 小玉 ガラス 0.23 0.32 0.10 紺

126 小玉 ガラス 0.25 0.42 0.12 青緑 139 小玉 ガラス 0.25 0.40-0.45 0.15 紺

127 小玉 ガラス 0.28 0.35-0.38 0.10 育緑 140 小玉 ガラス 0.35 0.41 0.15 紺

128 小玉 ガラス 0.30 0.40 0.12 育緑 141 小玉 ガラス 0.25 0.40-0.42 0.12 紺

129 小玉 ガラス 0.21 0.40 0.11 育緑 142 小 玉 ガラス 0.38 0.35-0.40 0.10 紺

130 小玉 ガラス 0.20 0.37-0.40 0.12 背緑 143 小玉 ガラス 0.30 0.45-0.50 0.11 紺

131 小玉 ガラス 0.28 0.40 0.12-0.15 育緑 144 小玉 ガラス 0.32 0.45-0.55 0.18 紺

132 小玉 ガラス 0.25 0.35 0.10 青紫 145 小玉 ガラス 0.28 0.50-0.55 0.11 紺

133 小玉 ガラス 0.21 0.30 0.10 青紫 146 小玉 ガラス 0.41 0.65 0.15 紺

Tab.4 鴻ノ巣遺跡ST003古墳出土玉類計測表

NO 種類 材質 高き 径 孔径 色 備考 NO 種類 材質 高さ 径 孔径 色 備考

1 管玉 書玉 2.25 1.30 0.15-0.28 半透明 34 小玉 ガラス 0.30 0.45 0.12 淡緑

2 管玉 碧玉 2.38 0.78 (大) 0.28 
深緑 35 小玉 ガラス 0.30 0.32-0.35 0.10 淡緑

"j、) 0.10 

3 管玉 碧玉 1.90 0.70 (大) 0.27 
深緑 36 小玉 ガラス 0.32 0.3岳、'0.40 0.10 淡緑

(，j、) 0.15 

4 管玉 碧玉 2.30 0.78 
(:0.20-0.25 

淡緑 37 小玉 ガラス 0.25 0.45 0.12 演緑
(，j、)0.10

5 管玉 碧玉 2.08 0.65 (大) 0.22 
淡緑 38 小玉 ガラス 0.32 0.38-0.40 0.11 談緑

".、) 0.10 

6 管玉 碧玉 2.15 0.85 0.40 淡緑 39 小玉 ガラス 0.25 0.32-0.35 0.10 赤褐

7 管玉 碧玉 1.90 0.75 (大) 0.25 
淡緑 40 小玉 ガラス 0.22 0.35 0.11 赤褐

(，j、) 0.10 

8 管玉 碧玉 1.85 0.78 (大)0.20 
淡緑 41 小玉 ガラス 0.21 0.35-0.38 0.11 青紫

('J、)0.12 
9 小玉 ガラス 0.45 0.59-0.62 0.12 群青 42 小玉 ガラス 0.28 0.32-0.36 0.12 青紫

10 小玉 ガラス 0.39 0.50-0.52 0.13 群青 43 小玉 ガラス 0.20 0.35 0.10 青紫

11 小玉 ガラス 0.50 0.55-0.62 0.12-0.18 紺 44 小玉 ガラス 0.35 0.32 0.10 膏緑

12 小玉 ガラス 0.30 0.47-0.51 0.18 淡緑 45 小玉 ガラス 0.49 0.30 0.10 深緑

13 小玉 ガラス 0.38 0.46-0.50 0.15 淡緑 46 小玉 ガラス 0.28 0.30-0.32 0.11 深緑

14 小玉 ガラス 0.25 0.31 0.10 赤褐 47 小玉 ガラス 0.20 0.32 0.10 水

15 小玉 ガラス 0.25 0.40 0.10-0.15 赤褐 48 小玉 ガラス 0.31 0.35-0.40 0.10-0.15 深緑

16 小玉 ガラス 0.22 0.35-0.40 0.11 赤褐 49 小玉 ガラス 0.27 0.42 0.15 深緑

17 小玉 ガラス 0.28 0.40 0.12 赤褐 50 小玉 ガラス 0.30 0.45 0.12 深緑

18 小玉 ガラス 0.28 0.40 0.10 賞 51 小玉 ガラス 0.28 0.50 0.15 深緑

19 小玉 ガラス 0.25 0.40 0.11 賞 52 小玉 ガラス 0.35 0.40-0.42 0.11 深緑

20 小玉 ガラス 0.25 0.40 0.10 黄 53 小玉 ガラス 0.40 0.38-0.40 0.10 深緑

21 小玉 ガラス 0.22 0.40-0.45 0.10 黄 54 小玉 ガラス 0.30 0.40 0.12 水

22 小玉 ガラス 0.26 0.40-0.45 0.10 黄緑 55 小玉 ガラス 0.29 0.40-0.45 0.10-0.15 紺

23 小玉 ガラス 0.30 0.45 0.18 黄緑 56 小玉 ガラス 0.18 0.30 0.10 赤褐

24 小玉 ガラス 0.20 0.32-0.38 0.12 薄緑 57 小玉 ガラス 0.26 0.25-0.27 0.80 群青

25 小玉 ガラス 0.20 0.35-0.40 0.12 水 58 小玉 ガラス 0.28 0.32 0.10 群膏

26 小玉 ガラス 0.18 0.36-0.39 0.12 淡緑 59 小玉 ガラス 0.22 0.28-0.30 0.10 群青

27 小玉 ガラス 0.20 0.35-0.40 0.10 淡緑 60 小玉 ガラス 0.25 0.32-0.35 0.10 群青

28 小玉 ガラス 0.20 0.38-0.40 0.10 淡緑 61 小玉 ガラス 0.20 0.35-0.38 0.12 群青

29 小玉 ガラス 0.25 0.37 0.11 淡緑 62 小玉 ガラス 0.31 0.40 0.12 群青

30 小玉 ガラス 0.21 0.40 0.12 淡緑 63 小玉 ガラス 0.30 0.42 0.12 群膏

31 小玉 ガラス 0.39 0.30 0.10 淡緑 64 小玉 ガラス 0.30 0.40-0.42 0.12 群青

32 小玉 ガラス 0.29 0.40 0.12 淡緑 65 小玉 ガラス 0.35 0.45 0.15 群青

33 小玉 ガラス 0.30 0.41 0.10 淡緑
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4.小結

鴻ノ巣遺跡では 3基の古墳を検出したが、東多久バイパス関係の調査でト 7棟の弥生時代後期

の住居跡を検出し、狭い範囲ではあったが規模の大きな遺跡となった。なかでも特質されるの

は完全に破壊された STOOl古墳の周溝から 5 世紀末~6 世紀初頭の須恵器杯・杯査が出土した

ことである。これまで多久市内の古墳から出土した須恵器は 6世紀末 ~7 世紀後半がほとん

どで、多久に除ける古墳築造の起源は 6世紀末と考えられていた。約 1世紀も多久の古墳築造

の歴史はさかのぼったわけである。また ST003古墳の石室についても、竪穴系横口式の石室と

も考えられ、これまで例のない石室であるため、新たに問題を提起することになった。玉類に

ついても再検討を要するものである。

〔参考文献)

「東多久バイ パス関係埋蔵文化財調査報告書」 佐賀県教育委員会 1984 

「金立開拓遺跡」 佐賀県教育委員会 1984 

「九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報第7集」 佐賀県教育委員会 1984 
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田原因遺跡、

遺跡名:原田遺跡(略号HRD)

遺跡所在地 :多久市北多久町大字多久原字原田
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VDI 原田遺跡

vm 原因遺跡、

1 .遺跡の概要

原田遺跡は天山山系の南、仏坊山(標高435m)から南に派生する飯盛山(標高184m) を水

源とする西郷川と大工田川に狭まれた扇状地の先端、標高30mの水田に位置し、正確には多久

市北多久町大字多久原字原田に所在する。多久インターでの降り口にあたり、すぐ南に国鉄唐

津線が走り、大工田踏切までは60mの距離にあたる。遺跡周辺には早くから知られていた遺跡

や九州横断自動車道に係る発掘調査を実施した遺跡も多い。東300mには弥生時代後期の住居跡

7棟と古墳 3基を調査した鴻ノ巣遺跡があり、南東120mには縄文時代後期の土器片や弥生土

器が出土する大工田遺跡、西220mに今出川B遺跡、今出川A遺跡があり、 370mには大工田古

墳群が立地する。

原田遺跡では縄文時代後期の土壌と弥生時代後期の聾棺墓などの遺構を検出し、縄文時代後

期~古墳時代の遺物包含層を確認した。遺物は包含層から縄文時代後期の土器片、弥生土器

片、須恵器・土師器片、黒耀石剥片などが出土した。

Fig. 58 原因遺跡周辺地形図
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2.遺構

縄文時代

VsI 原田遺跡

原田遺跡での縄文時代の遺構は土壌 1基を検出した。遺物は土壌内より滑石粉末を混入した
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Fig.59 原因遺跡遺構配置図
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四原田遺跡

深鉢の破片が出土した。無文土器であるが、南東120mの大工田遺跡では円形や楕円形の凹点文

や平行線文などの土器片が出土していることから縄文時代中期末~後期の土墳であろう。

S K012土墳

S K012土壌の平面は四隅に丸味を持つ楕円形で、長径1.7m、短径0.95m、深さ0.6m、壁は

垂直に近い。土壌墓とも考えられる。

弥生時代

原田遺跡の遺構は SK012土壌と遺物が出土しなかった遺構を除くと全て弥生時代の遺構であ

る。聾棺墓2基、祭杷遺構2、土壌8が検出された。

S J 001聾棺墓 (Fig.60， PL. 28-1) 

S J 001聾棺墓は遺跡のほぼ中央部に位置する。聾棺の上部は押し潰された状態で出土した。

墓墳の平面は長径1.4m、短径1.2mの不整楕円形で、深さ0.45mの横穴を掘り込み下聾を埋置

している。上空の口縁部を打ち欠いて下聾の中に入れる挿入式である。下妻の体部の中央より

可
L =30.50m 

Fig.60 原因遺跡SJ001婆棺墓実演~図
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やや下に穿孔している。主軸方向をN75
0

Wにとり、傾斜角15
0

を測る。弥生時代後期前半の所

産であろう。

S J 002聾棺墓 (Fig.61， PL. 28-2) 

S J 002聾棺墓は SJ 001聾棺墓の西 5mに位置する。聾棺は押し潰された状態で出土した。

墓墳の一部は後世の撹乱を受けているが、推定すると平面は長径108m、短径0.9mの長楕円形

である。上蓋の口縁部を打ち欠いて下聾の中に挿入した挿入式である。上輩、下聾とも棺底に

大小の河原石を敷き棺を支える埋葬方法である。主軸方向を S82
0

Eにとる。ほぽ水平に埋葬し

ている。弥生時代中期末~後期初頭の所産であろう。

Fig. 61 原田遺跡SJ 002察棺墓実測図

S P003土壌墓 (Fig.62)

L =30.50m 

S P003土壌墓はSJ 001聾棺墓の南 5mに位置する。平面は長径103m、短径0.65mの不整楕

円形で深さ0.5mを測る。土壌壁は垂直である。埋土より赤色顔料を施し、暗文がある高杯の口

縁部破片が出土している。弥生時代中期中葉の時期であろう。

S R004祭記遺構 (Fig.62， PL. 29-1 ) 

S R004祭記遺構は SJ 001聾棺墓の東 3mに位置する。平面は長径2.3m、短径101mの不整

楕円形で深さ0.55mを測る。土墳の壁は西側が垂直に近く、東側壁は55
0

の傾斜を持つ。埋土か

ら聾の口縁部、鉢、赤色顔料を施す高杯の裾部が出土した。弥生時代中期後半の時期であろう。

S R005祭杷遺構 (Fig.62， PL. 29 -2 ) 

S R005祭杷遺構は SR004祭把遺構の西 3mに位置する。平面は長径102m、短径0.65mの不

整楕円形である。深さ0.25mでb壁は垂直に近い。赤色顔料を施した高杯や聾の破片が出土、遺

物から弥生時代中期後半の時期であろう。
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、¥
L =30.50m 

SP003 SK006 

。、 、¥
L =30.50m L =30.5Um 

SR004 SK007 

L =30.50m 

L =30.50m 

物多ゑ多
SR005 

SK009 唱

11 1 m 

Fig.62 原因遺跡土墳墓・祭l記遺構・土繍実測図
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L =30.50m 
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Fig. 63 原田遺跡土墳実測図
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四原田遺跡

S K006土壌 (Fig.62)

S K006土壌は SJ 001費棺墓の北東 2mに位置する。平面は長径1.05m、短径0.8mの楕円形

で深さ0.45mを測る。壁はやや垂直に近い。赤色顔料を施した聾の破片が出土している。弥生

時代中期の時期であろう。

S K007土壌 (Fig.62)

S K007土墳は SK006土壌の西 2mに並ぶ。平面は長径1.7m、短径1.1mの楕円形で深さ0.5

mを測る。壁は垂直に近い。聾、査の破片が出土している。遺物から弥生時代中期の時期であ

ろう。

S K009土塙 (Fig.62)

S K009土壌は SJ 001聾棺墓の東 5mに位置する。平面は長径1.8m、短径0.9mの楕円形で

深さ0.2mと浅い。弥生時代の高杯の脚部が出土した。

S KOI0土壌 (Fig.63)

S K010土墳は SK009土壌の東に隣接する。平面はやや歪んだ隅丸長方形で長辺1.7m、短辺

105mを測る。深さ0.3mで壁は勾配を持つ。赤色顔料を施した高杯の杯部が出土している。弥

生時代中期の時期であろう。

S KOll土壌 (Fig.63)

S KOll土墳は遺構群の中では北側に位置する。平面は隅丸方形に近い楕円形で長径1.2m、

短径0.9mを測る。深さ0.3mの床面に 2個の小穴を持つ。壁は垂直にたつ。赤色顔料を施した

弥生時代の高杯裾部の破片が出土している。

S K013土墳 (Fig.63)

S K013土壌は SKOll土塘の南東 3mに位置する。平面は長径1.8m、短径0.85mの長楕円形

で深さ0.15mと浅い。東壁に小穴がある。壁はほぽ垂直に近い。遺物は器台の体部の透し部分

と思われる土器片が出土。弥生時代後期の時期であろう。

S K014土墳 (Fig.63)

S K014土壌は遺構群の最南に位置する。平面は不整楕円形で長径108m、短径1.0mを測る。

西壁側に小穴を持つ。壁面は南側がレンズ状の断面で、北側はやや垂直気味にたつ。遺物は弥

生時代の聾の小破片が出土している。

S K015土墳 (Fig.63)

S K015土壌は SP003土墳墓の西 3mに位置する。長径101m、短径0.7mの不整楕円形で、深

さは0.2mと浅い。弥生時代の聾の小破片が出土している。
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3.遺物 (Fig.64・日， PL.30) 

原田遺跡では縄文時代~古墳時代の遺物が出土しているが、包含層からの出土や小破片が多

く、実測できた遺物は僅かである。

S J 001聾棺 (Fig.64， PL. 30 -4・5) 

上空は口縁部が打ち欠かれている。器体の最大径は胴部のやや上位にある。器体中位に刻み

目を施す三角形の突帯を 1条めぐらしている。器面調整は内外面ともハケ目調整である。下聾

は逆L字形の外反する口縁部を持つ。器体最大径は胴部のやや上位にある。胴部中央部にコ字

形の突帯を 1条めぐらしている。底部は平底である。器面調整は外面に縦ハケ目、内面は横ハ

ケ目、部分的にナデが施されている。

S J 002饗棺

。 40c澗

Fig.64 原田遺跡出土斐棺実測図
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咽原田遺跡

S J 002聾棺墓 (Fig.64， PL. 30ーか7)

上聾は口縁部が打ち欠かれている。胴部最大径は中央部にあり、断面三角形突帯を 1条めぐ

らしている。底部は平底である。器面調整は外面、内面ともハケ目調整である。下奮は口縁内

端がやや内傾するT字形である。器体は丸味を持ち、器体の中央部よりやや上位に胴部最大径

がある。口縁部下位に 1条と鯛部最大径に 2条のコ字形突帯をめぐらしている。底部は平底。

器面調整は外面上部~胴部まではナデ調整、下部はハケ目調整を施している。

聾 口縁部 1・2、底部 4はSR004祭杷遺構、 5はSR005祭杷遺構から出土した。

鉢 3はSR004祭杷遺構から出土した。

高杯 6・9はSR005祭杷遺構、 7はSK010土壌、 9はSK009土壌から出土した。

¥]] 
..~)~ 

1~~~~~I 

グ
f
dE

 2 ¥ トイ

6 

f.-/ 0'tJ 竺三コ
9 

¥ 0 
区二五ニニ~

20cm 

Fig.65 原因遺跡出土弥生土器実測図
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vm 原田遺跡

4.小結

多久市内で縄文時代の遺構が検出されたのは原田遺跡が初めてである。遺跡の南東120mにあ

る大工田遺跡では滑石粉末を混入した土器片が多量に出土しているが遺跡の広がりや遺構の性

格は不明であった。原田遺跡の SK012土壌の検出によって大工田遺跡の広がりを確認すること

ができた。また弥生時代は牟田辺遺跡に代表されるように中期の遺構や遺物はかなり資料を増

しているが、後期の遺跡はほとんど知られていなかった。原田遺跡をはじめ鴻ノ巣遺跡、撰分

遺跡など九州横断自動車道および東多久バイパス関係の調査によって歴史の空白部を埋めるこ

とができた。

〔参考文献〕

「東多久バイパス関係埋蔵文化財調査報告書」 佐賀県教育委員会 1984 

「二塚山」 佐賀県教育委員会 1979 

「九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報第5集」 佐賀県教育委員会 1983 
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咽原因遺跡
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区今出川A遺跡、

遺跡名:今出川A遺跡(略号 1MD) 

遺跡所在地:多久市北多久町大字多久原字大工田

89 



IX 今出川A遺跡

区今出川A遺跡、

1 .遺跡の概要

今出川A遺跡は天山山系の南、飯盛山(標高184m)山裾から延びた微高地上、標高33m前後

の水田に位置する。遺跡周辺には早くから確認されていた遺跡や九州横断自動車道に係る発掘

調査で明らかになった遺跡も多い。遺跡の北200mには犬工田古墳群があり、北100mには今出

川B遺跡、東200mに原田遺跡が存在していた。遺跡の南東300mには縄文時代中期~後期の土

器片が出土する大工田遺跡があり、西400mに野田姫古墳が存在する。

遺跡は今出川の東、国道203号の南側にあり、今出川の氾濫によって大小の離が流れ込み、僅

かに残った微高地上に縄文時代の遺物包含層と古墳時代の住居跡が存在した。縄文時代の遺物

は胴部に刻み目突帯が施された夜臼式土器の深鉢の小破片と思われ、石器は石鎌・石匙が出土、

付近に縄文時代晩期の遺跡があったようだ。古墳時代の住居は 3棟を検出したがSB001住居跡

とSB002住居跡は複合住居跡であった。 SB003住居跡は遺構の半分以上は削平を受けていた。

今出川A遺跡周辺地形図
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今出川A遺跡医

構遺2 

古墳時代の住居跡3棟のうち SB001住居跡、 SB002住居跡は複合住居跡で、 SB002住居跡

の中に SB001住居跡がすっぽり入った状態であった。 SB001住居跡と SB002住居跡の床面の

比高は約0.2mあり SB001住居跡が低い。 SB001住居跡の床面は全体に焼土と炭化木材が広が

S B002住居跡はSB001住居跡を拡張し、埋土によって床面り、明らかに火災を受けていた。

を造っていた。 SB003住居跡は住居跡の大部分が削平され、全体の形態は不明でるあが、 4m

前後の方形住居跡と考えられる。遺物はSB001住居跡で土師器の査、杯、器台が出土、 5世紀

S B003住居S B002住居跡では土師器高杯が出土、同時期であろう。初頭の所産と思われる。

6世紀の住居跡であろう。跡では土師器の査と須恵器の破片が出土、

S 8001住居跡 CFig.68， PL. 31 -2) 

S B001住居跡はSB002住居跡によって拡張されているため床面を残すのみである。床面

の平面は長軸4.8m、短軸4.4mを測り正方形に近い。壁に沿って幅0.1~0.15m、深さ O.lmの

溝をめぐらしている。北西壁の中央部と北東壁の中央部付近に 2個ず、つの小穴があり、深さ0.3

mを測る。柱穴であろう。中央部から南東部側に 4個の小穴があるが柱穴との関係は不明であ

る。 SB002住居跡が拡張される以前は約0.6mの深さを残していたようである。床面積は21.12rrr
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区今出川A遺跡

になる。

S 8002住居跡 (Fig.68， PL. 31 -2) 

S BOOl住居跡が火災で焼失後、壁側を拡張して造った住居跡である。平面は長軸5.7m、短

軸5.5mのほぼ正方形である。北東部で0.7m、北西部、南東部は0.5m、南西部は0.2m拡張し

ている。 SB001住居跡上部での床面は埋土と同じ土質であったため検出できなかった。床面が

残る拡張部での壁高は0.2mを残す。推定される床面の深さは中央部で0.4mと思われる。北東

と南東の壁外側に 2個ず、つの小穴があり柱穴であろう。床面積は31.35ばである。
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Fig. 68 今出川A遺跡SB001・SB002住居跡実測図
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S 8003住居跡 (Fig.69， PL. 32-1) 

S B003住居跡は SB002住居

跡の北 5mに位置する。住居跡

西側の大部分は削平され、東と

南の壁と 7個の小穴を残すだけ

である。住居跡の平面形は不明

であるが、残存する壁から方形

と思われる。東側に残る壁高は

0.25mを測る。 7個の小穴から

柱穴を特定することはできない。

3.遺物

今出川A遺跡から出土した遺

物は黒色土が堆積した包含層か

IX 今出川A遺跡

OlOO 

b句、

L ==34.00m 
ら縄文時代晩期の夜臼式土器や

条痕文土器の破片と石器がある。

古墳時代の住居跡からは砥石や

土師器の査などが出土している。

縄文時代の土器は小破片である

ため図を省いた。

物 修修級協
土器 Fig.69 今出川A遺跡SB003住居跡実測図

土師器 (Fig.70， PL. 33， 34-1) 

壷 1~3 は S BOO1住居跡床面から出土した。 6はSB002住居跡埋土中で出土、 8はSB

003住居跡床面からの出土である。 3は球状の体部にく字形の口縁部を持つ。底部はやや尖り気

味の丸底である。肩は張り、口縁部径より胴部最大径が大きい。口縁部はしまり気味に外反す

る。器面調整は口縁部外面は横ナデ、体部は縦ハケ目、下位は斜めハケ目。内面はナデ調整で

ある。 2は体部がやや偏平な球状で口縁部は外反し広がる。底部は丸底である。口縁部径が胴

部最大径よりも大きい。外面はへラミガキ調整。内面は横ナデ、底部はナデ調整。 3は体部が

球状でやや肩が張りく字形に外反する口縁を持つ。底部は丸底。口縁部径が胴部最大径よりや

や大きい。体部にススが付帯している。 6は体部が扇平な球状で口縁部は外反し大きく開く。

底部は緩やかな曲線の丸底である。胴部最大径より口縁部径が大きく浅鉢状である。調整は外

面がh ラミガキ、内面は口縁部が横ナデ、体部は横ハケ目、底部はナデ調整である。 8は短く

外湾気味に開く口縁部と、底部がやや尖り気味で球状の体部を持つ。胴部最大径が口縁部径よ
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区今出川A遺跡

りも大きい。頭部と底部が厚い。調整は外面の口縁部が横ナデ、体部は縦ハケ目、内面は口縁

部がハケ目、体部~底部はへラケズリ調整である。

杯 4はSBOOl住居跡床面で出土。底部は丸味を持ち、内湾しながら開く。磨耗が激しく調

整は不明である。

器台 5はSBOOl住居跡床面で出土。杯部は直線的に外反する。脚部も直線的に裾端部まで

外反する。くびれ部の穿孔は垂直である。

高杯 7はSB002住居跡埋土から出土した。杯底部は平坦で、体部はやや内湾気味に外反す

る。柱状部は中空で、裾部はく字形に開く。脚部下位に 3孔を穿つ。

。

94 

¥D. 
、、

7 

20cm 

Fig. 70 今出川A遺跡出土土師器実測図



石器 (Fig.71・72，PL. 34-2・3)

今出川A遺跡から出土した

石器は包含層で石匙が1点と

S B002住居跡哩土から砥石が

ある。

石匙 9は横長の剥片を素

O 

Fig.71 今出川A遺跡出土石匙実測図 l 

材とし、主要剥離面を残す。刃部の背にある大きなつまみ

が打癌痕を除去している。つまみにも刃部と同じ剥離を加

え、全面が刃部のように丁寧に剥離されている。石材に良

質のサヌカイトを用いている。縄文時代後期の石匙であろ

つ。

砥石 10は遺構検出中に 2点に折損した。 4面を使用し

たため中央部は細く擦り減っている。使用面以外に稜線部

は角を取るためか擦られている。使用時の擦痕は縦上下使

用が主であるが、部分的に斜めに使用の痕も残る。使用時

に一部が剥がれているが、剥がれた部分にも擦痕が残る。

粘板岩を用いている。表面に砂と鉄分が付着している。

ロi

区今出川A遺跡

5ω 

5ω 

Fig. 72 今出川A遺跡出土砥石実測図
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区今出川A遺跡

4.小結

今出川A遺跡は今出川の氾濫を幾度となく受けた水害の常習地帯であり、遺跡の立地条件は

かならずしも良いとはいえない。調査の結果、僅かに残った微高地を選び古墳時代前期の住居

を建てていた。古墳時代の住居跡は市内ではこれまで知られていなかった。今出川A遺跡の調

査以降、撰分遺跡、摺ケ本遺跡などで同時期の住居跡の発掘が続き、膨大な資料を得る結果と

なった。 SBOOl住居跡は火災住居跡であり、火災住居跡を拡張して SB002住居跡を建てたこ

となど興味深いものである。

〔参考文献〕

「塚堂遺跡 1j 福岡県教育委員会 1983 

「塚堂遺跡lIj 福岡県教育委員会 1984 

「塚堂遺跡田」 福岡県教育委員会 1984 

「西原遺跡」 佐賀県教育委員会 1983 

「九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報第 4集」 佐賀県教育委員会 1981 
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X 今出川B遺跡、

遺跡名:今出川B遺跡(略号 1MD-B) 

遺跡所在地:多久市北多久町大字多久原字柳原
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X 今出川B遺跡

X 今出川B遺跡、

1 .遺跡の概要

今出川B遺跡は天山山系の南、飯盛山(標高184m)山裾から延びた微高地、標高35m前後の

畑地と宅地に所在し、正確には多久市北多久町大字多久原字柳原にある。遺跡周辺には九州横

断自動車道に係る発掘調査を実施した遺跡も多い。南東220mに原田遺跡、南100mに今出JIIA

遺跡、北西150mに大工田古墳群などの遺跡が立地する。

今出川B遺跡は周辺の水田よりやや高い宅地と畑地の地下約 1mで検出した。調査区一帯は

今出川の上流からの氾濫を受けO.3~O.5mの円醸と土砂で埋っていた。遺構は不整形土墳と小

穴群であるが掘立柱建物跡や土壌墓、井戸などの遺構は検出できなかった。遺物は弥生時代の

聾の口縁部や底部、須恵器の杯、杯蓋、土師器杯、杯蓋などが主であったが、注目される遺物

として製塩土器といわれる内面に布痕がつく円筒形土器やふいごの羽口が出土した。遺物から

8~9 世紀の遺跡と思われる。

Fig. 73 
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今出川B遺跡周辺地形図



X 今出川B遺跡

2.遺構

今出川B遺跡での遺構はほとんどが小穴と不整形土壌であった。広い面積を持つ土壌は浅く、

小穴群も不整形で、遺構の性格を明らかにすることができなかった。

O 10m 
EニニEニニヨ

Fig. 74 今出川 B遺跡遺構配置図
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X 今出川B遺跡

3.遺物

今出川B遺跡で出土した遺物は弥生時代の聾や須恵器の杯査・杯・皿・土師器の杯・皿など

でほとんどが土壌や小穴群から出土した。石器は紡錘車が 1点出土している。

土器

弥生土器 (Fig.75， PL. 36) 

聾 1・2は逆L字形の口縁部を持つ。 1は口縁部の外側がやや下る。体部は内側にしぽみ

気味である。外面は縦ハケ目、内面はナデ調整である。 2は口縁部が平坦で、体部はやや外に

張る。外面は縦ハケ目、内面はナデ調整である。 3~9 は平坦な底部からやや外反しながら体

部に開く。 3~5 ・ 7 ・ 9 は外面縦ハケ目、内面ナデ調整、 6 ・ 8 は内外面ともナデ調整であ

る。

'. '. 

L I-.~ピダ

¥M. 

\ L~ 
Fig. 75 今出川B遺跡出土弥生土器実測図

須恵器 (Fig.76・77，PL. 37~40 ・ 42-53)

7 

' . .. 

'. '. 

20cm 

杯董復元口径13.O~ 18. 6cmを測る 17個のう ち 12~14 ・ 19 ・ 25の 5 点は天井中央部を欠損 し

ているがすべてつまみを持つものと思われる。1O~15 ・ 25は体部がやや丸味を持ち、内湾気味

1ω 



X 今出川B遺跡

に閉じ 10 ・ 14は口縁端部がく字形、 11~13 ・ 15 ・ 25は「噛」状になる。天井部に平らな擬宝

珠状つまみを有する。 16・17は天井部に擬宝珠状つまみを持ち、体部はやや丸味がある。口縁

端部は「鳴」状である。 18~20 ・ 22 ・ 26は天井部が平坦で、体部はやや外反気味に開く。 22以外は

口縁端部が「鳴」状である。天井部に擬宝珠状つまみを有する。 21・23は天井部が平坦で、体

部は緩やかに口縁部まで延びる。器高は 2咽内外である。天井部に小さなつまみを持つ。 24は

天井部が平坦で体部は段がつき、口縁部はく字形になる。天井部に擬宝珠状つまみを有する。

11・13・16・17・22はナデ調整。他はへラ切りとナデ調整、内面はすべてナデ調整である。

杯 27~36は高台を持つ杯である。底部は平坦で、体部は外反気味に開く。 29~31は体部下

位にへラ切りがみられるが、内外面ともナデ調整が施されている。 38~46は高台を持たない杯で

ある。底部は平坦で体部外面下位に丸味を持ち外反しながら開く。底部にへラ切り離しが残る。

皿 37は高台を持ち、 47~52は高台がない。 37は底部が平坦で体部は屈曲し外反しながら聞

く。底部に高台を持つ。 47は平坦な底部が体部下位で下がり、外反して開く 。 48~51は平坦な

底部で体部下位は丸味を持ち外反気味に開く。 52は平坦な底部で、体部下位は角を持ち外反気

味に開く。 48を除き、底部はへラ切り離し後、ナデ調整を施している。

壷 53は長頚査で蔵骨器に使用されたと思われる。肩部が張り体部との境は断面三角形に尖

る。肩部中央に断面三角形の貼り付け突帯が施され、頚部を除き、叩きの後、ナデ調整をして

いる。底部に高台をっくり出している。頚部や体部に自然粕が残る。

f 雫ミ ζ~\ ぷデ三L:込、
10 11 12 

/イ当:ニふ¥ ~ コト去、 f 号、
13 14 15 

~宇ミ\ ぷデ~ヒミ、
16 18 

/F二4 L三ミ当 ~、
19 20 

ζ 二 =f1 よミミ r-空 ----:;) 

22 23 

A三三ミヨ--ミミ、 ど三~、
26 。 20ω 

Fig.76 今出川B遺跡出土須恵器実測図
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Fig. 77 今出川B遺跡出土須恵器実測図
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土師器 (Fig.78・79，PL. 41・42-59・63・65・67)

杯 54~58 ・ 61 は高台を持つ。 59 ・ 60 ・ 62は高台を持たない。 54~56は平坦な底部から体部

下位は丸味を持ちゃや外反気味に開く。底部に高台を持つ。57 ・ 58 ・ 61は大形で器高も 5.4~6.1cm

と高い。底部は平坦で体部下位は丸味を持ち、外反して開く。底部に高台を持つ。へラ切り離

しが底部に残る。器内外面ともヨコナデ調整である。椀と呼ばれるものと同じである。 59・60

は底部は平底で体部は丸味を持ち、外反しながら関心外面は底部から体部下位までへラケズ

リ、体部~口縁部と内面は横ナデ調整。 62は底部が平底、体部は外反し外に開く。底部はへラ

切り離し。内外面とも横ナデ調整である。

皿 63は平坦な底部を持ち、体部下位は丸味がありやや外に開く。底部はへラ切り離し。体

部下位の丸味はへラケズリ。上位と内面は横ナデ調整をしている。 64は平坦な底部から体部は

外反し、外に開く。底部はへラ切り離し。内外面とも横ナデ調整をしている。

ふいご羽口 2点が出土したが、高温を受けているため破損が著しい。 65は復元すると外径

は長径6.3cm、短径5.9畑、内孔の長径3.5畑、短径2.7叩を測る。 66は外径7.1~7.6畑、内孔4.5畑

と丸い。

円筒形土器 67は内面に布目痕を持つ円筒形で約3分の lが残存した。製塩土器として使用

されたといわれている。復元すると口縁部下の最大直径は12.8cmを測る。下部は細まり尖底状

になると思われる。芯を抜き取ったあと口縁部を内側に押さえている。外面体部は指による押

圧のあとが残る。

こdc==::~4\ャd:~ ç=j:~ 

\~ LJ.CJ工J三」

三:::2 ç4巧イ\~

\-~d 7.3 γ一寸亡J.4

。 20crn 

Fig.78 今出川B遺跡出土土師器実測図
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Fig.79 今出川B遺跡出土ふいご羽口・円筒形土器実測図
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Fig.81 今出川B遺跡出土紡錘車実測図

石器 (Fig.81)

紡錘車直径5.5~5.7畑、厚さ 1.2cm、孔径O.8cmを測

る。縦、横、斜めの擦痕が残る。穿孔は両面からである。

片面に穿孔中途の跡が残る。



X 今出川B遺跡

4.小結

今出川B遺跡は今出川の氾濫を幾度も受け、遺跡の立地条件は悪いと考えていた。遺跡の範

囲は狭かったが、割とまとまりを持つ遺跡であった。 8~9 世紀の須恵器や土師器は、これま

で市内で出土した例はなく、今出川B遺跡の発掘によって膨大な資料を得た。特に内面に布目

痕を有する円筒形土器は製塩土器といわれ注目される。またふいごの羽口が2個出土し鍛冶が

行われていた事を立証した。今出川B遺跡の性絡は個的な遺跡ではなく公的な性格を持つ遺跡

との見方ができょう。

〔参考文献〕

「みやこ遺跡」 武雄市教育委員会 1986 

「茂手遺跡」 武雄市教育委員会 1986 

「肥前国府跡IIJ 佐賀県教育委員会 1981 

'n巴前国府跡illJ 佐賀県教育委員会 1985 

「筑後国府跡」 久留米市教育委員会 1986 

「太宰府条坊跡皿」 太宰府市教育委員会 1984 

「九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報第5集」 佐賀県教育委員会 1983 
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E 大工田古墳群

遺跡名:大工田古墳群(略号D1 K) 

遺跡所在地:多久市北多久町大字多久原字大工田
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E 大工田古墳群

1 .遺跡の概要

大工田古墳群は天山山系の南、飯盛山(標高184m)山裾から延びた微高地、標高38m前後の

宅地に所在し、正確には多久市北多久町大字多久原字大工田にある。遺跡周辺には早くから知

られていた遺跡や九州横断自動車道に係る発掘調査を実施した遺跡が多くある。東150mに今出

川B遺跡、 350mに原田遺跡、南東200mに今出IIIA遺跡、南西350mに野田姫古墳、南東450m

に大工田遺跡が所在する。

大工田古墳群はかなり以前から知られていたが、多久市教育委員会保管の遺跡台帳には、 4

基の古墳からなる古境群で、今回調査を実施した ST001、ST002古墳と北東約200mにある 3・

4号墳から成っていた。今回の調査中に 3・4号墳の確認を試みたが存在しなかった。昭和51

年2月調査の遺跡台帳には 3号墳の規模について横3.7m、長さ4.4m、羨道101mで腰石だけが

残っていたと記され、 4号墳は腰石 3個を残すのみの破壊古墳であったと報告されている。

11，". 

Fig. 82 大工田古墳群周辺地形図
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盟大工田古墳群

今回の調査でST001、ST002古墳の北20mの石塚の下に存在した古墳を ST005古墳とし 3

基の古墳が調査の対象となった。

2.遺構

S TOOl古墳 (Fig.84・85，PL. 43-2・44-1・2)

S T001古墳は宅地の一角にあり、樫の巨木が古墳を覆っていた。古墳には瓦離や廃材が山積

され、相当の破壊が予想された。墳丘や石室上部は破壊され、石室前面も道に使用され羨室の

約半分は削平されていた。遺物は玄室・羨室で須恵器杯、杯蓋、短頚査などの土器と管玉、耳

環の装身具、馬具、万子、鉄鉱などの鉄器が出土した。石室前面の道に使用されている土墳か

、

。

Fig.83 大工田古墳群遺構配置図

20m -
1ω 



刃大工田古墳群

らは須恵器杯、杯蓋、高杯、平瓶や土師器の高坪、短頚査が出土した。出土した遺物から 6世

紀後半の築造であろう。

墳丘人家の近くで、早くから破壊され、石室の周辺は宅地として使用されていたため、墳

丘は削平され、周溝も検出できなかった。

内部主体複室両袖型の横穴式石室である。主軸の方向を S40
0

Wにとり、南西に閉口する。

石室の上部は破壊されていたが、石室の遺存状況は良かった。石室の掘り方は馬蹄形で、残存

する主軸長は3.8m、奥幅3.7m、前幅2.6mを測る。深さは奥壁側でO.8m、羨室側でO.5mを掘っ

ている。石材は地元で今出川石と呼ばれている円礁の閃緑岩を用いている。玄室は中央長104m、

幅2.1mの横長の長方形である。袖石は円離を 2段積みしている。相石は長さO.7m、幅O.3mの

石を用い右側は小磯 2石で補っている。羨室は前面が破壊され長さは不明であるが残存する長

さは105m、幅107~ 1o 8mあり、羨室の幅は広い。羨道は除去されていた。玄室から羨室までは

O.1~O.3mの扇平な円離を選び敷石としていた。石室前面の遺物出土地点との距離は残存する

羨室の端から 3mを測る。

goo-∞
的

uH

A

UJOO.S¥O= I 

110 

Fig. 84 大工回古墳群STOOl古墳石室実測図
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酒大工田古墳群

石室前面祭杷遺構玄室奥壁から5.7m、羨室残存部から 3mの石室前面にある長さ 1075m、

幅101m、深さ O.6mの不整楕円形の土壌である。土壌内にはO.1~O.3mの円離が土壌上面に敷

かれ、須恵器杯、杯蓋、高杯、平瓶、土師器の高杯、短頚査が小破片で出土した。前庭部や墓

道と呼ばれる場所であり、 ST001古墳の被葬者に対する供養などが行われた祭肥遺構である。

L =37.50m 

万保ょ匂偽ぷ空開ぢ
E 
CUD 3 

rF、3 、ミミ

、‘ー、、、‘、、、

、

戸
川
匂
・

8
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， ， ， ， 

山O~ïlf:= 'l 
o 1m 

Fig. 85 大工田古墳群STOOl古墳石室前面祭把遺構実測図
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S 8002古墳 (Fig.86， PL. 45-1) 

S B002古墳は SB001古墳の東10mに位置し、宅地の一角、水田部との境に円形に残ってい

た。石室上部は破壊され、石室内は0.1""'0.2mの離が混入、敷石より上部で白磁椀や中世の土

師器杯が出土。敷石上で鉄万、鉄銀、万子、鉄斧、馬具が出土、羨道~石室前面で須恵器杯、

杯蓋、砲などが出土。遺物から 6世紀後半の築造と思われる。白磁などの遺物は鎌倉時代に追

葬または供養が行われたと考えられる。

墳丘 円形に残っていた盛土は上部が撹乱され、墳丘も削ぎ取られ規模は小さくなっていた。

残存する墳丘の直径は 8m、高さ1.5mを測る円墳であった。盛土は部分的に版築されていた。

葺石は施されていなかった。周溝は調査区内では検出できなかった。

山 OO.8i=i 

L=38.00m 

F
H
ω

∞・
8
5

Fig.86 大工田古墳群ST002古墳石室実測図
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内部主体単室片袖式の横穴式石室を有し、主軸方向を S20
0

Wにとり、やや南に開口する。

石室の掘り方は調査区域が限定され、確認できなかった。玄室の中央長は107m、幅107mのや

や歪んだ正方形である。袖石は長さO.8m張り出す。梱石は 1石を用いている。羨道は右側が玄

室からほぼ直線的に延び、左側は袖石に並び、長さ2.8m、幅は袖石部でO.9m、閉塞部で101m

とやや外に広がる。玄室内にはO.1~O.2mの扇平な離を用いて敷石を施している。羨道部~閉

塞部はO.3m前後の円離を用いて敷き詰めているが凹凸が目立ち、閉塞施設との区別は困難であ

る。石室の石組は今出川産の閃緑岩を用いているため不安定であるが石材の選定は厳しく、角

張った円離を多く用いている。片袖型の古墳は多久市では唯一のものである。

S T005古墳 (Fig.87， PL. 45-2) 

S T005古墳はST001古墳から北に25mの宅地の一部に所在し、北側は水田との境界となる。

水田や宅地から掘り出された醸や廃材が捨てられ、古墳と判断するのに時間を要した。 3基の

古墳のうち保存状況は最も悪かった。遺物は玄室内で須恵器杯、杯蓋、鉄鉱、万子が出土、羨

道~閉塞部では須恵器杯・杯蓋・短頚査・題・提瓶・土師器杯・杯蓋・高杯・瓦器椀が出土し

た。遺物から古墳の築造は 6世紀後半と思われる。

墳丘宅地の一部として利用されたため、墳丘は削平され、墳形および規模は不明である。

葺石、周溝とも検出できなかった。

内部主体腰石は玄室の右側壁から羨道までほぼ一線に並ぶのに対し、左側壁は腰石の一部

が動かされていたが、羨道部が狭くなることから梱石左の側壁腰石が袖石を兼ねていると思わ

れ、単室片袖型の横穴式石室と判断した。主軸方向を S31
0

Eにとり南西に開口する。石室の掘

り方は腰石部分だけを掘り込んでいる。玄室の中央長は108m、左側壁腰石が抜かれていたため

正確な幅はわからないが約105m前後であったと思われ長方形である。羨道部は長さ2.9mを残

し、幅は101~1o 2mを測る。相石は 2 石を用いている。敷石は玄室内にO.1~O.3mの扇平な離

を敷き詰めている。羨道では確認できなかった。

3.遺物

大工田古墳群の 3基の古墳から出土した遺物は古墳時代と鎌倉時代に限られる。古墳時代の

遺物には須恵器・土師器などの土器類、鉄剣・鉄鉱・万子・馬具などの鉄器類、管玉・耳環な

どの装身具がある。鎌倉時代の遺物は白磁椀・土師器杯・椀がある。

S TOOl古墳

遺物は玄室で須恵器杯・鉄鉱・万子・管玉・耳環が出土。羨室から須恵器杯・杯蓋・短頚査・

馬具・管玉・耳環が出土。石室前面から須恵器杯・杯蓋・蓋付高杯、平瓶、土師器杯・杯蓋・
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Fig. 87 大工田古墳群ST005古墳石室実測図
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高杯・短頚査が出土した。

須恵器 (Fig.89， PL. 46・47)

杯董 1・2・5は天井部がやや平坦で、体部は内湾気味に聞き、口縁部は直になる。 3・

4は天井部がやや平坦で、体部境に段を持ち、内湾気味に開く。 6は天井部が丸味を持ち、内

湾気味に開く。口縁部は直になる。 7は天井部が丸味を持ち、口縁部は外反する。内面に垂直

に尖ったかえりを持つ。 20は2と同じであるが高杯の蓋である。

杯 8は底部が平坦で、体部は内湾しながら開く。 9~19は受部を持つ杯である。 9~1l・

f「:~1 Ê~2 
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Fig.89 大工回古墳群STOOl古墳出土須恵器実測図
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17は底部が丸味を持つもの。 12~14はやや丸味を持つもの。 15 ・ 16 ・ 18 ・ 19は底部が平坦なも

のである。外面底部はへラケズリ、内面は横ナデ、ロクロナデの調整が施されている。

高杯 21は受部を持つ高杯で、杯部は厚い。外面は全体的に横ナデ調整である。

短頚壷 22は頚部が外反し、底部は尖り気味の丸底である。肩部から体部にかけてカキ目を

施し、肩部に櫛描列点文をめぐらしている。

平瓶 23は頚部が長く 1条の沈線を施し、口縁部は外反する。肩部から体部にかけてカキ目

を施す。体部下位から底部にかけてへラケズリが残る。

土師器 (Fig.90， PL. 48 -24・25)

高杯 24・27は杯部が内湾気味にたちあがり、口縁端部は丸味を持つ。脚部は太い。裾部は

緩く屈曲して広がる、内外面に赤色顔料を施す。 25・26は杯底部から体部は内湾気味に広がる。

杯部外面の体部中位に 1条の沈線を施し、段を持ちゃや外反気味に広がる。脚部~裾部は緩や

かに広がる。

短頚壷 28は肩部から外反気味に短くたちあがる口縁を持ち、肩部と体部の境に 1条の沈線

を施す。体部下位のへラケズリ調整が沈線状に残る。底部を欠く。

25 

。 20cm 

コFig. 90 大工田古墳群STOOl古墳出土土師器実測図

鉄器 (Fig.91・92，PL. 50-1・2)

鉄 錬 ST001古墳からは約40本の鉄鉱が出土している。 29~35は平根式、 36~41は尖根式で
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Fig. 91 大工田古墳群STOOl古墳出土鉄鉱実演u図
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ある。42""'64は鋒を欠く箆被部および茎部である。29""'33は平根方頭斧箭式で、鋒部最大幅2.4""'

3.7佃、鋒部最大長4.7""'10.1佃を測る。 34は平根長三角形式、 36""'40は尖根両丸造盤箭式で36・

38・39は闘がない。 37・40は闘を有する。 36は茎部に樹皮が残っている。 36・39は19叩以上を

測る。 41は片関片刃箭式である。 39・53・54・57は箆被部が聴箆被である。

万子 65""'69は残存長3.7""'11.8佃の万子である。 65・66・68は片関で肩側にあり、 67は闘が

智久、-1
V ヤ「こむ に ~ --ーご宅，

てゴ~~- ヘコ」し1
67 

動:

r:=:Jニゴ
10cm 02 

Fig. 92 大工田古墳群STOOl古墳出土鉄器実測図
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明確ではない。

馬具 70""75は鉄製の轡 1対分である。破損や腐蝕が著しく完全な形ではない。 70の立聞中

は71の鏡板の上部につき73の状態になる。 71に付着する衝は破損が著しいが環が残る。 72の引

手の鏡板と連結する環も欠損していた。立間中には 2子しがある。鏡板は楕円形で幅7.5""7.7cm、

高さ5.7""6.0cm、引手は残在長14.5佃を測る。

装身具 (Fig.93， PL. 52-2) 

耳環 76""79は胴芯銀張りで76は短径2.2cm、長径2.5cm、厚さ0.7cm、77は短径2.3側、長径

2.6冊、厚さ0.7畑、 78は短径2.25個、長径2.5畑、厚さ0.75咽を測る。 79は腐蝕が著しいが銅芯

金張りである。短径2.3畑、長径2.7畑、厚さ0.35佃と細い。 80・81は銅芯金張りである。とも

に短径2.0叩、長径2.15畑、厚さ0.6叩を測る。

管玉 82は長さ2.55cm、径0.9cm、孔径0.1""0.2cmを測る。 83は長さ2.45cm、径1.05冊、孔径

0.1 ""0. 25cmを測る。ともに片面から穿孔している。碧玉製である。

。000⑬ O 
(ffJJ) 76 ⑫ 77 ⑫ 78 f)) 79 

(/ffJ)80 ⑪ 81 

③ の 。 10cm 

82 83 Fig.93 大工田古墳群STOOl古墳出土装身具実測図

S T002古墳

遺物は玄室で鉄万・鉄鉱・万子・鉄斧・馬具が出土、玄室内の埋土から白磁椀・土師器杯が

出土。羨道~石室前面にかけて須恵器杯・杯蓋・高杯・題・長頚査が出土した。

須恵器 (Fig.94， PL. 48 -84・87・89)

杯董 84は天井部が平坦で、体部は内湾気味に聞き、口縁部は直になる。天井部はへラケズ

リ。体部と内面はナデ調整。

杯 85""87は受部を持つ。 85は底部が平坦なもの。 86は底部がやや丸味を持ち厚手である。

87は底部は欠損しているが全体的に丸味を持つ。 88は底部が平坦で体部は外反し開く。底部は

へラケズリである。

高杯 89は受部を持つ高杯で脚部下位と裾部を失う。杯底部は平坦で緩やかに開く。口縁端

部内面は水平でたちあがりは外反気味にたつ。
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Fig. 94 大工回古墳群ST002古墳出土須恵器・白磁・土師器実測図

題 90は頭部以上と底部を失う。肩部はやや張り気味で胴部は丸味を持つ。胴部に 1条の沈

線を有し、肩部との境に櫛描列点文を施す。

長頚壷 91は頭部と肩部、胴部の一部を残す。頚部は外反気味に聞き、肩部は張り、体部は

内湾気味である。

磁器 白磁椀が 1個出土している。

白磁椀 92は口縁部が外反し端部は水平である。体部内面下位に沈線状の段を持つ。高台は

外面を直に、内面を斜めに削り出し高い。外面体部下位の一部と高台の大部分は軸がかからな

い。柚は灰黄白色である。

土師器 (Fig.94， PL. 48 -93~95) 

杯 93"'95は底部が平坦で、体部外面下位に段を持つ。底部は糸切り離しで板目痕が残る。

鉄器 (Fig，95・96，PL. 51ー1・2)

鉄万 96は万身部分である。平造りで背は直線的である。残存長31.0畑、刃部最大幅3.7crn、

背部幅1.8咽を測る。 97は切先から万身部までの22.6畑、背は直線的である。切先は弧を描き鋭

く尖り、刃部は鋭角である。刃部最大幅3.0cm、背部幅0.5"'0.7cm、万身に木片が付着する。

鍔 98・99は卵形の無窓のものである。長さ7.7冊、幅6.5cm、厚さ0.4crn、孔の長径3.7cm、

短径2.5佃である。
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Fig.96 大工田古墳群ST002
古墳出土鉄器実測図
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。 10cm 

鉄釧 100は復元すると外径7.8cm、内径5.8叩、

幅1.0畑、厚さ0.5畑、断面は長方形である。 101は

外径8.2~8.6cm、内径6.4cm、幅0.9~ 1. 1cmになる

と思われる。厚さ0.3畑、断面は長方形である。

万子 102は残存長4.7cmの万子の刃部である。

最大幅1.3畑、背部幅0.2cmを測る。 103は万子の茎

部で木質が付着する。

鉄鎌 104~114は平根式の鉄鉱である。 104 ・ 110

は平根五角形式である。104は茎部に聴を持つ。110

は鋒の最大幅5.2畑、残存長15.3仰を測る大型であ

る。 105は平根三角形式の鎌である。 109・112は平

根両丸造柳葉式。111は平根平造変形菱形式。113・
114は平根方頭斧箭式になるものと思われる。 114

は鋒部下部に聴を持つ。 106~108 は三角形式か柳葉式になると思われる。 115は尖根両丸造撃箭

式で関を持つ。 116~123は箆被部および茎部である。 119 ・ 121 は茎部に木質が残る。 121は断面

が丸形である。

馬具 124~127は轡の衡の一部であろう。 124 ・ 125は環と環が連結した状態である。

鉄斧 128は無肩式の鉄斧である。刃部は弧状である。袋部の断面は長軸3.7cm、短軸2.7cmの

長方形に近い。合せ目は中央にある。長さ 12.4cm、刃部幅4.1cmの完形である。
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S T005古墳

遺物は玄室内で鉄万・鉄鉱が出土し、羨道~閉塞部で須恵器杯・杯蓋・高杯・短頚壷 .NJ・

提瓶・土師器杯・杯蓋・高杯・瓦器椀が出土した。

須恵器 (Fig.97， PL. 49 -132 .134 ・ 138~141)

杯董 129・130は天井部が平坦で体部と口縁部の境に段を持ち外反気味に開く。131は天井部~

体部はやや丸味を持ち、体部と口縁部の境に段を持ち内湾気味に開く。 132・133は天井部が丸

味を持ち、体部に沈線状の段を持つ。 132の口縁部はやや外反し、 133の口縁部は内湾気味であ

る。 2個とも小形である。 134は天井部が平坦で体部は内湾気味に開く。 6個とも天井部はへラ

ケズリ、体部は横ナデ、内面は横ナデおよび不定方向のナデ調整である。 134の内面天井部に叩

きの痕がある。

杯 135""137は受部を持つ杯である。底部はやや丸味を持ち、体部は内湾気味に聞き、口縁

部は外反し水平である。外面底部~体部はへラケズリ、体部~口縁部は横ナデ、内面の口縁部~

体部は横ナデ、体部~底部は不定方向のナデ調整である。

高杯 138は杯部が丸味を持ち、口縁部は外反し尖り気味に開く。脚部下位に段を持ち、裾部

は水平な面から屈曲し内湾する。体部と脚部にカキ目、杯底部に櫛描列点文を施している。

短頚壷 139は肩部から外反気味に短くたちあがる口縁部を持つ。肩部にカキ目、底部はへラ

ケズリである。

l!i 140は外反した口頭外面に 1条の沈線を持ち段がつく。頚部下位に 2条の沈線を持つ。体

部は丸味がなく上位に l条の沈線を持つ。底部は平底気味である。頚部に櫛描波状文、肩部に

櫛描列点文をめぐらしている。

提瓶 141は肩部から頚部へく字形を描き口縁部は外反気味である。 142は肩部から頚部がや

や直にたつく字形である。 2個とも肩部に耳がつき、左右対称である。

土師器 (Fig.97， PL. 49 -145) 

杯蓋 143は天井にへラミガキを施し丸味を持つ。体部は屈曲し段を有する。口縁部は外反気

味に広がる。

杯 144は受部を持つ杯で底部は丸味を持ち、体部はやや内湾気味に開く。口縁部は水平受部

となり、外反気味にたちあがる。

高杯 145は杯部内外面にへラミガキ、脚部と裾部はへラケズリで脚部内面を除き赤色顔料を

施す。杯部はやや外に聞き気味である。

瓦器 (Fig.97)

椀 146は高台を持つ椀で体部は下位で屈曲し、内湾気味に開く。内外面とも横方向にへラミ

ガキ、内面はへラミガキの後にナデ調整を施す。高台は比較的小さく低い。内外体部上位から

外面口縁部は灰黒色である。
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鉄器 (Fig.98， PL. 52-1) 

鉄万 147は万身の一部を残す鉄万の柄である。聞から 3叩の柄中央部に目釘孔がある。平造

りで背は直線的である。万身の残存長8.5cm、刃部最大幅3.4cm、背部幅0.6cm、柄の残存長10.，0叩、

幅1.5----2.2佃、厚さ0.3cmを測る。

鉄鎖 148は鋒部を欠失しているが平根式の三角形式で逆刺を持つ腸扶式である。茎部に聴を有

し木質を残す。 149は平根三角形式で茎部に椋を有する。 150----157は尖根式両丸造撃箭式で8点

とも闘を有する。 153は茎部に腕を持つ。 150----152は茎部に木質が付着している。

: 154 

'156 

。 10ω 

aQ147 Fig. 98 大工田古墳群ST005古墳出土鉄器実測図
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10 

Fig. 99 大工田古墳群古墳出土須恵器へラ記号拓影(1/1)
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85 

Fig. 100 大工回古墳群古墳出土須恵器へラ記号拓影(1/1)
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4.小結

大工田古墳群は市内では数少ない平野部に立地する古墳である。 3基とも宅地内にあり、石

室はかなり破壊されていたが、遺物は良好な状態を保っていた。石室に今出川産の閃緑岩の円

礁を用いていたことは興味深い。 STOOl古墳は石室前面に祭肥遺跡が残り、墓前祭というべき

風習の存在を確認した。 ST002古墳は鎌倉時代に追葬または供養と思われる遺物が出土した。

S T002・ST005古墳は市内唯一の片袖式の石室を有し注目される。大工田古墳群は多久市内

に散在する古墳群の中で明らかな違いがあり、市内の古墳文化を解明する上で貴重な資料とな

るものである。

〔参考文献〕

「九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報第5集」 佐賀県教育委員会 1983 

「金立開拓遺跡」 佐賀県教育委員会 1984 

「ガランドヤ古墳群」 日田市教育委員会 1986 
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XII 十井手遺跡

遺跡名:十井手遺跡(略号JU I) 

遺跡所在地:多久市南多久町大字下多久字十井手
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XII 十井手遺跡

遺跡の概要

十井手遺跡は多久盆地のほぼ中央に位置する坊山(標高103m)の北、標高70mの小高い山か

ら南に延びた標高35~39mの低丘陵地、多久市南多久町大字下多久字十井手に所在する。遺跡

周辺にはこれまで多くの遺跡が確認されている。西800mに尖頭器や醸器が出土する長尾松隈遺

跡、南西1200mには縦長剥片、石核、尖頭器が出土、昭和58・59年度調査を実施した長尾開拓

遺跡がある。北東900mには今出川A遺跡や大工田古墳群などの遺跡が所在する。南600mに高

野神社石棺墓、南東500mに中小路古墳、 800mに中小路増富遺跡が所在する。

十井手遺跡は雑木林であったが、昭和40年頃、果樹園に開墾され、ナイフ形石器や尖頭器・

石鉱・剥片などの遺物が表面採集されたことから遺跡の存在が明らかになった。

十井手遺跡の調査は 4ヵ所の調査区を設定し、遺構の検出を試みたが遺構は検出できなかっ

た。遺物はナイフ形石器・三稜尖頭器・尖頭器などの旧石器時代の石器と石鍍・石匙・石錘・
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xn 十井手遺跡

磨製石斧など縄文時代の石器、縄文土器片が出土した。遺物を層序でとらえるため 5cm堀り

を実施したが、傾斜面のため、遺物・土層とも流れ、正常な層とはいえない。

。 50m 
ヒニ=

Fig. 102 十井手遺跡調査区位置図

Fig. 103 十井手遺跡3区東側土層図

L =38.90m 

ドミミプーへ一一一二一~一一一一二二=1ー
ーーー一 一\ー-一~~ 11 
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Fig. 104 十井手遺跡4区西側土層図

Tab.5 十井手遺跡土層土質表

2m 

ダ
L =37.00m 

3 区 東 倶リ 土 層 4 区西側土層

I層 表 土 表 土

II層 黄褐色砂粒混入土 (遺物包含層) 茶褐色腐植土

III層 茶褐色砂粒混入土 (遺物包含層) 暗褐色砂粒土

IV層 黄褐色粘質土 (遺物包含層) 褐色粘質土

V層 黄褐色砂粘土 (遺物包含層) 黄褐色粘質土

VI層 黄褐色粘土 黄赤褐色粘土

刊層 灰白色粘土 赤褐色粘土
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2.遺物

旧石器時代 (Fig.105・106，PL. 55-1・2)

台形様石器 2点が出土した。 1は不定形の横長の剥片を素材とし、表面からのプラ ンティ

ングによって打癌を除去し、一方のプランティングを主要剥離面から施し、断面は菱形状にな

る。 2も不定形横長剥片を用い、表面からのプランティングで打癌を除去しているが、打溜の

一部を残している。黒輝石製。

ナイフ形石器黒耀石とサヌカイト製の 2点が出土した。 3は刃部を欠失しているが、縦長

の剥片を用い、プランテイングによって打癌を除去している。 4はサヌカイトの縦長剥片を素

材とし、主要剥離面から大きなプランティングで二側辺を加工し基部を作っている。断面は三

角形である。

三稜尖頭器 5はサヌカイトの縦長剥片を素材とし、主に二面加工であるが主要剥離面の加

工は打面、打癌を除去するためであろう。

尖頭器 6 ~10の両面加工の尖頭器 5 点が出土している。 7 ・ 10は多久の尖頭器の特徴的形

態である圭頭形に類似し、薄手である。

縄文時代

石器 (Fig.107・108，PL. 55-3・4)

石鯨 1区で 7点、 2区で 2点、 3区で10点の計19点が出土。石材別には黒輝石11点、サヌ

カイト 8 点となり、他の遺跡に比べサヌカイト製石鍍の割合が高い。 11~15は黒耀石製。 16 ・

17はサヌカイト製である。

石匙 18はサヌカイト製の横長剥片を素材とした石匙である。つまみと背部に磯面を残し、

打癌を残す。刃部にだけ両面加工を施す。

石錘 19は楕円形の砂岩円擦を素材とした石錘である。長軸方向に0.2cmの溝上を一周刻んで

いる。重量110g。

磨製石斧 20は全面研磨の磨製石斧である。刃部は左右対象となり扇平である。蛇文岩製。

土器 (Fig.1ω，PL. 55-5) 

土器片は総数344点が出土した。 一 ー

調査区別では 1 区171点、 2 区1~ーも ? 
点、 3区107点、 4区5点になる。鴨苦 皆川

ほとんど小破片であるため時期

を決定できるものは少なかった。 D

~-w 
ぷコ 2 

も4
Cコ 3

0 
ヒニE二コ

縄文時代の土器と判断できるも Fig. 105 十井手遺跡出土石器実測図
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Fig. 107 十井手遺跡出土石鍍実測図

10cm 

のは36点だけである。復元できるもの

はI点もなかった。図示したものは 8

点である。時期は器形が不明なため決

定できないが、文様や口縁部から中期

の阿高式土器と晩期の土器片と思われ

る。 21は深鉢の口縁部である。口縁部

は外反し、内面に 2条、外面に 3条の

19 沈線を持つ。22は浅鉢の口縁部である。

23・24は深鉢の頚部である。同一個体

と思われる。 25は浅鉢の口縁部下位の

破片である。 22と同一個体であろう。

26-----28は深鉢の胴部上位である。渦巻

文 ・渦巻文と平行線文が組み合わされ

たもので阿高式土器の一文様である。

21・22・25が 1区で出土。 23・24は4

区で出土。 26-----28は3区で出土した。

Fig. 108 十井手遺跡出土石器実測図

134 



、湾~~:;れ;却、 手
行ド!可!よ~~~I '~.':・ ，~ .~.. ， .T')IIIV' 

21 

25 

~句ザ 27

XII 十井手遺跡

22 

， ， 

， 〆勺~ギヂペ3

5 4税務f;杭't~:;.味:
が~... 旬、

イ~.主治噛

￥ 島伊ザ吟吟、;冷雪

守.' "'i" 

J4J28  

。 10佃

Fig. 109 十井手遺跡出土縄文土器実測図
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苅十井手遺跡

3 .小結

十井手遺跡は旧石器時代~縄文時代の遺物が出土したが、特に層序的に遺物をとらえるため

に5咽掘りを行った。多久の尖頭器文化の編年が現在まで空に浮いた状態であり、縄文草創期

または縄文時代の石器との説を論ずる研究者も多い。尖頭器が出土する遺跡の大部分はサヌカ

イト原石の原産地であり、石器製作所跡的要素が多い。原産地でなく尖頭器以外の石器が出土

する遺跡で層序的に遺物を把握することが急務であり、十井手遺跡はその条件を備えていた。

調査の結果、ナイフ形石器や台形様石器、尖頭器が出土したが、点数も少な く、縄文時代の遺

物も混入し、目的を達するに至らなかった。縄文中期の阿高式土器の出土は市内で2例目であ

り、貴重な資料を提供した。

〔参考文献〕

「上場の文化財 1J 佐賀県教育委員会 1981 

「後川内遺跡群IIJ 唐津市教育委員会 1984 

「茶園原遺跡 1J 多久市教育委員会 1979 

「茶園原遺跡IIJ 多久市教育委員会 1980 

「佐賀県多久三年山における石器時代の遺跡」 杉原荘介ほか 1983 

「石原員塚・西和田貝塚」 字佐市教育委員会・大分県教育委員会 1979 
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xm撰分遺跡、

遺跡名:撰分遺跡(略号ERB)

遺跡所在地:多久市多久町字環町字湯町
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皿撰分遺跡

xm 撰分遺跡、

1.遺跡の概要

撰分遺跡は多久盆地の西の壁にあたる八幡岳(標高763m)、船山(標高685m)から東に延び

た横峰山(標高229m)の東側山裾、撰分台地の先端~低地の水田、標高21"'-'23mに位置し、正

確には多久市多久町字環町、字湯町ば所在する。遺跡の南に牛津川、北には山仁田川、中通川

が流れ、遺跡の東300mと500mで合流し、牛津川となる。河川流域には30"'-'100mの丘陵があり、

丘陵上には多くの遺跡が立地する。旧石器時代の遺跡としては圏内最大規模といわれ、両面加

工の大形尖頭器が出土する茶園原遺跡をはじめ下鶴遺跡、東ノ原1630番地遺跡、三年山遺跡な

どの多久石器遺跡群は南に600"'-'1000mの距離に所在する。遺跡の東300mからは天治元年(1124)

銘の経簡が出土した山崎経塚、 900mには多久最西限の古墳といわれ、約10基の古墳が築造され

た山崎古墳群が所在する。 1300mには長尾玉ケ淵遺跡があり弥生時代中期の聾棺が出土してい

る。北東1500mに長尾開拓遺跡、南西2200mには山王遺跡など九州横断自動車道に係る発掘調

査を実施した旧石器時代の大規模な遺跡が所在する。

撰分遺跡の存在は早くから知られ、尖頭器や石鎌が表面採集されていた。昭和55年には九州

横断自動車道路線の南側で耕地整理事業が実施され、路線と境界になる水路の工事中、弥生時

代の住居跡と賓棺墓が出土した。

撰分遺跡の調査で検出した遺構は弥生時代~江戸時代までの各時期におよび、遺物は旧石器

時代や縄文時代の石器・土器が出土した。遺跡西側の丘陵地は主に旧石器時代や縄文時代の遺

物が出土。弥生時代の遺構は東側の低地で大溝や住居跡を検出。要棺墓は東側から中央部に集

中した。古墳時代の住居跡は東側から中央部に集中し、弥生時代の遺構と部分的に複合した。

平安時代~鎌倉時代の遺構は中央部から西側の丘陵地裾部まで広がっていた。室町時代~江戸

時代の遺構は西側丘陵地の裾部に限られた。

遺物は旧石器時代のナイフ形石器・尖頭器・細石核・細石刃などが出土した。縄文時代の遺

物は晩期土器片や石鎌が出土。弥生時代の遺物は磨製石斧・石包丁・紡錘車・砥石などの石器

と聾・査・高杯・器台・支脚などの土器類が出土した。古墳時代の遺物は土師器聾・査・杯・

高杯などが出土。平安時代~鎌倉時代の遺物は青磁椀・土師器杯・皿が出土。室町時代~江戸

時代の遺物は輸入磁器や国産の陶器・磁器・聾・瓦などが出土した。遺物の総数は遺物収蔵用

コンテナ約400個にもおよぶ膨大な量になる。
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Fig. 110 撰分遺跡周辺遺跡分布図

1 .大工回遺跡

2.原因遺跡、

3 今出川A遺跡、

4 .今出川 B遺跡

5.大工回古漬群

6.中小路古演

7.中小路増寓遺跡

8.牟田辺遺跡

9.十井手遺跡

10.八天山遺跡

11.長尾松限遺跡

12.長尾開拓遺跡

13.長尾遺跡

14.瓦川内広平遺跡

15.長尾玉ヶ沸j遺跡

16.陣ノ辻遺跡

17.湯端遺跡

18.経ノ峰遺跡

19.山崎古墳群

20.山崎経塚

21.撲分遺跡

22.下鶴遺跡

23.茶園原遺跡

24.東ノ原1630番地遺跡

25.三年山遺跡

26.西ノ原遺跡、

27.山王遺跡

XIII撰分遺跡

ロ1
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xm 撰分遺跡

2.遺構

住居跡

撰分遺跡での住居跡は調査区の東側~中央部に集中した。時代別には弥生時代の住居跡が8棟、

古墳時代の住居跡が16棟の計24棟を検出した。住居跡の一部は路線用地の境界にあり、完掘で

きない住居跡もあった。住居域は調査区の南北に広がることが予想される。

S 8003住居跡 (Fig.113)

S B003住居跡は遺跡の東の南側境界部にあり、昭和田年の耕地整理事業の水路工事中に確認

されていた住居跡である。住居跡

の中央部は工事によって削平され、

残る南側は路線用地外に広がるた

め全面発掘はできなかった。平面

は北壁側4.20m、西壁側の残存長

3.90m、水路南側の断面部までの

2.50mを合わせ6.40m以上の長方

形の竪穴式住居跡である。床面ま

での深さO.32m、西壁側に幅1.lm、

床面との比高差O.lmのベット状遺

構を持つ。柱穴は検出できなかっ

た。遺物は埋土と床面から聾が出

土した。遺物から弥生時代中期後

半の住居跡であろう。

S 8004住居跡(Fig.114，PL. 57 -2) 

S B004住居跡は調査区の北東に

あり、住居跡の大部分は路線用地

外に広がり全面発掘はできなかっ

た。 SB005住居跡に南壁側を切ら

れていた。平面は中央部の東西の

壁聞は4.0mあり、方形に近い竪穴

式住居跡であろう。床面までの深

グ
¥)> o 

ゐ
~ @ρ 

L =21.50m 

日珍タ物 m

Fig. 113 撰分遺跡SB003住居跡実測図
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皿撰分遺跡
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Fig. 114 撰分遺跡SB004・SB005住居跡実測図
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皿撰分遺跡

さO.17mを残す。南側の浅い土壌は炉跡と思われる。中央部の西にある深さO.27mの小穴は柱

穴の 1個であろう。埋土から弥生時代中期の土器が出土した。

O 

O 
οP6 

。
P70eJ9 

P2 

L =21.50m 

修援珍級協タZEm
Fig. 115 撰分遺跡SB006住居跡実測図
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xm撰分遺跡

S 8005住居跡 (Fig.114， PL. 57-2) 

S B005住居跡はSB004住居跡の南にあり、 SB004住居跡を切っている。平面は長軸を東西

にとる長方形の竪穴式住居跡である。長軸5.20m、短軸4.50m、床面までの深さ0.30mを測る。

壁はほぼ垂直に立ち壁高0.25mを残す。南壁下の中央部に長軸0.70m、短軸0.60m、深さ0.18

mの土墳があり貯蔵穴であろう。住居跡中央部に炉跡を配置している。小穴は 7 個あり、 Pl~

P 4 は深さ 0.46~0.49mあり主柱穴と思われる。遺物は床面から土師器杯が出土した。

S 8006住居跡 (Fig.115， PL. 58-1) 

S B006住居跡は SB005住居跡の南西に隣接し、平面は長方形に近い不整形の竪穴式住居跡

である。長軸7.50m、短軸5.10m、床面までの深さ0.16mを測る。北側に床面より0.08m高い

床面があり、別に住居跡が存在したとも思われる。中央部やや東側に 2個の焼土穴があり炉跡

であろう。 P1~P7 の 7 個の小穴は深さが床面から 0.40m以上あり柱穴に関係すると思われ

る。遺物は弥生時代後期の聾が出土している。

S 8007住居跡 (Fig.116， PL. 58-2) 

S B007住居跡は SB005住居跡の西10mにあり、住居跡の北壁側は削平され、南壁側の一部
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皿撰分遺跡

もSB028住居跡に切られている。平面は東西の長軸7.0m、南北の残存する短軸4.10mを測る

長方形の竪穴式住居跡である。東壁は垂直に立ち0.30mの壁高を残す。住居跡中央部にある0.90

mの隅丸方形の土墳が炉跡であろう。南壁側の土壌は貯蔵穴と思われる。壁面および住居跡内

にある32個の小穴から柱穴を特定することはできなかった。南側の壁面に残る焼土穴は SB028 

住居跡の炉跡である。遺物は埋土から弥生時代中期の斐が出土、床面から二重口緑を持つ土師

器査が出土した。遺物から古墳時代前期の住居跡と思われる。

円
、

H
N
]
{

・印()ヨ

命。O

o 

。J

L =21.50m 

L =21.50m 

Fig. 117 撰分遺跡SBOI0. S B022. S B023.住居跡実測図
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xm撰分遺跡

S 8010住居跡 CFig.117， PL. 59-1) 

S BOI0住居跡は SB022・SB023住居跡と複合し、調査区東部の南側にある。 SB022住居

跡を切り、 SB023住居跡に切られている。北東側の壁と北西側の壁を残し、平面は北東5.75m、

北西6.0mを測る正方形に近い竪穴式住居跡である。壁はレンズ状の断面になり、床面までの深

さ0.18mを測る。北西壁の両隅に 1個ず、つの小穴を持つが柱穴との関係は不明である。遺物は

床面から土師器高杯が出土した。

S 8022住居跡 CFig.117， PL. 59-1) 

S B022住居跡は SBOI0. S B023住居跡と切り合う複合の住居跡である。 SB010住居跡内

に入った状態で、 SB010住居跡の床面より 0.08m低い床面を持つ。 SBOI0 • S B023住居跡に

切られているため住居跡の規模は不明であるが、平面は長軸5.90m、短軸3.90m以上の長方形

の竪穴式住居跡と思われる。遺物は土師器婆が出土した。
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Fig. 118 撰分遺跡SB012住居跡実測図



Xsl撰分遺跡

S 8023住居跡 (Fig.117， PL. 59-1) 

S B023住居跡は SBOlO • S B022住居跡の南側にあり切り合う。 SB010住居跡に切られ、

南東壁長5.35m、南西壁長5.53mと北東・北西の壁の一部を残し、平面は方形に近い竪穴式住

居跡と思われる。壁はレンズ状になり明瞭ではない。住居跡の床面は0.22mの深さあり、 SB

022住居跡の床面より 0.08m高い。住居跡内の小穴と柱穴の関係は不明である。遺物は土師器杯

が出土した。

S 8012住居跡 (Fig.118， PL. 59-2) 

S B012住居跡は調査区の東部の中央、 SB010住居跡の西15mの距離にある。平面は長軸を

南北にとり 6.74m、短軸5.42mの長方形の竪穴式住居跡である。残存する壁高は0.20~0.22m

を測り、垂直に近い。南壁側~東壁側に幅0.95~ 1. 07m、床面との比高0.05mの L字形のベッ

ト状遺構を持ち、西壁側から南西隅の貯蔵穴に流れ込む溝と、南側のベット状遺構周辺から東

壁中央部の貯蔵穴に流れ込む溝を有する。住居跡中央部の焼土穴は炉跡であろう。柱穴は住居

跡内に 4 個あり、柱聞は3.30m、 2.80m を測る。壁面にも 1 辺に 2~4 個の小穴が残り、 1 辺

に 4 個ずつ柱穴があったと思われる。住居跡内の柱穴は床面から0.21~0.36mの深さである。

埋土は黒褐色で、床面に炭火木材が残り、火災を受けた住居跡と思われる。南側のベット状遺
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Fig. 119 撰分遺跡SB015住居跡実測図
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構の下に口緑部を下に向けた完形の二重口緑を持つ土師器査が出土し、貯蔵穴から土師器杯・

高杯・床面から壷が出土した。遺物から古墳時代前期の住居跡である。

S 8015住居跡 (Fig.119， PL. 60-1) 

S B015住居跡は SB012住居跡の南25mの調査区最南にある。 SD016溝に南壁側を切られ、

平面は北壁と柱穴から復元し、東西軸4.0m、南西軸3.20m前後の長方形の竪穴式住居跡と思わ

れる。床面の深さはO.10mを測る。北壁側中央部の焼土は炉跡であろう。 8個の小穴のうち P

1~P3 はO.15~O.40mの深さを持ち柱穴と思われる。住居跡内の S K019土壌に 1個は切られ

ていよう。遺物は土師器鉢が出土している。古墳時代の住居跡と思われる。
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Fig. 120 撰分遺跡SB020住居跡実測図
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S 8020住居跡 (Fig.120， PL. 60-2) 

S B020住居跡は SB012住居跡の北西 6mにある弥生時代後期の住居跡である。平面は東西

の長軸5.82m、短軸5.12mを測る長方形の竪穴式住居跡である。床面の深さは0.12~0.22m を

測る。南壁側に長さ1.20m、幅0.70m、深さ0.17mの土壌があり貯蔵穴であろう。 7個の小穴と

柱穴の関係は不明である。貯蔵穴北側の焼土と炉跡の関係も不明である。弥生時代中期のSD

024溝を切っている。床面から査の口緑部が出土した。

S 8027住居跡 (Fig.121， PL. 61 -1) 

S B027住居跡は SB020住居跡の南 1mに隣接する弥生時代中期の住居跡である。平面は南

北の長径5.20m、短径4.0mを測る楕円形の竪穴式住居跡である。床面の深さ 0. 1O~0.19m を測

る。東壁側に長径0.80m、短径0.62m、床面からの深さ0.36mの貯蔵穴を持つ。住居跡中央部

付近の浅い土壌は炉跡であろう。住居跡内の 6個の小穴と柱穴の関係は不明である。埋土に多

量の土器片が含まれ、床面直上から出土した聾は弥生時代中期中葉の時期である。
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Fig. 121 撰分遺跡SB027住居跡実演u図

S 8028住居跡 (Fig.122， PL.回一2)

S B028住居跡は調査区の東側にあり、 SB007住居跡を切っている。 SB007住居跡とは埋土
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の土質が同じであったため遺構検出面での切り合いは確認できなかった。平面はやや南北方向

に長軸をとり 5.38m、短軸4.62mを測る長方形の竪穴式住居跡である。住居跡上面は削平され、

住居跡中央部での床面の深さは0.10mを残す。南側壁面から北側壁面の中央部に幅約1.0mのL字

形のベット状遺構を持ち、北西壁側中央部に長さO.72m、幅0.65m、深さ0.25mを測る貯蔵穴

を狭み、約1.25m四方のベット状遺構を持つ。床面との比高は約0.10mである。 SB007住居跡

壁面にある焼土穴は SB028住居跡の中央部にあたり炉跡である。ベット状遺構と壁面の聞に幅

0.10m、深さ0.07mの溝がそれぞれ北西壁下と南西壁下に延びる。住居跡内の約20個の小穴と

往穴との関係は不明である。遺物は土師器破片が床面から出土した。遺物から古墳時代前期の

住居跡と思われる。
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E 撰分遺跡

面はO.l4~0.20mの深さを測る。南壁中央部に長軸0.58m、短軸0.35m、深さ 0.45mの長方形の貯

蔵穴を持つ。住居跡中央部にある長軸0.75m、短軸0.63m、深さ0.0仇nの穴は炉跡と思われる。

住居跡内の小穴と柱穴の関係は不明である。住居跡の床面直上で聾が出土した。

o (o) 。
盛

SB005 

Fig. 123撰分遺跡SB029住居跡実測図

S 8059住居跡 (Fig.124， PL. 62-1) 

L ==21.50m 

S B059住居跡は調査区の中央部よりやや東側にあり、 SB029住居跡の西4mにある。平面

は南北方向の長径7.04m、短径6.58mを測る円形に近い楕円形の竪穴式住居跡である。壁は垂

直に立ち残存壁高0.12mを測る。住居跡内には14個の小穴があり、床面からの深さはP2が0.41

m、P4 -0.38m、P5 -0.56m、P6 -0.48m、P9 -0.53m、P10-0.41m、Pll-0.46

m、P12-0.40mとなる。残る 6個は0.30m以下である。住居跡中央部に長軸0.40m、短軸0.20

mの扇平な石が配置されていた。埋土から弥生時代中期中葉の聾が出土した。 P1、P2の北

側に長軸1.20m、短軸1.09mの不整形土壌が掘られ、 2基の小児用聾棺墓が埋葬されていた。

聾棺墓の墓墳は遺構検出面では確認できなかったが、住居跡床面から出土した土器と聾棺墓の

時期の差はなく、 SB059住居跡を放棄した直後に聾棺墓が埋葬されたと考えるのが妥当と思わ

155 



:xm撰分遺跡

れる。
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Fig. 124 撰分遺跡SB059住居跡実測図

S 8060住居跡 (Fig.125， PL. 62-2) 

S B060住居跡は SB059住居跡の北西 2mに隣接する。平面は中央部がやや幅広い長方形の

竪穴式住居跡である。東西方向の長軸5.55m、短軸の中央部3.07m、幅が狭い東の短軸2.25m、

西の短軸2.60mを測る。住居跡の深さは中央部でO.18mを測り断面はレンズ状に近い。中央部

に長軸O.80m、短軸O.70mの凹地状の土墳があり炉跡とも考えられる。遺構内に 7個の小穴が

あるが、柱穴との関係は不明である。埋土は全面が黒色であり、埋土中に含まれていた遺物も

黒色である。住居跡以外の遺構とも考えられ、土器焼き場の可能性もある。遺物は埋土から弥

生時代中期の聾が出土した。

S 8061住居跡 (Fig.126， PL. 63-1) 

S B061住居跡は調査区の中央部から北東にあり、 SB060住居跡の北 1mに隣接する。東か
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Fig. 125 撰分遺跡SB060住居跡実測図
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ら西に延びる弥生時代中期の SD024溝を切り、北西隅を鎌倉時代の SP097土壊墓、西壁をS

K055土壌に切られているが、床面まで約O.50mの深さを残す住居跡であるため遺構の残存度は

良好である。平面は長軸を東西方向にとり 4.95m、短軸3.93mを測る長方形の竪穴式住居跡で

ある。東壁下から南壁下の一部と西壁下から南壁下の一部に幅約1.1mのL字形のベット状遺構

を持つ。壁面とベット状遺構の聞に幅O.08~O.15m、深さ O.08mの溝をめぐらしている。住居

跡中央部に焼土穴があり炉跡と思われる。住居跡内には 4個の小穴があり、東側のベット状遺

構上の小穴と西側のベット状遺構下の小穴は柱穴になろう。埋土は全面が黒色になり、炭火木

片が混入し、火災を受けた住居跡である。東壁面と南壁面に段を持ち、火災後、住居跡面を拡

張し、再使用したと思われる。埋土や床面から土師器杯・査・高杯などが多量に出土した。遺

L =21.50m 

ケ場弘d疹
Fig. 126 撰分遺跡SB061住居跡実測図 ーョーー
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潤撰分遺跡

物から古墳時代前期の住居跡である。

S 8073住居跡 (Fig.127， PL. 63-2) 

S B073住居跡は調査区の東部北側、 SB020住居跡の北東 1mに隣接する。 SD078溝が住居

跡南西壁部から北壁の中央部までを斜めに切っている。北側は削平を受け残りが悪い。平面は

長軸を東西方向にとり 6.17m、短軸4.85mを測る長方形の竪穴式住居跡である。南壁中央部の

残存壁高0.26mを測る。西壁側から南壁側中央部までと東壁側から南壁側中央部までの 2ヵ所

に幅0.90""1.10mのL字形のベット状遺構を持つ。床面との比高は0.07mである。壁画下に幅
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Fig. 127 撰分遺跡SB073住居跡実測図
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0.10"'0.16mの溝をめぐらしている。南壁中央部に長さ0.85m、幅0.83m、深さ0.40mの隅丸

方形の貯蔵穴を持つ。住居跡中央部付近に直径0.45mの焼土穴があり炉跡であろう。住居跡内

と住居跡壁画に0.07"'0.49mまでの深さの小穴13個があるが、柱穴との関係は不明である。床

面とベット状遺構上で土師器査が出土した。遺物から古墳時代前期の住居跡と思われる。

S 8074住居跡 (Fig.128， PL. 64-1) 

S B074住居跡は調査区中央部より東の北隅にあり、 SB061住居跡の西3.5mに隣接する。平

面は長軸を南北にとり 5.66m、短軸4.66mを測る長方形の竪穴式住居跡である。北側はやや削

平を受けている。残存する壁高は北壁で0.10m、東壁0.27m、南壁0.20m、西壁0.21mを測る。

北壁側に幅0.78m、長さ3.65m、床面との比高0.07mのベット状遺構と、南壁側~西壁側に幅

0.92'" 1. 05m、床面との比高0.08mのL字形のベット状遺構を持つ。南壁側には壁面とベット

。
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Fig. 128撰分遺跡SB074住居跡実測図
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状遺構の聞に幅0.08m、深さ0.05mの溝をめぐらしている。東壁側中央部に長さ0.50m、幅0.45

m、深さ0.21mの貯蔵穴と、北東側のベット状遺構下に長さ1.28m、幅0.70m、深さが0.20m

の貯蔵穴を持つ。住居跡内には 8個の小穴があるが柱穴との関係は不明である。遺物は出土し

なかったが、住居跡の構造の対比から古墳時代前期の住居跡と思われる。

S 8075住居跡 (Fig.129)

S B075住居跡は調査区中央部の北側にあり、 SB074住居跡の南西 1mに隣接する。住居跡

の南西隅を SB093住居跡に切られている。平面は東西方向に長軸4.07m、短軸3.40mの長方形

に近い隅丸形の竪穴式住居跡である。住居跡の全面が削平を受け、残存壁高は0.07"-'0.09mと

L ==21.50m 

Fig. 129 撰分遺跡SB075住居跡実測図 i
2m 
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浅く、断面はレンズ状である。南東隅に長軸l.lm、短軸0.95m、深さ0.48mの不整形の土壌が

あり貯蔵穴と思われる。柱穴は検出できなかった。住居跡内から遺物の出土はなかった。古墳

時代の住居跡と思われる。

S 8079住居跡 (Fig.130， PL. 64-2) 

S B079住居跡は遺跡の中央部北側にある古墳時代前期の住居跡である。平面は西側に台形状

の造り出しが設けられ、東西に長軸4.25""-'4.60m、短軸4.40mを測る長方形の竪穴式住居跡で

ある。造り出しは幅1.50""-'1.83m、長さl.0""-'l.70mである。住居跡は全面が削平され、床面
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の深さは0.05"-'0.08mを残す。南壁側中央部に幅O.72m、長さ0.95m、深さ0.10mの土墳があ

り貯蔵穴であろう。住居跡中央部に炉跡と思われる土壌がある。住居跡内の11個の小穴は深さ

が0.10m以下の浅い穴で柱穴との関係はわからない。住居跡床面には炭火木材が散乱し、埋土

も黒色の灰土であり、火災を受けた住居跡と思われる。遺物は土師器杯が出土した。

S 8080住居跡 (Fig.131， PL. 65-1) 

S B080住居跡は調査区中央部の南側にあり、 SD067溝に住居跡西壁の一部が切られている。

平面は東西の長軸4.65m、短軸4.18mの長方形の竪穴式住居跡である。壁はほぼ垂直に立ち残

存壁高は北壁0.35m、東壁0.38m、南壁0.37mを測る。南壁側中央部に長軸1.03m、短軸0.70

m、深さ0.20mの長方形の土壌があり貯蔵穴と思われる。住居跡中央部のやや北側に長径0.54

m、短径0.35m、深さ0.09mの楕円形の浅い土壌があり炉跡であろう。壁面と住居跡内に14個
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Fig. 131 撰分遺跡SB080住居跡実測図
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の小穴があり、深さは0.06---0.62mと不揃いで柱穴との関係はわからない。北壁面にある段は拡

張部であろうか。遺物は埋土、床面とも豊富であった。二重口縁を持つ土師器査・丸底査・杯

などが出土した。遺物から古墳時代前期の住居跡である。

S 8092住居跡 (Fig.132， PL. 65-2) 

S B092住居跡は調査区中央部の北側にあり、住居跡の一部は路線用地外に延び全面発掘はで

きなかった。平面は長軸を南北にとり5.26m、短軸4.63mを測る長方形の竪穴式住居跡である。

壁は垂直に近い。残存壁高は北壁0.08m、東壁0.24m、南壁0.30m、西壁0.30mを測る。南東

隅の壁面下に長さ1.70m、幅1.10---1. 20m、床面との比高0.06mのベット状遺構を設けている。

住居跡中央部に長径0.88m、短径0.74m、深さ0.08---0.10mの楕円形の浅い土壌があり、炉跡

であろう。東壁側の中央部に長径0.65m、短径0.55m、深さ0.13mの土壌があり貯蔵穴と思わ

れる。 4個の小穴と住穴は不明である。遺物は土師器査・高杯が出土した。遺物から古墳時代
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前期の住居跡であろう。

皿撰分遺跡

S 8093住居跡 (Fig.133， PL. 66-1) 

S B093住居跡は調査区中央部のやや北側、 SB092住居跡の南6mにあり、 SB075住居跡の

南西隅を僅かに切っている。平面は南北方向に長軸4.75m、短軸4.03mを測る長方形の竪穴式

住居跡である。床面の深さは0.01""0.18mを測る。住居跡東壁側に長軸1.10m、短軸0.62""0.84

m、深さ0.32mの不整形の土壌があり貯蔵穴であろう。中央部の長径0.87m、短径O.70m、深

さ0.12mの浅い不整楕円形の土壌は炉跡と思われる。住居跡内の 7個の小穴のうち床面からの

深さはP1 -0.45m、P2 -0.34m、P3 -0.23mを測り柱穴になると思われる。遺物は出土

しなかったがSB075住居跡を切っていることから古墳時代の住居跡であろう。
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Fig. 133 撰分遺跡SB093住居跡実測図
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Tab.6 撰分遺跡住居跡一覧表

遺構番号 平面形
法量

時 期 出 土 遺 物 備 考
長辺(m)短辺(m)深さ(m)

S B 003 長方形 4.20 0.32 弥 生 要 ベット状遺構

S B 004 方 形 4.00 0.17 弥 生 婆

S B 005 長方形 5.20 4.50 0.30 古 墳 土師器杯

S B 006 不整形 7.50 5.10 0.16 弥 生 褒

S B 007 長方形 7.00 0.30 古 墳 土師器査

S B 010 長方形 6.00 5.75 0.18 古 墳 土師器高杯

S B 012 長方形 6.74 5.42 0.22 古 墳 土師器壷・杯・高杯 ベット状遺構

S B 015 長方形 4.00 3.20 0.10 古 墳 土師器鉢

S B 020 長方形 5.82 5.12 0.22 弥 生 軍ー陸

S B 022 長方形 5.90 0.24 古 墳 土師器費

S B 023 長方形 5.53 5.35 0.22 古 墳 土師器杯

S B 027 楕円形 5.20 4.00 0.19 弥 生 費

S B 028 長方形 5.38 4.62 0.10 古 墳 土師器萱 ペット状遺構

S B 029 長方形 3.80 0.20 弥 生 饗

S B 059 楕円形 7.04 6.58 0.12 弥 生 要 2基の要棺墓

S B 060 長方形 5.55 3.07 0.18 弥 生 護

S B 061 長方形 4.95 3.93 0.50 古 墳 土師器杯・壷・高杯 ベット状遺構

S B 073 長方形 6.17 4.85 0.26 古 墳 土師器壷 ペット状遺構

S B 074 長方形 5.66 4.66 0.27 古 墳 ベット状遺構

S B 075 隅丸長方形 4.07 3.40 0.09 古 墳

S B 079 長方形 4.60 4.40 0.08 古 墳 土師器杯 造り出し

S B 080 長方形 4.65 4.18 0.38 古 墳 土師器壷・丸底査・杯

S B 092 長方形 5.26 4.63 0.30 古 境 土師器壷・高杯 ペット状遺構

SB 093 長方形 4.75 4.03 0.18 古 墳
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皿撰分遺跡

掘立柱建物跡

撰分遺跡で検出した掘立柱建物跡は 7棟である。遺跡中央部の南側に集まる。規模は 5x 2 

聞が3棟、 4x 2間1棟、 3x 2間2棟、 2x 2間1棟であり、棟方向は東西棟5棟、南北棟

2 棟で、東西棟の 5 棟は北軸線から東に68~77度内に振れ、南北棟は南軸線から東に14~19度

振れ、東西棟の 5棟と南北棟の 2棟の棟は直角に近い状態で建っていたことになり、何らかの

関連性があるものと思われる。
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Fig. 134 撰分遺跡SB030掘立柱建物跡実測図
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S 8030掘立柱建物跡 (Fig.134， PL. 66-2) 

S B030掘立柱建物跡は調査区中央部より東の南側にあり、 7棟の掘立柱建物跡のうち最東部

に位置する。 5x 2聞の東西棟建物跡であり、棟方向N770 Eにとる。桁行9.94m、梁行4.92m

を測り、柱聞は桁行1.90""2.0m、梁行2.35""2.50mを測る。柱穴は西梁側が浅く北側から0.16、

0.55、0.18mを測るが、残る11個は0.20""0.55mを測る。総面積48.90rri。
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Fig. 135 撰分遺跡SB052掘立柱建物跡実測図



皿撰分遺跡

S 8052掘立柱建物跡 (Fig.135， PL. 67-1) 

S B052掘立住建物跡は調査区中央部の南側にある 5x 2聞の南北棟建物跡である。棟方向S

19
0 

Eにとり、桁行10.22m、梁行5.42mを測り、 7棟のうち最大規模である。柱聞は桁行2.0m、

梁部は中間の柱がない。柱穴は径0.37"'0.55m、深さ0.15"'0.49mを測り、 0.15mの1個を除

き0.27m以上ある。総面積は55.39rrfになる。

S 8053掘立柱建物跡 (Fig.136， PL. 67 -2) 

S B053掘立柱建物跡はSB052掘立柱建物跡の北3mにある 3x 2聞の東西棟建物跡である。

棟方向はSB052掘立柱建物跡と直角のN740 Eをとり、桁行6.92m、梁行4.40mを測る。柱聞

は桁行1.90"'3.0mで西側の桁行は広い。梁部は中間の柱が存在しない。柱穴は径0.25"'0.40m

と小さい。深さは0.18"'0.45mを測る。総面席30.44rrfである。
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Fig. 136撰分遺跡SB053掘立柱建物跡実測図

169 



:xm撰分遺跡

S 8083掘立柱建物跡 (Fig.137， PL. 68-1) 

S B083掘立柱建物跡は調査区中央部のやや東側にある 3x 2聞の東西棟建物跡である。 SD

067溝が東側の遺構内を走る。棟方向はN770 Eにとり、桁行7.27m、梁行4.44mを測る。柱聞

は桁行2.30"'2.55m、梁行2.20mを測る。柱穴は径0.30"'0.50mとやや小さい。深さは0.25'"

0.58mあり0.40m以上のものが6個ある。総面積32.27IIIである。
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Fig. 137撰分遺跡SB083掘立柱建物跡実測図

S 8084掘立柱建物跡 (Fig.138， PL. 68-2) 

S B084掘立柱建物跡は調査区中央部の南側、 SB083掘立柱建物跡の南18mにあり、東側の

桁の柱穴のすべてをSD068大溝に切られている。 4x 2聞の南北棟建物跡であろう。棟方向は

S 14
0 

Eにとり西側の桁行7.95mを測る。柱聞は桁行1.90"'2.15m、梁行2.50mを測る。柱穴は

径0.43"'O.55mありやや小さい。深さ0.10"'0.32mを測り、 4個は0.20m以下で浅い。 SD068 

大溝に切られている東側の桁部と西側桁部~梁中央部柱穴の柱間2.50mが同じであれば梁行は
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5.0mになり総面積は39.75ぽになる。
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xm撰分遺跡

Fig. 138 撰分遺跡SB084掘立柱建物跡実測図

S 8091掘立柱建物跡 (Fig.139， PL. 69-1) 

S B091掘立柱建物跡は調査区中央部のやや南西部にあり、 SB053掘立柱建物跡の東 7mに

棟方向を並べる細長い建物跡である。 5x 2間の東西棟建物跡で、棟方向はN76
0

Eにとり桁行

10.04m、梁行4.01mを測る。柱聞は桁行2.0m、梁行2.0mと等間隔である。柱穴は径0.45.......0.63

mを測る。深さは0.34.......0.62mあり 12個が0.40m以上あり深い。総面積40.26nfになる。東側を

S D058・SD064溝に切られている。
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Fig. 139 撰分遺跡SB091掘立柱建物跡実測匡|

S B 111掘立柱建物跡 (Fig.140)

S B111掘立柱建物跡は調査区中央部から南西にあり、 SB052掘立柱建物跡の西 3mに棟を

並べる。 2x 2聞の東西棟建物跡で7棟のうち最小規模である。棟方向はN68
0

Eにとり、桁行

4.21m、梁行4.20mの正方形である。柱聞は桁行1.86""'2.35m、梁行2.05""'2 .15mを測る。柱

穴の径は0.24......0.38mと小さい。深さは0.11""'0 .46 mを測る。総面積17.68ぽになる。
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Fig. 140 撰分遺跡SB111掘立柱建物跡実測図

Tab.7 撰分遺跡掘立柱建物跡一覧表

遺構番号
間数

練 方 向
柱 問 (m) 総規模(m) 総面積

備考
桁行×梁行 桁行 梁行 桁行×梁行 (m') 

S B 030 5 x 2 東西N7TE 1.90~2.00 2.35~2.50 9.94X4.92 48.90 

S B 052 5 x 2 南北S19・E 2.00 10.22 X5.42 55.39 

S B 053 3 x 2 東西N74・E 1. 90~3 . 00 6.92X4.40 30.44 

S B 083 3 x 2 東西N77・E 2.30~2.55 2.20 7.27X4.44 32.27 

S B 084 4 x 2 南北S14・E 1 . 90~2.15 2.50 7.95 

S B 091 5 x 2 東西N760 E 2.00 2.00 10.04 X4.01 40.26 

S B 111 2 x 2 東西N680 E 1.86~2.35 2.05~2.15 4.21 X4.20 17.68 
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土墳

撰分遺跡では16の土壌を検出した。時代別には弥生時代 4、鎌倉時代 2、江戸時代10になる。

弥生時代の土壌は主に遺跡の東側にあり住居跡域と一致する。江戸時代の土壌は遺跡西側のS

D033溝周辺にあり江戸時代の遺構や小穴が集中している。

S K002土墳 (Fig.141， PL. 69-2) 

SK002土壌は調査区最東部にあり弥生時代の SB029住居跡の南 2mに隣接する。東 3~5

mには SJ 058、SJ 059要棺墓がある。 SK002土壌は平面が長径1.80m、短径1.25mの楕円形

である。深さは0.26mを測り断面はレンズ状になる。土壌内に直径0.40m、深さ0.21mの円形

の小穴がある。弥生時代の土器片が出土し貯蔵穴であろう。

S K019土壌 (Fig.141， PL. 69-3) 

SK019土壌は調査区の南東部にあり、古墳時代の SB015住居跡内に入った状態で床面に掘

られている。平面は長軸を南北にとり長軸1.30m、短軸0.88m、深さ0.37mを測るほぽ長方形

の土墳である。土墳内から糸切り離しの土師器小皿が出土した。

S K025土壌 (Fig.141， PL. 70-1) 

SK025土墳は調査区中央部のやや東側にあり、古墳時代の SB012住居跡の東 1mに隣接す

る。平面は長径が長い楕円形である。長径1.78m、短径O.72m、深さ0.29mを測り、埋土から

弥生時代中期の聾の口縁部・底部が出土した。

S K034土壌 (Fig.141)

SK034土壌は調査区西部のやや南側、江戸時代の SD033大溝の内側 5mにある。平面は直

径1.80~1.95mの円形状になる。深さ 0.32~0.45mを測る。土壌内からは江戸時代の陶器・磁

器・聾が多量に出土した。

S K035土墳 (Fig.142， PL. 70-2) 

S K035土壌も SD033大溝の内側にある江戸時代の遺構群の一つで、平面は長径1.46m、短

径1.26mの不整構円形で、深さ0.32mを測り西側が深い。土壌内から染付の長頚査(徳利)や

陶磁器の破片が出土した。

S K036土壌 (Fig.141， PL. 70-3) 

S K036土墳も SD033大溝の内側にある江戸時代の土壌の一つで、平面は長径l.72m、短径

0.84mの不整楕円形で、深さ 0.16~0.23m を測る。底は平坦である。土壌内から、陶磁器や聾・

瓦など江戸時代の焼物が出土した。

S K037土壌 (Fig.143， PL. 71 -1) 

S K037土壌は SK036土壌の東 1mにある江戸時代の土壌群の一つで、平面は長径1.68m、

短径1. 03mの不整楕円形である。深さ 0.20~0.26mを測り、断面はレンズ状に近く、底は平坦

である。江戸時代の陶磁器・聾の破片が出土した。
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Fig. 141 撰分遺跡土墳実測図
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Fig. 142 撰分遺跡土墳実測図
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Fig. 143 撰分遺跡土壌実測図

S K038土墳 (Fig.142， PL. 71-2) 

皿撰分遺跡

L ==22.00m 

L ==21.50m 

2m 

S K038土壌は SK037土墳の南 2mにあり、 SD033大溝の孤を描く延長上の南端にある。平

面は長径2.46m、短径1. 64mの長方形に近い不整楕円形である。深さはO.37~O.60mあり、底

は西から東に傾斜する。土壌内から江戸時代の陶磁器・聾・瓦などが出土した。
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S K039土塙(Fig.143， PL. 71-3) 

S K039土壌はSD033大溝の内側

の土壌群の一つで、 SK037土墳の北

5mにある。平面は長軸1.27m、短

軸0.73mの隅丸長方形である。深さ

0.33mを測り、底は平坦である。土

L =21.50m 墳内から江戸時代の陶磁器破片が出

土した。

S K040土墳 (Fig.142) 

S K040土壌はSD033大溝の北東

端の内側 4mにある大形の土壌であ

る。平面は長径3.13m、短径2.20m

Fig. 144 撰分遺跡土壌実測図 を測る不整楕円形である。深さは0.52

mあり、 スリ鉢状の断面を持ち、底は平坦である。土境内から江戸時代の陶磁器や聾の破片が

出土した。

S K042土墳 (Fig.143) 

S K042土墳は SD033大溝の中央部から南東25mの距離にある。平面は長径2.10m、短径1.28

mを測る不整楕円形である。土墳内は段を持ち、 0.18mの深さから、壁は垂直に近い状態で掘

られ、内側の土壌の深さは0.64mを測る。土墳内から磨耗した中世の土師器小皿の破片と江戸

時代の陶磁器が出土。中世の土壌が江戸時代の土壌に切られた とも思われる。
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S K043土壌 (Fig.143)

S K043土壌はSD033大溝の内側 5mにある江戸時代の土墳群の一つである。平面は長軸1.26

m、短軸1.15mを測る隅丸方形である。土壌の深さは0.40"-'0.45mあり、底は平坦になる。土

壌内から江戸時代の陶磁器や瓦器、土師質の土製品が出土した。

S K069土壌 (Fig.144， PL. 72-1) 

S K069土墳は調査区中央部のやや東にあり、弥生時代中期の SB059住居跡の南 3mに隣接

する。平面は長径1.97m、短径1.57mの楕円形である。深さ0.13"-'0.16mと浅い。土壌内から

弥生時代中期後半の聾が出土した。

S K088土塙 (Fig.144) 

S K088土壌は調査区の中央部、 SK069土壌の西16mの距離にあり、平面は長軸1.42m、短

軸1.03mを測る隅丸方形である。土墳の深さは0.44mあり、壁は垂直に立ち、底は平坦である。

遺物は弥生時代中期の土器片が出土した。貯蔵穴であろうか。

S K103土墳 (Fig.144)

S K103土壌は調査区の西側中央部、江戸時代の土壌群の北20mにあり、 SD056溝を切って

いる。平面は長軸1.60m、短軸1.0mの隅丸方形である。深さは0.53mを測る。遺物は青磁椀・

白磁皿・須恵質土器・土師器小皿・瓦器などの破片が出土した。遺物から鎌倉時代の土壌と思

われる。

性格不明遺構

撰分遺跡で検出した性格不明遺構は31基ある。遺物が出土しない遺構も多く、平面の形状は区々

である。

S X008遺構 (Fig.145) 

S X008遺構は調査区の東北隅にあり、平面は長径1.50m、短径1.25mを測る不整楕円形であ

る。深さは0.10"-'0.22mを測る。遺物は出土しなかった。

S X013遺構 (Fig.145) 

SX013遺構は調査区東部の南側にあり、 SB015住居跡の北東 1mに隣接する。平面は長軸

2.18m、短軸1.62mの不整形である。深さは0.25mを測る。遺物は磨耗した土師器破片と江戸

時代の陶磁器片が出土した。

S X057遺構 (Fig.145， PL. 72-2) 

S X057遺構は調査区中央部のやや西側にあり SD056溝、 SX065遺構を切っている。平面は

長軸3.65m、短軸1.70mの不整形である。深さは0.45mを測る。遺構内から青磁椀・土師器杯・

須恵質土器・瓦器など鎌倉時代の土器破片が出土した。

S X076遺構 (Fig.146) 

S X076遺構は調査区中央部の北側にあり、 SX081遺構の北 1mに隣接する。平面は一辺1.37
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Fig. 145 撰分遺跡不明遺構実測図

180 



皿撰分遺跡

mを測る正方形である。深さはO.36mあり、壁は垂直に立ち、底は平坦である。遺物は出土し

なかった。

S X081遺構 (Fig.146)

S X081遺構は SX076遺構の南 1mに並ぶ。平面は長軸1.63m、短軸1.20mを測る長方形で

ある。深さはO.30~O.35mあり、壁は垂直に立つ。底部はほぼ平坦である。遺物は出土しなかっ

た。 SX076遺構と同時期であろう。

)I!-

~ 

L =21.50m 
L =21.50m 

A 

L =21.50m L =21.50m 

ゑ
物…

。 2m 

Fig. 146 撰分遺跡不明遺構実測図
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S X086遺構 (Fig.146) 

S X086遺構は調査区中央部にあり、鎌倉時代の SD085溝先端部の北 2mの距離にある。平

面は長軸1.20m、短軸O.97m、深さO.42mを測る長方形である。断面はすり鉢状で底は平坦に

なる。遺物は瓦器と青磁椀の破片が出土した。鎌倉時代の遺構であろう。

S X087遺構 (Fig.146) 

S X087遺構は調査区中央部、 SX086遺構の東 6mにある。平面は長軸1.54m、短軸O.75m、

深さO.14mの浅い長方形である。断面はレンズ状になる。遺物は黒耀石剥片 1点だけで、時期

は不明である。

S X090遺構 (Fig.147)

SX090遺構は調査区中央部の北側にあり、 SX076遺構の北 2mに隣接する。長径1.40m、

短径1.10mの楕円形である。遺構の一部を小穴に切られている。遺構の深さはO.40mを測り、

中央に長径O.55m、短径O.35m、遺構床面からの深さO.18mの楕円形の小穴がある。遺物は弥

生時代の聾の口縁部が出土した。弥生時代の貯蔵穴であろうか。

S X096遺構 (Fig.147)

S X096遺構は調査区中央部の北隅にある平面が長径1.66m、短径1.24mの長方形に近い楕円

形である。遺構の深さO.49mを測る。遺物は須恵器高台付杯・土師器破片が出土。奈良~平安

時代の遺構と思われる。

L =21.50m L =21.50m 

Fig. 147 撰分遺跡不明遺構実測図

182 



XsI撰分遺跡

井戸跡

撰分遺跡で検出した井戸跡は 4基であった。うち 2基は掘立柱建物跡の側にあり、残る 2基

は鎌倉時代の遺構が集中する調査区中央部より西側に所在した。

S E045井戸跡 (Fig.148)

S E045井戸跡は調査区西側の南にあり、 SBll1掘立柱建物跡の柱間で検出した。平面は円

形である。径1002m、深さ1003mを測り、井戸底は径0.50mである。井戸枠は検出されなかっ

た。遺物も出土しなかった。

S E063井戸跡 (Fig.148)

S E063井戸跡は調査区中央部よりやや南西、 SB091掘立柱建物跡の南 2mにあり、平面は

径1035mを測る隅丸方形に近い円形井戸跡である。深さ0.90m。井戸壁はほぼ垂直に立つ。井

戸枠は検出されなかった。遺物は青磁碗・鉢・白磁碗・須恵質土器・土師器杯が出土した。遺

物から鎌倉時代前期の井戸跡と思われる。

S E066井戸跡 (Fig.148)

S E066井戸跡は調査区の中央部からやや西側にあり、 SX057遺構に接する。径105m、深さ

0.87mを測り、井戸底は径0.64mである。井戸枠は検出されなかった。遺物は青磁碗・白磁碗・

須恵質土器片口・土師器杯・小皿が出土。鎌倉時代前期の井戸跡であろう。

S E 112井戸跡 (Fig.148， PL. 72-3) 

S E112井戸跡は調査区の北西部、鎌倉時代の遺構が集中する地点にあり、平面は径103m、

深さ1085mの円形の井戸跡でーある。井戸底は0.60mあり、底付近は砂質であった。遺物は瓦器

椀・黒色土器椀・土師器小皿などが出土した。遺物から平安時代末~鎌倉時代初期の井戸跡と

思われる。

溝跡

撰分遺跡で検出した溝跡および溝状遺構は21条を数える。出土した遺物から時代別に区分す

ると弥生時代 6条、古墳時代 1条、平安時代~鎌倉時代10条、江戸時代 1条、不明 3条になる。

弥生時代の溝は幅 2m以上ある大溝や遺跡の北西部から南東部を走る長さ100m以上の溝もある。

平安時代後半~鎌倉時代前期の溝は幅が広く、浅い溝で、長さも 10m前後のものが多い。江戸

時代の溝は江戸時代の遺構群の外側に孤を描く状態で3分の l周めぐらされ、池を思わせるも

のであり陶磁器や聾・瓦などの遺物が多量に出土した。

S DOOl溝 (Fig.149， PL. 73ーい 2)

S D001溝は遺跡の北東部から東部に流れる幅100"'-'2.20m、長さ55m以上の溝である。深さ

は0.68mを測り、断面はU字形である。中央部を SDOll溝に切られている。遺物は弥生時代中

期の聾・査・蓋・高杯・器台などの土器と石包丁・磨製石斧・紡錘車などの石器が多量に出土

した。
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E 撰分遺跡

L =22.00m 

L =21.50m 

咽咽E

判

L=22.20m 

L =21.80m 

ヒzニヨ

Fig. 148 撰分遺跡井戸跡実測図
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S 0011溝

S DOll溝はSD001溝の中央

部を北から南に切る長さ9.50m、

幅1. 0~ 1. 40m、深さ 0.95mの溝

である。断面はU字形である。

遺物は弥生時代中期の聾が出土

した。 SD001溝と同時期である。

S 0016溝

S D016溝は調査区の中央部よ

りやや東の南隅にあり、古墳時

代のSB015住居跡の南壁を切る

長さ 9m以上、幅0.70~1.40m、

深さ0.20mの浅い溝である。断

面はレンズ状になる。遺物は青

磁碗・須恵質土器・土師器杯・

瓦・石鍋が出土した。平安時代

末~鎌倉時代初期の溝と思われる。

S 0024溝

S D024溝は遺跡の中央部北側から東南部に流れる長さ58m以上、幅0.30~0.60m、深さ 0.20~

L =21.20m 

L =21.20m 

P
L
 

A
U
 

Fig. 149 撰分遺跡SDOOl溝断面実測図

0.29mの溝である。断面は逆台形になる。SB020・SB061住居跡・ SP097土壌墓に切られて

いる。弥生時代中期の費の口縁部が出土した。

S 0031溝

S D031溝は遺跡西側にある平面がL字形の溝である。長さ12.0m、幅1.50m、深さ0.19mの

浅い溝で断面はレンズ状である。青磁椀・須恵質土器・土師器杯が出土した。遺物から平安時

代末~鎌倉時代初期の溝と思われる。

S 0033大溝 (Fig.150， PL. 73-3) 

S D033大溝は遺跡西側の南にあり、江戸時代の土壌や柱穴群の外側に孤を描くように北から

南西に 3 分の l 周め ぐっている。長さ約38m、幅1. 0~3.0m、深さ O. 70~1.24mあり、断面は

やや丸味を持っすり鉢形である。遺物は染付磁器の鉢・椀・皿・唐津系陶器の鉢・椀・皿・聾・

すり鉢・瓦などの焼物のほかに石臼などの生活用具が出土。出土した磁器は17世紀前半から19

世紀前半までの 2世紀にわたるものである。

S 0056溝 (Fig.151) 

S D056溝は遺跡の北西部隅か ら 中央部南側に流れる長さ 105m以上、幅0.40~0.90m、深さ
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0.20~1.05mの溝で断面は L =22.50m 

逆台形である。 SD067・S

D085溝・ SX057・SX065

遺構 ・SKI03土墳に切られ

ている。遺物は弥生時代の

聾の口縁部 ・底部が出土し、

北西部ではサヌカイト・黒

耀石の剥片が混入していた。
o 1m 

S 0058溝

S D058溝は調査区の中央

部からやや西側にあり、南

から北に流れる溝である。

南側は調査区外に延び、長

さ 26m以上、幅0 .20~0.90

Fig. 150 撰分遺跡SD033大溝断面実測図

L =22.00m 

m、深さ0.13mを測り、断 努タ主 影Z

面酌は脚レン刈ズ柑状で叩あ抗る。遺酌物 吻物W 切

は青磁椀 .白磁椀.杯 .須 Fig. 151 撰分遺跡SD056溝断面実測図

恵質土器 ・土師器杯などが出土、平安時代末~鎌倉時代初期の溝と思われる。

S 0067溝

S D067溝は遺跡中央部を南から北に流れる溝である。 SD068溝・ SB080住居跡を切り、長

さ 21. 50m、幅0.50~1.40m、深さ 0 . 25~0.70mを測り、断面はレンズ状である。遺物は青磁椀 ・

白磁椀・瓦器椀・須恵質土器・土師器杯が出土している。遺物から平安時代末~鎌倉時代初期

の溝と思われる。

S 0068溝

S D068溝は SD067溝の南側にあり南から北に流れる大溝で、南側は調査区外に延びている。

S D067溝に一部を切られ、SB084掘立柱建物跡を切っている。長さ11m以上、幅3.30m、深

さ0.60mを測り断面はU字形である。遺物は青磁椀 ・白磁椀 ・須恵質土器の片口鉢 ・土師器杯 ・

石鍋が出土した。 SD067溝と同時期の溝である。

S 0085溝

S D085溝は遺跡西部から中央部に流れる溝でSD056溝を切っている。 西側は調査区外に延

び、長さ 52m以上、幅1. 50~3.50m 、 深さ 0 .20~0.53mを測り、断面は壁が立ち、底は平坦で

ある。遺物は青磁皿・須恵器高台付杯 ・土師器杯が出土。平安時代末~鎌倉時代初期の溝と思

われる。
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Tab.8 撰分遺跡溝一覧表

遺構番号 方 向 長さ (m) 幅 (m) 深さ (m) 平面形 断面形 出 土 遺 物 時 期

S D 001 東 西 55 以上 1. 00~2.20 0.68 直線 U 字形 蜜・査・蓋・高杯・器台 弥 生

S D 011 南 ~t 9.5 1. 00~1. 40 0.59 直線 U 字形 聾 弥 生

S D 016 東 西 9 以上 O. 70~1. 40 0.20 直線 レンズ状 空審富森容室字毒嵩・ 平安末~鎌倉初期

S D 021 南 戸 1じ 4.9 0.30~0. 70 0.10 直線 レンズ状 土師器壷 古 墳

S D 024 東 西 58 以上 0.30~0.60 0 . 20~0.29 直線 逆台形 饗 弥 生

S D 031 北ー西ー南 12.0 1.50 0.19 L字形 レンズ状 青土磁師椀縛杯・須恵質土器・ 平安末~鎌倉初期

S D 032 東 西 5.0 0.50~1. 00 0.10 直線 レンズ状 須恵質土器・土師器杯 平安末~鎌倉初期

S D 033 北一酉ー南 38.0 1. 00~3.00 O. 70~1. 24 三日月形 すり鉢形 量守重:杭器:聖母警白椀・ 江 戸

S D 056 東 西 105 以上 0.40~0.90 0 . 20~1. 05 直線 逆台形 聾・サヌカイト・黒輝石剥片 弥 生

S D 058 南 ~t 26 以上 0 . 20~0.90 0.13 直線 レンズ状 裏襲警主量苧空白霊会 平安末~鎌倉初期

S D 064 南 ~t 3 以上 0.50~0. 70 0.10 直線 レンズ状 須恵質土器・土師器杯 平安末~鎌倉初期

S D 067 南 北 21.5 0.50~ 1. 40 0.25~0 . 70 直線 レンズ状 Z警襲主事苧空骨量罪椀・ 平安末~鎌倉初期

S D 068 南 北 11 以上 3.30 0.60 直 線 レンズ状 開罪 :皇富喜森容警高土器 平安末~鎌倉初期

S D 071 東 西 7.2 1. 00~1. 70 0.10 直 線 レンズ状 須恵質土器・土師器杯 平安末~鎌倉初期

S D 077 南 ~t 4.0 0.25 0.10 直 線 レンズ状 須恵質土器 平安末~鎌倉初期

S D 078 南 1七 7.6 0 . 80~1.30 0.13 直 線 レンズ状 聾 弥 生

S D 085 東 西 52 以上 1. 50~3.50 0 . 20~0 . 53 直 線 長方形 青土磁師皿器杯・須恵器高台付杯 平安末~鎌倉初期

S D 098 南 ~t 4 以上 0.50~0.80 0.22 直 線 レンズ状 聾 弥 生

S D 101 南 ~t 15 以上 0 . 30~0.50 0.10 直 線 レンズ状

S D 102 南 北 23 以上 0.20~0.30 0.10 直線 レンズ状

S D 105 南 1ヒ 13 以上 0.30~0.50 0.10 直線 レンズ状
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聾棺墓

撰分遺跡から検出した聾棺墓は 9基である。聾棺墓の分布は調査区東部に 4基、中央部から

やや東側に 3基、中央部から西側に 2基がある。弥生時代の SD001溝北側の 2基は弥生時代後

期中葉、南側の 2基と残る 5基は中期中葉に比定されよう。

S J 050聾棺墓 (Fig.152， PL. 74-1) 

S J 050聾棺墓は調査区東部の南側にあり、上面を削平された合口式の小児用費棺墓である。

上聾は口縁部の一部を残し、下聾も約2分の lは破壊されていた。墓墳の上面は不明であるが、

横穴は聾に合わせて掘っている。傾斜角度は210

を測り水平に近い。主軸方位は S86
0

Wにとる。

S J 052聾棺墓 (Fig.153， PL. 74-2) 

S J 052聾棺墓はSJ 050聾棺墓の西16m、調

査区の東南部に位置する。上面は削平が著しく、

上聾の有無は不明で、残った聾も胴部と底部の

一部を残すだけの小児用聾棺墓である。墓墳は

不明であるが横穴は曹に合わせて掘っている。

傾斜角度は400

、主軸方位はS30 Eにとる。

S J 053聾棺墓 (Fig.154， PL. 74-3) 

S J 053聾棺墓は調査区の中央部からやや東側

の南隅にあり、上面を削平され上蓋の口縁部の

一部と下聾を残す合口式の小児用費棺墓である。

墓墳上面は不明であるか精穴は聾に合わせて掘っ

ている。傾斜角度46。を測り、主軸方位はN890

Eにとる。

司咽区

L =21.30m 

o 50cm 

Fig. 153 撰分遺跡sJ 052饗棺墓実測図
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L =21.30m 

。 50cm

Fig. 152 撰分遺跡SJ050費棺墓実測図

L二 21.30m

。
巳二E二ζニョ

50cm 

Fig. 154 撰分遺跡SJ 053饗棺墓実測図



S J 054聾棺墓(Fig.155， PL. 74-4) 

s J 054聾棺墓は調査区中央部から南

西の SB052掘立柱建物跡の中にある。

上部は削平が著しく上聾の有無が不明

な成人用聾棺墓である。墓墳はわから

ないが横穴は聾に合わせて掘っている。

聾胴部下位に穿孔がある。傾斜角度32
0

を測る。主軸方位はN90
0

Wにとる。

S J 055聾棺墓 (Fig.156，PL. 74-5) 

S J 055婆棺墓は SJ 054聾棺墓の南

西2m、SB052掘立柱建物跡の中にあ

る。上面が削平され上聾の一部と下曹

の2分の lを残している合口式の成人

用聾棺墓である。墓域上面は不明であ

:xm撰分遺跡

L=21.70m 

0 50cm 
巳ニEニヨニニヨ

Fig. 155 撰分遺跡SJ 054斐棺墓実測図

L =21.70m 

50cm 

Fig. 156 撰分遺跡SJ 055斐棺墓実測図
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A 

L =21.20m 

L =21.20m 

05Ocm  

Fig. 157 撰分遺跡SJ 056・SJ 057警棺墓実測図

S 8057聾棺墓 (Fig.157， PL. 74-6) 

るが、横穴は聾の規模に合

わせて掘っている。傾斜角

度は16
0

とほぼ水平である。

主軸方位はN8rwにとって

いる。

S J 056聾棺墓 (Fig.157，

PL. 74-6) 

S J 056斐棺墓は調査区中

央部からや.や東北側の弥生

時代のSB059住居跡の床面

下にSJ 057謝宮墓と並んで

埋葬されていた覆口式の小

児用聾棺墓である。 SB059 

住居跡を放棄した後に埋葬

されたもので、墓墳の平面

は住居跡床面で長軸2.45m、

短軸2.20mの不整形である。

上空に広口査を用い、上聾、

下聾とも赤色顔料が施され

ていた。傾斜角度はほとん

どない水平である。主軸方

位はS81
0Wにとる。

S B057聾棺墓はSB056聾棺墓と同じ墓墳内に埋葬された合口式の小児用聾棺墓である。下

聾には赤色顔料が施されていた。ほぽ水平に埋葬され、主軸方位は S85
0

Wにとる。

S 8058聾棺墓 (Fig.158，PL. 75-1) 

S B058斐棺墓は遺跡最東端にあり、弥生時代の SDOO1溝の北側に位置する。単棺の小児用

費棺墓である。要の口縁部付近は黒色土に覆われており、木蓋が用いられていたと思われる。

墓墳は南西側を径0.40mの穴に切られているが、復元すると平面は長径1.20m、短径0.90mの楕

円形であったと思われる。横穴は長径0.69m、短径0.55m、深さ0.12mが掘られている。胴部下

位に穿孔が施されている。傾斜角度は15
0

を測りほぼ水平である。主軸方位はN52
0

Wにとる。
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Fig. 158 撰分遺跡sJ 058婆棺墓実測匡l

S J 059聾棺墓 (Fig.159， PL. 75-2) 

S J 059斐棺墓はSJ 058聾棺墓の

西 1mある覆口式の小児用聾棺墓で

ある。墓壌の平面は長径0.88m、短

径0.58mを測る不整楕円形である。

墓墳の深さは0.35mあり、横穴は長

径0.51m、短径0.46mの不整楕円形

に掘られ、深さは下聾底部で0.18m

を測り段を持つ。傾斜角度は45
0

を測

る。主軸方位は S89
0

Wにとる。上聾

に鉢を用いている。

XIH 撰分遺跡

、

L =21.10m 

50cm 

L =21.20m 

50cm 

Fig. 159 撰分遺跡sJ 059聾棺墓実測図
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XDI撰分遺跡

L =21.80m 

50c沼1

木棺墓

撰分遺跡で検出した木棺墓は

1基である。木棺は盟または半

切の形状である。木棺内から荘

年女性人骨 1体分と輸入染付絵

皿、土師器杯が出土した。墓墳

の埋土からは土師器小皿が出土。

染付絵皿から室町時代後期の木

棺墓と思われる。

S P082木棺墓 (Fig.160，PL. 

75-3・4・5) 

S P082木棺墓は調査区北西部

の平安時代末~鎌倉時代初期の

遺構が集中する微高地で検出し

た。墓墳は平面が長径1.23m、

短径1.14mの円形である。墓墳

底は長径0.82m、短径0.80mの

円形で平坦になる。墓塘壁は69
0

"，-，

73
0

の傾斜で立つ。墓墳の深さは

0.61mを測る。墓壌上面から0.35

mの深さに木棺墓の口縁部があ

る。木棺は口径0.68m、底径0.61

Fig. 160 撰分遺跡SP082木棺墓実測図 m、高さは外面0.30m、内面0.25

mを測り、上底状になる。木棺の材質は杉または桧の柾目材を用いている。

土壇墓

撰分遺跡で検出した土壌墓は 6基である。所在する場所は 1基を除き、調査区北西部の微高

地にある。時代別には鎌倉時代初期前後に限定される。

S P094土壌墓 (Fig.161)

S P094土墳墓は SP082木棺墓の北 8mの微高地にある。平面は長径0.80m、短径0.70mを

測る楕円形である。土壌は 2個の小穴に切られている。断面はレンズ状になり深さ0.10mを残

す。小穴から青磁椀が出土し、青磁椀が鎌倉時代前期の時期であることから、小穴より古い土

壌墓である。
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S P097土靖墓 (Fig.162， PL. 75-6) 

S P097土壌墓は調査区中央部のやや東南

にあり、古墳時代の SB061住居跡の北東壁

の一部を切っている。土墳墓の平面は長軸

を東西方向にとる長方形である。長軸1.90

m、短軸1.30m、深さ0.20mを測る。 土壌

底は平坦である。床面から青磁椀・土師器

小皿・鉄剣が出土した。遺物から鎌倉時代

前期の土壌墓と思われる。

S P099土壌墓

S P099土壌墓は調査区北西部の微高地に

あり、 SP094土墳墓の南 4mに位置する。

土墳墓の平面は長径1.85m、短径1.72mの

ほぼ円形である。断面はすり鉢状に壁が立

ち、深さ1.20mを測る。遺物は

土師器杯・小皿が出土した。鎌

倉時代の土壌墓と思われる。

S P113土壌墓

S P1l3土壌墓は SP099土壌

墓の西12mにある。平面は長径

1. 30m、短径1.10mの楕円形で

ある。土墳の深さ0.83mを測る。

遺物は埋土から土師器小皿・高

台付杯・瓦器高台付杯・石鍋な

どが出土した。遺物から平安時

代末~鎌倉時代初期の土墳墓と

思われる。

皿撰分遺跡

イ

L =22.00m 

9 ~Ocm 

Fig. 161 撰分遺跡SP094土墳墓実測図

L=23.10m 

町1

Fig. 162 撰分遺跡SP097土墳墓実測図
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xm撰分遺跡

3.遺物

(1) 旧石器時代 (Fig.163~165， PL. 76-1 ~ 4) 

ほとんどが遺構検出中に出土したものである。遺跡西側の丘陵地および丘陵裾部からの出土

が多かった。ナイフ形石器・台形様石器・細石核・細石刃・石核・尖頭器・剥片など器種が多

い。石材は黒耀石・サヌカイトに限られた。

ナイフ形石器 1~5 は黒耀石製のナイフ形石器である。 1 ・ 3 は縦長剥片の打面側を刃部

に用いている。打面および打癌を側辺背部のプランティングによって除去し、三側辺加工によっ

て基部を作っている。 2・4は打面側を基部に用いている。プランティングによって打療を除

去し、基部を作っている。二側辺にプランティングを施す。 5は縦長剥片の打面および打痛を

残し基部に用いている。一側辺背部だけにプランティングが施されている。

台形様石器 6は基部を欠失しているが、横長の剥片を素材にした台形様石器である。剥片

が厚味を持っていたため両側辺のプランティングも大き目。断面は台形になる。

細石核 7 ~lOは黒耀石の細石核である。細石刃剥出面の反対側の背縁部の整形調整は片面
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皿 撰 分 遺 跡

は丁寧であるが、片面は組雑であり、醸面を残すものもある。打面調整は打面の片側側縁と細

石刃剥出面の両方から行われている。

細石刃 11は打面および打癌を残す頭部である。 12'"'-'14は両端が折れた中間部である。 14は

使用痕が著しい。

石核 15は遺跡西側の丘陵裾部のP606小穴から出土した黒耀石製の石核である。打面調整は

三面から行い、四面とも

打面になり、縦長の剥片

を剥離している。縄文時

代後期の石核とも考えら

れる。

尖頭器 16'"'-'19はサヌ

カイト製の両面加工の尖

頭器である。 4点とも折

損している。 16・17・19

は遺構検出面から出土し、
Fig. 164 撰分遺跡出土石器実測図

18は小穴の埋土から出土した。 16・17・19は石器の中央

部より上位に最大幅を持ち、やや肩部が張り出す特徴を

持つ圭頭形と呼ばれる尖頭器の一群である。 17・19は石

器の幅に対し厚手である。 17は中央部付近に扶り込みの

加工がみられる。折損後、折損部に剥離を加えている。

再使用のためであろうか。茶園原遺跡周辺の多久石器遺

跡群から持ち込まれ、使用されたと思われる。ほかに 7

点の尖頭器が出土したがすべて折損し、磨耗が著しいた

め図化を省いた。

ζご> く〉
Fig. 165 撰分遺跡出土石器実測図

く二〉

18 く〉

16 

5cm 
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xm撰分遺跡

(2) 縄文時代 (Fig.166， PL. 77-5) 

縄文時代の遺物は石鍛が10点と滑石粉末を混入した土器片2点と底部に網目文を持つ土器片

が出土したが遺構に伴う遺物ではない。

網目文土器 20は底部に網のような繊維の文様を残

す平底状の土器底部である。約 3cm間隔に結び目を持

ち、 10本前後の線が交文し、放射状に広がり文様の単

位となる。縄文時代晩期の土器と思われる。

。 10叩

Fig. 166 撰分遺跡出土縄文土器実測図・拓影

(3) 弥生時代

石器 (Fig.167・168，PL. 76 -5・6，77-1 ~ 4) 

。 10cm 
匡孟孟

石包丁 石包丁は 4点が出土した。 2点は弥生時代の遺構から出土したが、 2点は古墳時代

の住居跡の埋土から出土した。 21は弥生時代のSB060住居跡から出土した。半月形で2ヵ所に

穿孔がある。背部は平坦である。安山岩製。 22は古墳時代のSB010住居跡の埋土から出土した。

半月形で3ヵ所に穿孔があり、孔の部分で折れている。背部は平坦である。安山岩製。 23は弥

生時代の SD001溝から出土。大型の石包丁で未製品。 3ヵ所に穿孔があり両側の孔の部分で折

れている。背部は醸面を残し、刃部は主に片面から打ち欠いている。研磨はしていない。 24は

古墳時代のSB061住居跡の埋土から出土。石包丁の中央部だけを残し両側は折れている。 1ヵ

所の穿孔を残す。背は平坦である。安山岩製。

紡錘車 25はSD001溝から出土した紡錘車である。両面から穿孔している。頁岩製。 26・27

は弥生時代のSB020住居跡から出土した紡錘車の未製品である。26は片面に穿孔途中の跡が残

り、 27は穿孔していない。磨痕が残る。安山岩製。 28は砂岩製の紡錘車である。約 3分の 2を

欠いている。厚さは1.20cmと厚味を持つ。穿孔は片面からである。古墳時代以降の紡錘車とも

思われる。

砥石 29~32は砥石で29 ・ 30は砂質頁岩、 31は軟質砂岩、 32は砂岩を用いている。 29"'31は

4面を使用している。古墳時代以降の砥石とも思われる。

打製石斧 33"'35はサヌカイト製の打製石斧である。 33は醸面を残し、使用痕も認められな

いことから未製品であろう。 35・36は先端に著しい使用痕を残している。 3点とも古墳時代の

住居跡の埋土から出土した。別に10点のサヌカイト製打製石斧が出土した。

磨製石斧磨製石斧は13点が出土したがSDOOl溝から出土した 4点を除き、江戸時代や鎌倉
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 Fig. 167 撰分遺跡出土石器実測図

10cm 

22 

j ⑧lGOl 

:xm撰分遺跡

~ ¥1 ~ 
Gi 

32 
31 

時代の遺構の埋土からの出土である。時代別には縄文時代 5点、弥生時代 8点になる。 36・37

は乳棒状で厚味を持ち、体部の全面に敵打痕を残す。刃部は両刃で幅が広い。石材は安山岩を

用いている。縄文時代の石器であろう。 39は刃部の幅が広い援形である。体部の全面に敵打痕

を残す。頁岩製である。縄文時代の石器であろう。 38は頁岩製の磨製石斧であるが刃部および

体部の 2分の 1を欠く。 41は小型の石斧である。刃部の一部を欠き、体部は風化が著しい。両

刃である。頁岩を用いている。 40・42は断面が方形の石斧で、刃部を失っている。四面とも研

磨されている。砥石とも考えられる。 40"""'42はSD001溝で出土。弥生時代の石器である。

自1;;.;¥¥

30 
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XDI 撰分遺跡

く〉 く二>

cコ
33 

仁コ

己
41 

39 

口
。

Fig. 168 撰分遺跡出土石器実測図

ζコ 10cm 
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皿撰分遺跡

土器 (Fig.169----173， PL. 78----83) 

弥生時代の土器の器種は聾・査・蓋・高杯・器台・支脚が出土した。遺物は膨大な量である

が聾棺墓を除いて、出土状態は悪く、実測できるものは少なかった。その中で遺構の時期を決

定する土器を選んで図示した。

聾 43----49、55----62は賓の口縁部である。 43----46・58・61はSD001溝から出土した。 56はS

B005住居跡、 57はSB006住居跡、 49はSK025土墳、 47はSB027住居跡、 48・55・60はSB

029住居跡、 59はSB059住居跡、 62はSB060住居跡で出土した。 43・44は口縁部が直角に屈折

し、逆L字形になり、口縁下部に三角形の突帯を有し、口縁内側が張り出している。 45・46・

49・55----57は口縁部が直角に屈折し、逆L字形になり、口縁下部に突帯を持たず、口縁内側が

張り出している。 47・62は口縁部が直角に屈折し、逆L字形になり、口縁下部に三角形の突帯

を有するが、口縁内側は張り出さない。 48・59・60は口縁部が直角に屈折し、口縁内側は張り

出さない。 61は口縁部は逆L字形であるが、口縁内側は丸味を持つ。 58は口縁部がT字形にな

り、口縁下部に三角形の突帯を持つ。 50----54・63----74は聾の底部である。 50・54・71は平底で

ある。 51----53・65・66・70はやや上底気味になる。 63は円盤状の底部である。 64はやや上底気

味で外反して開く。 67----69は平底で底部の径が大きく、やや外反気味に開く。 72----74は台付聾

の底部である。

壷 75----82は査の口縁部である。 75・79・80・82はSD001溝から出土、 76・77はSB060住

居跡、 78はSB020住居跡、 81はSB007住居跡から出土した。 75はT字形に近い口縁部を持ち、

頭部は外反する。 76の頚部は外反し、口縁端部に沈線状の段を有し、口縁内面が張り出す。 77

は頚部から口縁端部まで外反し、口縁内面はく字形に張り出す。内外面とも黒色に焼けている

が暗文が施されている。 78・79・81は袋状口縁の査である。 78は口縁部がやや内湾気味に立上

がり、頚部は直角に屈折する。 79・81は口縁部は内湾しながら内傾し、コ字状に近い。 80は外

反しながら立上がる頚部からさらに外反する口縁部を持つ。 82は無頚査で胴部下位に最大径を

持つ。

董 83は小型の聾の蓋である。外面天井部は尖り、赤色顔料が施されている。紐かけの孔を

2子しずつ 4孔を有する。 SD001溝から出土した。

高杯 84は高杯の杯部である。内湾気味に聞き、口縁部は逆L字形で、口縁内側が張り出す。

85は脚部である。脚部内面上半にシボリ痕が残る。 2点とも SD001溝から出土した。

器台 86----88はSB007住居跡から出土、 89はSD001溝から出土した器台である。 86----88は

くびれが上方にあり裾部はやや内反気味に広がる。 89はくびれが中央部にあり、口縁部と裾端

部の径はほぼ同じである。 90・91もSB007住居跡から出土した。上面は平坦である。

199 



皿撰分遺跡

子一

: 44 

守
、

、、 45

" 
" 

‘ 46 

L =  

下 l

下ト 「
Fig， 169 撰分遺跡出土弥生土器実測図
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皿撰分遺跡
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Fig. 171 撰分遺跡出土弥生土器実測図

聾棺 聾棺墓 9基から検出した埋葬用土器は14点である。その内訳は聾11点・鉢 2点・査 I

点となる。これを形態別に分類すると聾が7類、鉢が2類、壷が 1類になる。

大聾 97はSJ 054墾棺墓で約3分の lを残す。器体は砲弾形で、器体上部は僅かに内傾し、

T字形口縁がつく。胴部中央部に三角形の突帯を 1条め ぐらせる。 98は裁頭卵形の器体で、器

体上部はやや内傾し、 T字形口縁を持つ。口縁内面は内側に突出する。胴部中央部に三角形の

突帯を持つ。

小聾 93・96・101は砲弾形の器体で、器体上部は僅かに内傾する。 93・96は口縁部が逆L字
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92 

T=j lL95 

SJ054 

守主

。 40crn 
S J055 

Fig. 172 撰分遺跡出土建棺実測図
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皿撰分遺跡

形になり、 101は内面が張り出しT字形に近い。 96は口縁下部に三角形の突帯を持つ。 94は口縁

部を欠く裁頭卵形であるが胴径が大きく球形に近い。胴部中央部に最大径を持ち、胴部中央部

と器体上部に三角形の突帯を有する。 100・102は裁頭卵形の器体で、体部中央部から大きく内

傾する。逆L字形口縁を持ち、内面が張り出す。胴部中央部から上位にコ字形の突帯を 3条め

104 

。
Fig. 173 撰分遺跡出土斐棺実測図

204 

ぐらせる。 100は赤色顔料、暗文が施され、 102は赤

色顔料が施されている。103はいちじく形に近い器体

を持ち、胴部上位で内傾し、口縁部はく字形になる。

口縁下部に三角形の突帯を持つ。105は台付聾で器体

はいちじく形に近い。胴部上位で内傾し、口縁部は

く字形に開く。

鉢 92はsJ 050聾棺墓の上聾に用いられた鉢であ

る。胴部上位で僅かに内傾し、口縁部はT字形にな

る。104はsJ 059聾棺墓の上書で105台付聾を覆って

いた。器体は椀状に聞き、やや内傾し、口縁部はく

字形に開く。口縁下部に三角形の突帯を持つ。

壷 99はsJ 056聾棺墓の上聾に用いられた査であ

る。底部が窄んだ球形の胴部を持ち、頚部は外反し、

口縁部もさらに外反する。胴部の最大径よりも口径

が大きい。外面と内面頚部まで赤色顔料が施され、

外面に暗文が施されている。
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(4) 古墳時代 (Fig.174'-"'178， PL. 84.-...88) 

土師器土師器は主に古墳時代の住居跡から出土した。器種は査・丸底査・杯・椀・手担ね

土器・台付椀・高杯などが出土した。

壷査は106.-...139があり、 106.-...118は複合口縁査である。 106はSB012住居跡で出土、 107.-...

111・119はSB080住居跡、 112・118・120はSB007住居跡、 113はSB060住居跡、 114はSB

010住居跡、 115・116はSB068住居跡、 117はSB092住居跡で出土した。 106は長く反り気味に

外反する口縁部を持ち、擬口縁は著しく外反し頚部と直角になる。肩部から胴部上位は膨み、

球形になる。最大径は胴部中央部にあり、内湾しながら底部に窄み、底部はやや尖り気味であ

る。口縁部は内外面とも横ナデ、擬口縁の内外面と頚部内面はナデツケ、頚部外面はナデ、肩

部から胴部上位外面はハケ目調整、内面は横、右下りのへラケズリ後、ナデ調整を施す。胴部

外面は磨耗が著しく不明である。 115は外反気味の口縁部を持ち、口唇部は厚味を持つ。 111・

116も外反する口縁部を持ち、 114・117は僅かに外反する口縁部を持つ。 113はやや外反する口

縁部を持つ丸底査で肩部から擬口縁はく字形になる。胴部は膨みを持ち球形である。口縁部、

擬口縁の内外面とも横ナデ、胴部下位外面は縦、横、斜めのハケ目調整である。内面の胴部下

位に指おさえの痕が残る。 107.-...110も113に類似する形態を持ち大型である。 118は頚部に有軸

羽状文が施されている。 119はやや外反する口縁部を持つ大型の査である。口縁下部に三角形の

突帯を持つ。 120は大型の査で口縁下部の三角形の突帯に×印の連続文が施されている。 121は

長く反り気味に外反する口縁部を持ち、肩部から胴部中央部に張り出し最大径を胴部中央部に

持つ。 122・124・127は外反する短い口縁部を持つ。 123・129は緩やかに外反する短い口縁部を

持ち、肩部から胴部にかけて緩やかに内湾し、胴部は細身である。 125・126・128・130'-"'134・

136.-...139は内湾気味に開く口縁部を持つ。 137は肩部に波状の沈線が施されている。ほとんどが

口縁部はナデ、胴部はハケ目調整である。 135は外反する口縁部の端部が尖り気味である。

丸底壷 140は口縁部が外反気味に聞き立上がる。胴部はやや膨み、胴部上位に最大径を持つ。

外面はハケ目、内面はへラケズリである。 SB080住居跡から出土した。

小型丸底壷 141.-... 144があり、 141・142はSB080住居跡から出土、 143はSB061住居跡、 144

はSB012住居跡で出土した。 141・142・144はく字形に外反する口縁部を持ち、 143は短い口縁

部を持つ。

鉢 145.-... 147は小型の平底鉢である。 145はSB010住居跡で出土、 146はSB012住居跡、 147

はSB005住居跡から出土した。

手担ね土器 148・150がある。 148はSB010住居跡から出土。 150はSB080住居跡から出土

した。

ミニチュア土器 149はSB010住居跡で出土した。
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:xm撰分遺跡

杯 151 ~156がある。 151 ・ 153は S B061住居跡から出土した。 152はSB079住居跡で出土、

154はSB012住居跡、 155はSB005住居跡、 156はSB080住居跡で出土した。

台付椀 157・158がある。 157はSB092住居跡、 158はSB061住居跡で出土した。脚部を欠

く。椀部は内湾気味に開く。短い脚部を持つ。

高杯 159~165がある。 159 ・ 164 は S B010住居跡から出土。 160・162・165はSB061住居跡

から出土。 161はSB012住居跡で出土。 163もSB012住居跡で出土した。 159は脚部が上位から

外反気味に聞き、脚部中央にやや太めの孔を 3ヵ所あけている。 160・165は柱状部がやや長く、

裾部は直線的に関心 160は裾部上位に 3ヵ所の小孔を持ち、 165は裾部中央部に 4ヵ所の小孔

を持つ。 163は短かい脚部から裾部が直線的に開く。脚部と裾部の境に 3ヵ所の孔をあける。 161

は短かい脚部から裾部は内湾気味に開く。 162は脚部をほとんど持たず、杯部境から裾部が内湾

気味に聞く。 164は脚部の径が大きく、安定感を持つ脚部から内湾気味に裾部が開く。

れずlJ
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イ
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Fig. 177 撰分遺跡出土土師器実測図
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Fig. 178 撰分遺跡出土土師器実測図

(5) 歴史時代 (Fig.179"" 182， PL. 89""'-'94) 

165 

土師器平安時代~鎌倉時代の土壌、井戸跡、溝、小穴、土壌墓などの遺構から小皿・杯・

椀が出土した。

小皿 166""192がある。 166はSE112井戸跡から出土。 167・182・187・188はSP082木棺墓

および埋土から出土。168""172はSP097土壌墓から青磁椀とともに副葬品として出土した。173・

176はSD033溝の埋土から出土した。 174・177""180・192は小穴から出土。 181はSK038土墳

から出土。 184""186はP188穴から出土。 189""191はSD068溝から出土した。 167・168はへラ

切り離しで板目痕を残す。体部は内湾気味である。 168""172は糸切り離し、板目痕を残す。口

径8.9""9.4畑、器高1.1""1.45咽を測り、体部は外反気味に開く。 177・178・189・190は底部と

体部の境が明瞭でやや外反気味に開く。口径は8.3""10.4cm、器高は1.25""1.55仰を測る。糸切

り離し、189は板目痕がある。173""176・190・191は底部と体部の境に角を持ち外反気味に聞き、

やや厚味を持つ。口径7.4""9.45cm、器高1.2""2.1cmを測り、糸切り離しである。 179・180・183

は口径に対し、器高が高い。底部と体部の境が明瞭で内湾気味に聞く。口径5.95""7.25叩、器

高1.6""1.75佃を測る。糸切り離しである。 184""186は底部が上底気味の平底で、体部は内湾気

味である。口径は6.4、6.3、6.25畑、器高1.3、1.2、1.3佃と 3点とも同じ大きさである。 184・

186は底部中央部が穿孔されている。 182・187・188は底部内面は丸味を持ち内湾気味である。

外面は底部、体部とも凹凸が著しい。 口径5.7""6.35cm、器高1.4cmを測る。糸切り離しであ

る。 181は口径6.25cm、器高1.45佃を測り薄手である。内外面とも灰黒色に焼けている。糸切り

離しである。

杯 193""224がある。 193・194・198・217・219は小穴から出土した。 195・221・222はSP

082木棺墓から出土した。 196はSD056溝、 197・203・223はSD068溝から出土、 199はSD033 

溝、 200・205はP1871穴、 201はSD067溝から出土。 206""209・212・215はSD031溝から出土。
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202はSP111土墳墓から出土、 204はSX087遺構で出土、 210はSK039土壊で出土。 211・220・

224はSX054遺構で出土、 213はSD016溝、 214はSD085溝、 216・218はP1148穴から出土し

た。 193・217は底部は平坦で体部は外反気味に聞く。口径に対し器高が高い。 194・197・204は

底部が平坦で体部は内湾気味に開く。203・216・223は底部が平坦で体部は外反気味に開く。195・

221・222は底径に対し口径が広く、器高も高い。 196は底部が平坦で体部は内湾気味に開く。

器高が高い。 198は底部と体部の境は明瞭でなく内湾気味に開く。 199・201・210は底部がやや

厚手で内湾気味に開く。内面は底部が平坦で屈曲して体部は開く。 200・205は底部は平坦で体

部との聞に段がつき内湾気味に開く。206'"'-'209・211・212・215は底部外面がやや上底気味に反

り、体部は内湾気味に聞く。底部と体部の境に段がつく。 202は底部が平坦で底径と口径の差が

小さく体部は外反気味に開く。213・214は底部は平坦で体部との境に段を持ち内湾気味に聞く。

底径に対し、口径が広い。 216・218は底部は平坦で段を持ち、体部は外反して開く。底部に板

目痕を残す。 220は底部が平坦で体部は外反して聞く。内面の底部中央部が盛り上がる。底部外

面に板目痕が残る。 224は底部が平坦で体部は内湾気味に開く。底部と体部の境に段がつく。杯

のうち193・195・217・221・222の小型の 5点は時期的に新しく、室町時代の杯と考えられ、 5

点を除く杯はほぼ同一時期のものと思われ、平安時代末~鎌倉時代初期に嘱するものであろう。

椀 225はP1946/J、穴から出土した椀である。丸底気味の底部を持ち、体部は内湾しながら聞

き、口縁部は短く外反する。高台は高く、下外に延びる。内外面ともロクロナデ調整である。
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瓦器

椀 226--....228はSE112井戸跡から出土した。226は底部は丸味を持ち体部は内湾気味に聞き、

口縁部は外傾して立つ、はりつけ高台である。体部外面に指頭圧痕が残る。 227は丸底気味で体

部は内湾気味に聞く。はりつけ高台で、高台の断面は三角形になり低い。 228は内黒の椀である。

底部は丸底で体部は内湾して開く。体部外面上部と内面は横方向のへラ磨きである。はりつけ

高台である。

青磁

椀 青磁椀は破片を含めるとかなりの点数になるが復元できるものは少なかった。229はSP

097土壌墓から出土した。底部は平底で厚い器壁を持つ。内湾気味に開く体部とやや外反する口

縁部を持つ。高台は垂直に立つ。内外面とも無文であるが内面上部に沈線状の細い線が2条施

されている。 230・231は龍泉窯系の青磁椀の底部破片である。 SX062土壌から出土した。 232

は小型の椀で体部外面に蓮弁文を施している。口径11.1叩、器高4.4畑、龍泉窯系のものである。

高台外面まで施軸している。

白磁

皿 233はSX057遺構から出土した口禿の皿である。平底で外反する体部からさらに小さく

外反する口縁部を持つ。見込み部に沈線状の段を有する。軸は灰黄白色で全面に施柚している。

¥L?¥弓イ

、
、よ了Zi 恰半イ ¥I!.:3 

0 20cm 
匡二~孟ニヨ

Fig. 181 撰分遺跡出土瓦器・青磁・白磁実測図

磁器

皿 234・235はSP082木棺墓から出土した小皿である。内面中央部から見込部の円内に女性

の立像を染付ている。口縁部内面に圏線を描き、斜交文文を連続させている。外面は口縁部に
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ミ主主ぞ ミ主主ぞ
Fig. 182 撰分遺跡出土輸入磁器実測図

可~36

10cm 
EニヨニニE二:1

1条、体部下位と高台の境に

2条の圏線を描く。国産品で

はなく、中国華中の明代の景

徳鎮窯系で焼かれ、 16世紀中

葉に輸入された皿と思われる。

236は遺構検出中に出土した紅

皿状の小皿である。内面と外

面の高台部まで薄青色の柚を

施している。南ベトナム地方の窯で焼かれた血といわれ、 16世紀後半に輸入されたものと思われる。
〔註 1)

人骨 人骨は SP082木棺墓より 1体分の人骨が出土した。人骨についていは長崎大学医学部

松下孝幸氏の教示を簡単に報告する。人骨は骨組織の 2分の 1以上を失っていた。性別は女性

で、年令は30才代の荘年である。特徴は大腿骨は男性を思わせる骨格であった。骨盤から女性

と判明した。

(6) 江戸時代 (Fig.183""' 189， PL. 95~ 106) 

陶磁器江戸時代の遺物は遺跡西側のSD033溝と周辺の土壌から陶磁器・聾・瓦などが多量

に出土した。

陶器鉢・皿・椀などが多量に出土した。武雄系唐津、絵唐津といわれるものが主流である。

鉢 237""'240は大皿状の鉢である。 237は三島唐津系の鉢である。内面上部に唐草文の象僚を

施し、下部の圏線内に縦の波状の刷毛目文が施される。内底に砂・胎土目の目跡がある。外面

は高台外面まで施柚している。 238は内面に波状の刷毛目文をめぐらせている。内底に砂・胎土

目の目跡がある。外面は口縁下部まで粕を施し、体部の上部以下は施柚しない。 239は内面に乳

白色柚の波状の刷毛目文をめぐらす。内底に砂・胎土目の目跡がある。 238同様、外面は口縁部

下部のみ施軸している。240は内面に白色の柚を施す。内底に見込蛇ノ目柚ノ、ギが施される。砂・

胎土日の目跡がある。外面は体部中央部の一部と高台畳付部を除き施柚している。17世紀後半~

18世紀前半の時期に属すると思われる。

皿 241は唐津系青緑柚皿である。見込蛇ノ目柚ハギを施す。 17世紀後半""'18世紀前半に属す

る。 242は唐津系刷毛目皿である。内面に波状の刷毛目文を施す。内底に見込蛇ノ目柚ハギを施

す。外面は高台畳付部を除き施柚する。 243・244も唐津系刷毛目皿である。

椀 245・248・256は唐津系刷毛目椀である。内面または外面、内外面に刷毛目文を施す。246・

247・254は絵唐津系の椀である。 250は外面に笹を描いている。 253・255は半焼状態である。 249

は天目柚を施しつまみを持つ椀である。ほとんどの椀が17世紀後半から18世紀中葉の時期に属

すると思われる。
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Fig. 183 撰分遺跡出土陶器実測図
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磁器

色絵色絵を施した磁器は 5点ある。

鉢 257は外面に染付、内面に色絵を施す鉢である。 17世紀後半(1660"-'1680年)に編年され

ている。

椀 258・259・261は色絵を施す椀である。 258は内面に果実文を施し、外面は無文である。

259は外面に花鳥文を施し、内面は無文である。 261は内外面に赤絵の同心円文を描いている。

17世紀後半に編年されている。

小鉢 260は外面の染付の上に赤絵と錦絵を施し、内面白縁部下部に圏線をめぐらせている。

貫入が著しい。 17世紀中葉の時期であろう。

皿 291は伊万里色絵皿である。内面染付の上に色絵を施す。内底に見込五弁花のコ ンニャク

判を施す。 1700"-'1750年代に編年されている。

染付椀・皿・鉢など日用磁器が多量に出土した。年代的には17世紀前半から18世紀前半に

およぶものである。

椀 263"-'279がある。263・267・271・272・276は17世紀後半"-'18世紀前半に編年される椀で

ある。 264・268・273・277は1700"-'1750年代に編年される。 265・266・269・270・278・279は

1700"-'1780年代に編年されている。

小皿 14叩以内の口径を有するものを小皿とする。 281"-'290・293がある。 28い 282は口縁部

に鉄鋳を塗った口銭が施され中央に人物を配した小皿である。 1640"-'1650年代に限定して編年

されている。 283・286・287は内底の見込五弁花文はコンニャク判である。 283は高台内に圃が

みられる。1700"-'1750年代に編年されている。284・285・288"-'290も同時期であるが下限を1780

年代におく。 290は見込蛇ノ目柚ハギが施され、見込五弁花文はコ ンニャク判である。 293はや

や古く 17世紀後半の時期であろう。

大皿 口径15cm以上のものを大皿とした。 292・309"-'316がある。 309"-'311は芙蓉手文を持つ

大皿である。 17世紀後半に編年されている。 312も同時期であろう。 313・314は1700"-'1750年代、

292・315・316は1700"-'1780年代であろう。

長頚壷 396・398・399がある。 396は伊万里染付徳利である。17世紀後半と思われる。 298・

299は18世紀中頃であろ う。

高杯 300は仏飯器である。1700"-'1750年代と思われる。

小鉢 301・302・307がある。 301・302は1700"-'1760年代、 307は1800年代であろ う。

杯 303は受部を有する杯である。 17世紀後半と思われる。 304は盃である。 18世紀中頃のも

のと思われる。

中鉢 317・318は椀よりやや大型の鉢である。317が古く17世紀後半"-'18世紀前半、318は1700"-'

1750年代で、見込五弁花文はコ ンニャク判である。
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皿撰分遺跡
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xm撰分遺跡
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Fig. 185 撰分遺跡出土磁器実測図
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xm撰分遺跡
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Fig. 186 撰分遺跡出土磁器実測図
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皿 撰分遺跡
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Fig. 187 撰分遺跡出土磁器実測図

220 



白磁染付が施されていない磁器は椀・皿・紅皿がある。

椀 262・280がある。 17世紀後半から18世紀中頃のもの

と思われる。

皿 294・295がある。295は鉄鋳を口縁部に塗った口銭が

施されている。 1650年代に編年される。

紅皿 305・306があり、緑白色の粕を内面と外面の体部

上位まで施している。器形は305の体部が外反気味に対し、

306は内湾している。ともに18世紀前後のものと思われる。
〔註 2)

蓋 308は薬瓶の査である。外面天井部に肥前鳥犀圃の文

字が呉須で書かれている。手書きの文字は寛政年聞に限ら

れ、 18世紀末の蓋である。

青磁青磁は 1点が出土している。

膏磁瓶 297は伊万里青磁瓶である。胴部中央部が最小径

になり耳を持つ。外面は高台畳付部を除き施軸され、内面

は胴部上位までと底部に柚を施している。 1640~1690年代

に編年されている。

瓦器 319・320がある。 319は楕円形状の盤である。底部

は平坦で器壁はやや外反気味である。底部は1.4cmと厚手で

ある。 320は円形で口縁部はしぽみ気味である。内面は指頭

~ ~J 
cw 

319 

「u
320 

。 1Ocm

Fig. 189 撰分遺跡出土瓦器実測図

痕が残る。 2点とも用

途は不明である。 17世

紀前後のものであろう。

:xm撰分遺跡

匂318

EニニEニニョ
10cm 
司

Fig. 188 撰分遺跡出土磁器実測図
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:xm撰分遺跡

4.小結

撰分遺跡は旧石器~江戸時代までの遺構・遺物が検出された大遺跡であった。旧石器時代や

縄文時代の遺構は検出できなかったが、弥生~古墳時代の住居跡が27棟、平安~鎌倉時代の遺

構群、膨大な陶磁器類が出土した江戸時代の大溝など注目されるものばかりであった。特に古

墳時代前期の土師器は県内でも最古級の土器として注目される。平安時代の遺構・遺物は隣接

する山崎経塚との関連性を知る手がかりとなろう。武雄系唐津焼、多久町保四郎窯跡の陶器・瓦、

伊万里染付の磁器など江戸時代の遺物も肥前陶磁器の研究上、欠くことができない資料となっ

た。遺跡はさらに南北に広がることが予想され、集落の規模など今後に問題を残す面もある。

多久の歴史の空白部を埋めるのに充分すぎる資料を提供した大遺跡といえよう。
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註 l 長崎大学医学部解剖学第二教室、松下孝幸氏の教示による。

註2 野中鳥犀円本舗、野中高太郎氏の教示による。
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山の上古墳群



1.山の上古墳群遠景〈南から〉
2. 同 く航空写真〉



1.山の上古墳群STOOl古墳全景(調査前、西から)
2. 同 (南から)



PL.3 

1.山の上古墳群STOOl古墳葺石状態(南から)
2. 同 遺物出土状態



1.山の上古墳群ST002古墳石室(南から)
2. 同 ST003古墳石室(南から)



1.山の上古墳群ST004古墳石室(南から)
2. 同 ST005古墳石室(南から)



1.山の上古墳群ST006古墳石室(南から)
2. 同 ST007古墳石室(南から)



l~lO. 

山の上古墳群STOOl
古墳出土須恵器
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11 ・ 12 ・ 14~16.

18~20 ・ 24 ・ 27.

山の上古墳群
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出土須恵器



26 ・ 31~39.

山の上古墳群STOOl古墳
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40~49. 
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出土須恵器
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PL.12 

69 

68 

68-71山の上古墳群STOOl古墳出土須恵器
79 同 土師器

71 



81・82・84・85. 山の上古墳群ST002古墳出土須恵器

87-89 同 土師器

81 

制

87 

PL.13 

82 

筋

回

89 



PL.14 

90 

93 

95 

90・92-96山の上古墳群ST003古墳出土須恵器
97・98 同 土師器

担

94 

96 

97 

羽



I PL.151 

99 

100 102 

99 山の上古墳群ST005古墳出土須恵器
100-102 同 ST007古墳出土須恵器



中村谷遺跡



1.中村谷遺跡STOOl古墳墳丘(南から)

2. 同 石室



PL.17 

5 

7 

9 

11 

1.2・5-11中村谷遺跡ST001古墳出土須恵器
12 同 土師器

2 

6 

8 

10 

12 



出口 A 遺跡t



1.出口A遺跡全景(航空写真)
2. 同 SX005土墳遺物出土状態



2 

1~3 

出口A遺跡出土弥生土器

3 



西出口 遺跡



PL.20 

1.西出口遺跡全景
2. 同 SK002土壌



2 

1.西出口遺跡SB004掘立柱建物跡
2. 同 SK002土壌出土土師器



鴻ノ巣遺跡



PL.22 

1.鴻ノ巣遺跡遠景 (西から)

2. 同 S TOOl古墳



PL.23 

1.鴻ノ巣遺跡ST002古墳墳丘(東から)
2. 同 墳丘土層



1.鴻ノ巣遺跡ST002古墳石室
2. 同 ST003古墳石室



PL.25 

3 

7 9 

2 4 

8 6 

1~4 ・ 6~9 鴻ノ巣遺跡STOOl古墳出土須恵器



16 

17~161 
2 

4・
162 163 165 164 166 168 169 167 170~226 

3 

1.鴻ノ巣遺跡ST001古墳出土玉類
2. 同 ST002古墳出土玉類
3. 同 ST003古墳出土玉類



原田遺跡



l.原田遺跡全景
2. 同 遺構出土状態



1.原因遺跡SJOOl窪棺墓

2. 同 S J002墾棺墓



1.原因遺跡SR004祭最E遺構
2. 同 SR005祭杷遺構



PL.30 

2 

1~3. 原田遺跡出土弥生土器

3 

4・5.原因遺跡SJ001斐棺 6・7.原田遺跡SJ002墾棺



今出川 A遺跡t



PL.31 

1.今出川A遺跡遠景
2. 同 SBOOl・SB002住居跡



1.今出川A遺跡S8003住居跡
2・3. 同 S8001住居跡遺物出土状態



PL.33 

6 

3 

2 

4 

5 

7 

1~7. 今出川 A遺跡 SBOOl ・ SB002住居跡出土土師器



Pし.34

8 

2 

10 3 

1.今出川A遺跡SB003住居跡出土土師器
2. 同 出土石匙
3. 同 出土砥石



今出川 B遺跡t



1.今出川B遺跡全景(航空写真)
2. 同 遺物出土状態



PL.36 

2 

4 

1-2・4・5
今出川B遺跡出土弥生土器

5 



PL.37 

10 11 

12 13 

14 15 

16 17 

18 19 

1O~19. 今出川 B遺跡出土須恵器



PL.38 

20 21 

22 23 

24 26 

25 

20~26. 今出川 B遺跡出土須恵器



PL.39 

27 28 

29 32 

33 34 

35 36 

37 

27~29 ・ 32~37. 今出川 B遺跡出土須恵器



PL.40 

30 31 
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41 42 

44 

45 46 

30 ・ 31 ・ 39~46. 今出川 B遺跡出土須恵器



PL.41 
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56 58 

30 61 

30 ・ 38 ・ 47 ・ 48 ・ 52 ・ 54~56・ 58 ・ 61.今出川 B遺跡出土土師器



PL.42 

59 63 

65 

53 

67 

59-63.今出川B遺跡出土土師器
53 同 須恵、器
65 同 ふいご羽口
67 同 円筒形土器



大工田古墳群



1.大工回古墳群遠景
2. 同 STOOl古墳石室



1.大工回古演群STOOl古墳石室遺物出土状態
2. 同 石室前面遺物出土状態



1.大工田古墳群Sτ'()02古墳石室
2. 同 Sτ'005古墳石室



PL.46 

3 

5 

7 

9 

1~9 ・ 13. 大工回古墳群 STO01古墳出土須恵器

2 

4 

8 

13 



PL.47 

14 15 

17 18 

19 20 

21 

22 

14 ・ 15 ・ 17~22. 大工回古墳群sτひ01古墳出土須恵器



PL.48 

24 

25 

制

87 

93 

89 

95 

94 

24・25. 大工田古墳群STOOl古墳出土土師器

84・87・89. 同 STO02古墳出土須恵、器

93~95. 同 土師器



132 

138 

140 

132 ・ 134 ・ 138~141 大工回古墳群 Sτìl05古墳出土須恵器

145. 同 ・土師器
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1・2.大工回古墳群ST002古墳出土鉄器
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0.00.000 '11 
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2 

1.大工回古墳群sτ'005古墳出土鉄器
2. 同 sτ'001古墳出土装身具



十井手遺跡



PL.53 

1.十井手遺跡遠景(東から)
2. 同 調査区全景(西から)



1.十井手遺跡第 3区遺物出土状態
2. 同 第 4区土層
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SYA ゑ 議私 A 
16 15 17 
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27 
5 

1.2.十井手遺跡出土旧石器時代石器

3・4. 同 縄文時代石器
5 同 縄文土器



撰分遺跡



1.撰分遺跡遠景(山崎山から)
2. 同 全景(東から航空写真)



1.撰分遺跡全景(西から航空写真)
2. 同 SB004・SB005住居跡



1.撰分遺跡SB006住居跡

2. 同 S B007. S B028住居跡



1.撰分遺跡SBOI0.SB022. SB023住居跡
2. 同 S B012住居跡



1.撰分遺跡SB015住居跡
2. 同 SB020住居跡



1.撰分遺跡SB027住居跡
2. 同 SB005・SB029住居跡



1.撰分遺跡SB059住居跡

2. 同 SB060住居跡



1.撰分遺跡SB061住居跡
2. 同 SB073住居跡



1.撰分遺跡SB074住居跡
2. 同 SB079住居跡



1.撰分遺跡SB080住居跡
2. 同 SB092住居跡



1.撰分遺跡、SB093住居跡
2. 同 SB030掘立柱建物跡



1.撰分遺跡SB052掘立柱建物跡
2. 同 SB053掘立柱建物跡



1.撰分遺跡SB083掘立柱建物跡
2. 同 SB084掘立柱建物跡



1.撰分遺跡SB091掘立柱建物跡
2. 同 SK002土嫌

3. 同 SK019土壊



1.撰分遺跡SK025土嫌
2. 同 SK035土減
3. 同 SK036土旗



1.撰分遺跡SK037土嬢
2. 同 SK038土墳

3. 同 SK039土嬢



1.撰分遺跡SK069土嫌
2. 同 SX057不明遺構
3. 同 SE1l2井戸跡



1.撰分遺跡SDOOl溝
2. 同 SDOOl溝遺物出土状態

3. 同 SD033大溝



1.撰分遺跡SJ050饗棺墓

2. 同 S J052褒棺墓
3. 同 S J053寮棺墓
4. 同 S J054斐棺墓
5. 同 S J055斐棺墓
6. 同 SJ056・SJ057婆棺墓



1. 撰分遺跡SJ058斐棺墓

2. 同 S J059~霊棺墓
3・4・5. 同 SP082木棺墓

6. 同 SP097土破墓
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1.撰分遺跡出土ナイフ形石器
2. 同 石核
3. 同 細石核・細石刃
4. 同 尖頭器
5. 同 打製石斧
6. 同 磨製石斧
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4. 同 砥石
5. 同 縄文土器
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43・44・46・47・57・59・61・75撰分遺跡出土弥生土器
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56・62・76・78・79・81・82撰分遺跡出土弥生土器
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50・52・63・64・66・68・70・72 撰分遺跡出土弥生土器
制
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PL.81 

77 制
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部 回

77'83・84・86・88・89 撰分遺跡出土弥生土器
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PL.82 

92 

93 

101 1但

92・93.撰分遺跡出土SJ050婆棺
101・102. 同 S J057斐棺



96.撰分遺跡出土SJ053饗棺
99・100. 同 S J056聾棺
105. 同 S J059婆棺
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115・118

撰分遺跡出土

復合口縁土師器
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120-121 ・ 128-130~132 ・ 138. 撰分遺跡出土土師器



139 136 

123 ・ 125 ・ 135~137 ・ 139. 撰分遺跡出土土師器
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145 

149 

140~145・ 148 ・ 149

撰分遺跡出土土師器
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144 
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1臼
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147 ・ 151'153'155 ・ 158 ・ 161~163 撰分遺跡出土土師器
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1回
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166~172 ・ 174~178 撰分遺跡出土土師器



1部

181 1但

1回 1部

187 1随

189 1鉛

191 1位

179~183 ・ 185 ・ 187~192 撰分遺跡出土土師器



193 

195 

199 

200 

203 

193~195・ 197~200 ・ 202 ・ 203 ・ 205 撰分遺跡出土土師器

1倒

197 

1泊

2白

2田



2随 拭庖

210 211 

212 214 

217 

219 

206 ・ 208 ・ 210~212 ・ 214 ・ 216~219 撰分遺跡出土土師器



187 

189 

、元

225 

228 

186・187・189・190・225.撰分遺跡出土土師器
226~228 . 同 五器



/・ー

229 236 

一一 234 235 

229・232.撰分遺跡出土青磁
233 同 白磁
234~236. 同 輸入磁器



237 
239 

240 

237~240 . 撰分遺跡出土陶器



242 

245 

244 

241 ・ 242 ・ 244~246. 撰分遺跡出土陶器



PL.97 

251 

248 

253 

247 

249 

247~249 ・ 251 ・ 253 ・ 254 撰分遺跡出土問器



257 

250・252.撰分遺跡出土問器
257~259 同 赤絵磁器



261・291.撰分遺跡出土赤絵磁器
263~266 . 同 染付磁器

泊1



267~274. 撰分遺跡出土染付磁器



282 

~~. 

283 

276~279 ・ 281~284 撰分遺跡出土染付磁器



獅

却6

却7

却8

--. 

289 

285~290 撰分遺跡出土染付磁器

290 



PL.103 

、、

292 ・ 293 ・ 298~300. 撰分遺跡出土染付磁器
297 同 青磁

292 



1';:<ぜ

ー 峰---

台

301 ・ 302 ・ 304 ・ 307 ・ 312~314 ・ 316
撰分遺跡出土染付磁器

301 

30: 

304 

3071 

312 

316 

313 



Pし105

262・280・294・317・318
撰分遺跡出土染付磁器

295・305・306・308
同 白磁

禽 @司町、ー一-ー抽蘭同匂-ー.椅~

311 

262 

294 

勝~‘

選前創

世
月

308 



PL.106 

320 

319 

319・320.撰分遺跡出土瓦器
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